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道
路
局
総
務
課

一
は
じ
め
に

平
成
一
五
年
度
概
算
要
求
は
、
八
月
七
日
に

｢平
成
一

五
年
度
概
算
要
求
に
当
た
っ
て
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
｣

の
閣
議
了
解
を
受
け
て
、
作
業
を
進
め
、
八
月
三
〇
日
に

財
務
省
に
概
算
要
求
書
を
提
出
し
た
。

平
成
一
五
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、
｢経
済
財
政
運
営

と
構
造
改
革
に
関
す
る
基
本
方
針
2
0
0
2
｣
(平
成
一

四
年
六
月
二
五
日
閣
議
決
定
。
以
下

｢基
本
方
針
2
0
0

2
｣
と
い
う
。)
を
踏
ま
え
、
平
成
一
四
年
度
に
引
き
続

き
歳
出
改
革
の
一
層
の
推
進
を
図
る
こ
と
と
し
、
一
般
歳

出
及
び
一
般
会
計
歳
出
全
体
に
つ
い
て
実
質
的
に
平
成
一

四
年
度
の
水
準
以
下
に
抑
制
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
歳
出

全
般
に
わ
た
る
徹
底
し
た
見
直
し
を
行
い
、
歳
出
の
抑
制

と
所
管
を
越
え
た
予
算
配
分
の
重
点
化

･
効
率
化
を
実
施

し
、
平
成
一
四
年
度
の

｢国
債
発
行
三
〇
兆
円
以
下
｣
の

基
本
精
神
を
受
け
継
い
で
、
国
債
発
行
額
の
三
〇
兆
円
か

ら
の
稲
難
を
で
き
る
限
り
小
さ
く
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と

と
さ
れ
た
。

公
共
投
資
関
係
費
に
つ
い
て
は
、
｢基
本
方
針
2
0
0

2
｣
を
踏
ま
え
、
真
に

｢重
点
4
分
野
｣
に
ふ
さ
わ
し
い

施
策
･
事
業
に
重
点
を
置
く
と
と
も
に
、
予
算
編
成
の
過

程
に
お
い
て
、
費
用
対
効
果
分
析
等
の
客
観
的
な
評
価
に

基
づ
く
採
択
の
必
要
性
の
検
証
、
再
評
価
に
よ
る
継
続
事

業
の
見
直
し
、
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活
用
、
長
期
計
画

の
在
り
方
の
見
直
し
等
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
。

ま
た
、
特
殊
法
人
等
向
け
財
政
支
出
に
つ
い
て
は
、
更

に
一
層
の
縮
減

･
合
理
化
を
進
め
る
こ
と
と
し
、
｢特
殊

法
人
等
整
理
合
理
化
計
画
｣
に
係
る
措
置
を
着
実
に
実
施

す
る
と
と
も
に
、
同
計
画
を
踏
ま
え
、
改
め
て
特
殊
法
人

等
向
け
財
政
支
出
を
根
底
か
ら
厳
し
く
洗
い
直
す
こ
と
と

さ
れ
た
。

以
下
、
道
路
関
係
予
算
の
概
算
要
求
に
つ
い
て
紹
介
す

る
o二

道
路
関
係
概
算
要
求
の
概
要

1

概
算
要
求
の
概
要

道
路
整
備
の
平
成
一
五
年
度
概
算
要
求
に
お
い
て
は
、

閣
議
了
解
さ
れ
た
概
算
要
求
の
基
本
的
な
方
針
に
沿
っ

て
、
国
費
三
兆
六
、
三
八
六
億
円

(対
前
年
度
比
一
･
0

八
)、
財
政
投
融
資
資
金
三
兆
二
、
二
二
二
億
円

(対
前

年
度
比
一
･
0
六
)
、
事
業
費
七
兆
三
、
三
九
四
億
円

(対
前
年
度
比
一
･
0
五
)
を
計
上
し
て
い
る

(表
1
~

3
)
0こ

の
う
ち
、
一
般
道
路
事
業
に
つ
い
て
は
、
事
業
費
五
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兆
四
、
二
五
三
億
円

(対
前
年
度
比
一

三
兆
二
、
二
四
六
億
円

(対
前
年
度
比
一
O
八
)、
国
費

○
九
)
を
計

上
し
て
い
る
。

有
料
道
路
事
業
は
、
事
業
費

一
兆
九
、
一
四
二
億
円

(対
前
年
度
比
0
･
九
八
)、
国
費
三
、
一
四
〇
億
円

(対

前
年
度
比
一
･
0
三
)
を
計
上
し
て
い
る
。

2

概
算
要
求
の
基
本
方
針

@
基
本
方
針

二
一
世
紀
の
我
が
国
に
お
い
て
、
持
続
可
能
な
経
済
･

社
会
の
構
築
と
安
全
で
安
心
で
き
る
暮
ら
し
の
実
現
を
図

る
た
め
、
経
済
財
政
諮
問
会
議

｢経
済
財
政
運
営
と
構
造

改
革
に
関
す
る
基
本
方
針
2
0
0
2
｣
を
踏
ま
え
、
社
会

資
本
整
備
の
重
点
化
･
集
中
化
を
図
る
た
め
に
事
業
分
野

別
の
長
期
計
画
を
統
合
し
た

｢国
土
交
通
社
会
資
本
整
備

重
点
化
計
画

(仮
称
)｣
の
道
路
分
野
の
計
画
と
し
て
、

新
た
な
道
路
整
備
五
箇
年
計
画

(案
)
を
策
定
す
る
。
こ

の
計
画
を
着
実
に
達
成
す
る
た
め
、
受
益
者
負
担
の
考
え

方
に
基
づ
く
道
路
特
定
財
源
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
と

し
、
道
路
特
定
財
源
の
暫
定
税
率
に
関
す
る
税
制
改
正
を

要
望
す
る
o

平
成

一
五
年
度
は
、
新
た
な
道
路
整
備
五
箇
年
計
画

(案
)
の
初
年
度
と
し
て
、
｢活
力

~
都
市
再
生
と
地
域

連
携
に
よ
る
経
済
活
力
の
回
復
~
｣、
｢暮
ら
し

~
生
活

の
質
の
向
上
~
｣、
｢安
全

~
安
全
で
安
心
で
き
る
暮
ら

し
の
確
保
~
｣
、
｢環
境

~
環
境
の
保
全

･
創
造
~
｣
の

政
策
テ
ー
マ
を
実
現
す
る
た
め
、
他
の
行
政
分
野
と
連
携

を
図
り
つ
つ
、
二
一
世
紀
の
課
題
に
対
応
し
た
政
策
を
重

点
的
か
つ
計
画
的
に
進
め
る
。
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費

(単位 :億円

対前年度比国

表 1 道路関係予算概算要求
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表 2 道路関係予算概算要求総括表

区 分
15年度要求 (A ) 前 年 度 (B ) 倍率 (A ) / (B )

備 考
事 業 費 国 費 事 業 費 国 費 事 業 費 国 費

幹 線 道 路

一 般 道 路

改 築

雪 寒

調 査
機 械

沿 道 整 備 融 資
補 助 率 差 額 等
独立行政法人交付金

有 料 道 路

日 本 道 路 公 団
首都高 速道 路公団

阪神 高 速道 路公団

本州四国連絡橋公団

(道路関係園公団 ･計)

地 方 道 路 公 社
道 路 開 発 資 金 等

5,585,782

3,671,617

3,503,549

124,510

20,044

21,731

300

1,483

1,914,165

1,438,640

192,734

134,900

8,631

(1,774,905)

74,260

65,000

2,640,352

2,326,329

2,156,493

81,883

17,569

14,713

200

53,988

1,483

314,023

0

19,400

12,900

233,333

( 265,633)

15,890

32,500

5,469,531

3,517,406

3,354,795

n 9,879

20,218

20,713

300

1,501

1,952,125

1,485,560

200,453

135,714

9,288

(1,831,o15)

76,110

45,000

2,514,500

2,209,234

2,049,994

78,625

17,569

14,046

200

47,299

1,501

305,266

0

19,900

13,300

233,333

( 266,533)

16,233

22,500

1、02

1 04

1.04

L 04

0‐99

1.05

1･00

0･99

0.98

0.97

0‐96

0.99

0.93

(0.97)

0.98

1-44

1.05

1.05

1.05

L 04

1‐00

1.05

1‐00

1.14

0-99

1.03

0･00

0-97

0.97

1･00

(L oo)

0.98

1.44

1 . 交通連携、道路環境整備の各計数の中には、緊急地方道路

整備事業で実施する分及び改築で実施する分を含んでいる。
2 . 道路関係四公団について、平成15年度概算要求において

は、特殊法人等整理合理化計画を踏まえつつ、現行制度で事

業を実施するとした場合の国費 ･事業費を計上。
3 . N T T - A 型事業を含まない。
4 . 道路交通環境改善等には、道路交通環境改善促進事業及び

道路有効活用対策を計上している。
5 . この他に、河川等関連公共施設整備促進事業 (河川改修 ･

ダム建設等に関連して必要となる橋梁、付替道路等の道路整

備) 事業費15,126百万円、国費10,000百万円がある。

交 通 連 携
空港港湾等アクセス

交 通 結 節 点 改 善

公 共 交 通 支 援
踏 切 関 連
うち連続立体交差･

697,637

271,546

867081

37,647

302,363

186,396

405,002

181,878

47,742

20,414

154,968

93,198

604,636

233,234

75,373

33,402

262,627

167,598

349,305

153,260

42,468

19,052

134,525

83,799

L 15

1.16

1.14

1‐13

L L5

1･11

1‐16

1‐19

1.12

1･07

Lヱ5

1･11

道 路 環 境 整 備
沿 道 環 境 改 善
電 線 共 同 溝
交 通 安 全

道路交通環境改善等

住 宅 関 公
まちづくり総合支援等

1,OS6,ool

126,915

237,986

494,078

40,500

120,550

35,972

593,228

77,973

123,857

274,648

37,750

61,000

18,000

907,776

93,339

221,071

429,866

5,500

122,000

36,00O

490,798

57,261

115,444

236,343

2,750

61,000

18,00O

1‐16

1.36

1‐08

1‐15

7‐36

0‐99

1･00

1‐21

L 36

1･07

1.16

13‐73

1･00

1･00

道 路 整 備 計 7,339,420 3,638,582 6,981,943 3,354,603 1‐05 1.08



表 3 財政投融資等総括表

資金内訳

区 分

鉱
財政投融資

(C) 倍率仇/B)

自 己 資 金 等
合 計

(C+D) 倍率仇/B)
政府出資金等

倍率簿/B)

自主翻達資金

倍率毯/B)

そ の 他

倍率い/B)

小 計

(D) 倍率負/B)倍率毯/B) 倍率い/B) 倍率負/B) 倍率負/B)倍率仇/B)

日 本 道 路 公 団
15年度要求(刃

前 年 度(B)

比 較(A)-(B)

(270,000)

2,213,000

(270,000)

2,118,000

(0)

95,000

1.04

0

0‐00

く510,000>

713,000

〈400,000〉

885,400

く110'000〉

乙さ172‐400

0‐81 2,101,951

2,125,137

0‐99

〈510,000〉

2,814,951

く400'○00>

3,010,537

く1lo'000〉

乙さ195‐586

0.94 5,027,951

5,128,537

乙さ1OQ 586

0.98

首 都 高 速 道 路 公 団
15年度要求毯)

前 年 度(B)

比 較(A)‐(B)

473,600

462,100

1.02 19,400

19,900

0.97

く40'○○○>

11丸800

〈30,000)

109,186

く10,○○○>

2.614

1.02 291,760

290,495

上265

1･00

〈40,000〉

422,960

く30,000>

419,581

く10'000〉

3,379

1･01 896,560

881,681

1‐02

阪 神 高 速 道 路 公 団
15年度要求(A)

前 年 度(B)

比 較(A)‐(B)

373,900

357,800

1.04 12,900

13,300

0‐97

<25,000>

112,400

〈20,000〉

95,500

<5,000>

1‐18 198,289

200,918

0‐99

〈25,000〉

323,589

〈20,000〉

309,718

<5'000>

13.87l

1.04 697,489

667,518

29,971

1‐04

本州四国連絡橋公団
15年度要求の

前 年 度(B)

比 較毯){ B)

161,700

103,600

1.56 233,333

233,333

1‐00 142,800

91,600

51,200

1.56 109,199

112,945

0.97 485,332

437,878

47.454

1‐11 647,032

541,478

105,554

上19

合 計
15年度要求(A)

前 年 度(B)

比 較(A H B)

(270,000)

3,222,200

(270,000)

3,041,500

(0)

180,700

1‐06 “

533

…

{̂〉

-

265

猟

△

Loo

く575'000>

1,080,00O

<450,000>

1,l81,686

〈126,000〉

△ 1OL 686

0‐91 2,70l,199

2,729,495

こさ?R ?qA

0.99

く575,000>

4,046,832

<4509 00>

4,177,714

〈125,000)

乙さ130.882

0.97 7,269,032

7,219,214

49.818

L01

(上段(
2『政府出資金等蝕ま、政府出資金、有料道路竪獅等資金〔道路特会瓦本州四囲連絡橋公団のみ)である。
3『自主調達資金』は、財投機関債、縁故債、民間借入金及び償還期間5年未満の政府保証債(本州四国連絡橋公団のみ)である。(上段く〉内書きは、財投機関債)
4『その他』は、地方公共団体出資金(日本道路公団を除く)及び業務収入等である。
5.本州四国連絡橋公団の計数は、道路分である。
6.平成15年度概算要求においては、特殊法人等整理合理化計画を踏まえつつ、現行制度で事業を実施するとした場合の国費･事業費を計上

C
ーバ
C
C
岱

導
に
禦



へ政
策
テ
ー
マ
〉

【活
力

~
都
市
再
生
と
地
域
連
携
に
よ
る
経
済
活
力
の

回
復
~
】

交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

(T
D
M
)
施
策
、
踏
切
道

の
改
良
促
進
、
交
通
結
節
点
の
改
善
、
路
上
工
事
の
効
率

化
、
環
状
道
路
の
整
備
、
民
間
都
市
開
発
と
の
連
携
や
密

集
市
街
地
の
解
消
に
資
す
る
都
市
内
道
路
整
備
、
自
動
車

専
用
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重
点
的
･
効
率
的
整
備
、
自

立
圏
域
の
形
成
と
市
町
村
間
相
互
の
連
携
を
支
援
す
る
道

路
の
整
備
、
地
域
に
応
じ
た
構
造
基
準
の
見
直
し
、
空

港

･
港
湾
等
へ
の
ア
ク
セ
ス
改
善
、
道
路
の
情
報
化

等

【暮
ら
し

~
生
活
の
質
の
向
上
~
】

人
や
自
転
車
が
優
先
と
な
る
ゾ
ー
ン
の
形
成
、
歩
行
空

間
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
無
群
鞄
柱
化
の
推
進

等

【安
全

~
安
全
で
安
心
で
き
る
暮
ら
し
の
確
保
~
】

交
通
安
全
対
策
、
災
害
へ
の
備
え
、
更
新
時
代
へ
の
対

応

等

【環
境

~
環
境
の
保
全

･
創
造
~
】

沿
道
環
境
の
改
善
、
地
球
環
境
の
保
全
、
自
然
環
境
の

保
全
･
創
造
、
環
境
対
策
の
効
果
的
な
実
施

等

表 4 国土交通社会資本整備重点化計画 (仮称)

こ
の
政
策
テ
ー
マ
を
よ
り
効
率
的

･
効
果
的
に
達
成
す

る
た
め
、
選
択
と
集
中
、
無
駄
な
く
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
サ
ー

ビ
ス
提
供
、
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活
用
、
事
業
の
透
明

性
･
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
の
向
上
、
既
存
制
度
の
見
直

し
と
い
う
視
点
に
立
っ
て
、
道
路
行
政
の
改
革
に
取
り
組

む
。
ま
た
、
道
路
整
備
以
外
の
様
々
な
行
政
施
策
と
連
携

し
て
、
交
通
円
滑
化

･
物
流
効
率
化
な
ど
の
交
通
連
携
、

地
域
連
携
支
援
、
交
通
安
全
対
策
、
環
境
対
策
な
ど
に
取

り
組
む
。

3

長
期
計
画
の
策
定

ゆ
国
土
交
通
社
会
資
本
整
備
重
点
化
計
画

(仮
称
)

国
土
交
通
省
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
各
事
業
分
野
別

に
長
期
計
画
を
策
定
し
て
い
た
が
、
省
庁
統
合
の
実
を
最

大
限
に
発
揮
し
、
社
会
資
本
整
備
の
重
点
化

･
集
中
化
を

図
る
た
め
に
、
｢暮
ら
し
｣、
｢安
全
｣、
｢環
境
｣、
｢活
力
｣

と
い
っ
た
横
断
的
政
策
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
各
事
業
分
野

の
長
期
計
画
を
統
合
し
た

｢国
土
交
通
社
会
資
本
整
備
重

点
化
計
画

(仮
称
)｣
を
策
定
す
る

(表
4
)。
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と
し
て

一
事
の
計
圃
決
定

(
計
画
期
間
5

年
)

横断的政策テーマ

｣ - 'バリアフリ呻箋玖トック割合2桟=回→淺田161　 　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　 　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　

･滋琺理兜･港簿~鱗速鱗聴 縦出題一饑問41

各事業分野別主要事項

(参考) ○ブロック別の将来の姿
○特定の政策テーマ別の対応方向
(都市再生、地球環境、少子高齢化など)

(平成14年8月7月国土交通省記者発表資料より)
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国土交通社会資本整備重点化計画 (仮称)



②

道
路
整
備
五
箇
年
計
画

(案
)

1) (2)
道路整備五箇年計画(案) (道路分野の重点化計画 (仮称))

持
続
可
能
な
経
済

･
社
会
の
構
築
と
安
全
で
安
心

で
き
る
暮
ら
し
の
実
現
を
図
る
た
め
、
国
土
交
通
社

会
資
本
整
備
重
点
化
計
画

(仮
称
)
の
道
路
分
野
の

計
画
と
し
て
、
道
路
整
備
五
箇
年
計
画

(案
)
を
策

定
し
、
こ
れ
に
基
づ
く
施
策
を
重
点
的
か
つ
計
画
的

に
進
め
る

(表
5
)。

に 定 計 会 で
進 し 画 資 き 持 基
め 、 と 本 る 続 本
る こ し 整 暮 可 方
( れ て 備 ら 熊 針

　　　　　　
) づ 々 "

(1 ) 道路整備の重点化 ･集中化に向けた取組み (道路行政システムの改革)

① 選択と集中、無駄なくスピーディにサービス提供

･アウトカム指標による評価システムの導入
② 既存ストックの有効活用
･E T Cの利用台数を拡大 【E T C利用率 3%→60%】

･道路の有効利用と沿道環境の改善等を解決するため、多様で弾力的な料金施策を導入

･公安委員会等との連携により、違法路上駐車の排除を徹底
･路上工事実施日時の徹底管理と面的集中工事等により路上工事を削減

【路上工事時間 275時間/知･年を2割削減1

③ 事業の透明性 ･アカウンタビリティの向上

④ 既存制度の見直し
･道路特定財源について、受益者負担の原則に基づきつつ、新たな活用など見直しを実施

･道路関係四公団民営化推進委員会の意見を踏まえ、高速道路の整備 ･料金のあり方等を
見直し
･有料道路事業の対象を限定し、その運用にあたってコスト縮減を徹底し事業を効率化

(2 ) 道路行政の政策テーマ
① 匪鋼轆甦測圏盤蝨圈磁窪謠趾騨隙幽霊轆霧盤翅･蝦…繊麗鬘知髓弱圏璽團圏圏

･道路整備やT D M施策等を実施し渋滞を削減【年間渋滞損失金額 = ,秘さ円→10.0兆円】

･三大都市圏等で環状道路の整備を推進 [三大都市圏の環状道路整備率 35%→60%】

･自立圏域の形成と市町村間相互の連携、市町村合併を支援するための道路の整備を推進

･空港 ･港湾へのアクセスを改善 【拠点的な空港 ･港湾へのアクセス率 59%→68%】

　　　 　　　　
･通過交通を排除し、質の高い生活環境を創出する人や自転車が優先となるゾーンを形成

･主要な鉄道駅等周辺の歩行空間をバリアフリー化 【バリアフリー化率 17%→53%】

　　　　　　　　　　　　　　
･事故率の高い事故危険箇所約4,000箇所において事故削減対策を集中的に実施

･歩行者事故対策を約1,000地区のエリアで実施し、エリアの歩行者等事故を約3割抑止

　　　　　　　　
･ T D M施策や自動車の低公害化、幹線道路ネットワークの整備等、他の施策と連携を図

りながら沿道環境を改善 【N02環境目標達成率 51%→76%】

新
た
に
策
定
す
る
道
路
整
備
五
箇
年
計
画

(案
)

に
基
づ
い
て
道
路
整
備
を
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め

に
は
、
引
き
続
き
、
一
般
財
源
の
投
入
を
図
る
と
と

も
に
、
受
益
者
負
担
の
考
え
方
に
基
づ
く
道
路
特
定

財
源
制
度
を
活
用
し
、
所
要
の
財
源
を
確
保
す
る
こ

の

道
路
特
定
財
源
の
税
制
改
正

と 財 に に
こ が 源 に は 基
必 制 、 、 づ
こ 要 度 受 引 い

こ
の
た
め
、
揮
発
油
税
等
を
特
定
財
源
と
す
る
措

表 6 道路特定財源諸税の税率

本則税率 暫定税率 暫定税率適用期限

揮 発 油 税 243円/ ¥“ 48,6円/影 H15,3.31

地方道路税 4.4円/鰐 5.2円/ {彩 H15,3,31

軽油引取税 15.0円/ :% 32.l円/観 H16,3,31

石油 ガス税 17.5円/ kg
自動車取得税 取得価額の3% 取得価額の5% H15.3,31

自動車重量税 2,600円/ 0,5t･年 6,300円/ 0.5t･年 H15.4.30自動車重量税

<注> 1 .自動車取得税、自動車重量税は自家用乗用車の場合。
2 .石油ガス税については、暫定税率は設定されていない。

表7 投資規模
新たな道路整備五箇年計画 (案)の投資規模

新たな
五箇年計画
鰈)

第12次五箇年計画 計画倍率 実績倍率

計画額
(A)
期額
(B)
戯率
(A)/(B)

道路投資額 (公共分) 4" -000 462,000 444,373 96.鸚 0.87 0,90

置
を
延
長
す
る
と
と
も
に
、
揮
発
油
税
、
地
方
道
路

税
、
自
動
車
重
量
税
、
軽
油
引
取
税
及
び
自
動
車
取

得
税
に
現
在
設
定
さ
れ
て
い
る
暫
定
税
率
の
適
用
期

限
を
五
年
間
延
長
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
及
び
地
方

の
道
路
特
定
財
源
を
確
保
し
、
そ
の
全
額
を
道
路
整

備
に
充
て
る
こ
と
が
必
要
。,

な
お
、
道
路
特
定
財
源
の
活
用
に
当
た
っ
て
は
、

受
益
者
負
担
の
原
則
を
踏
ま
え
、
後
述
す
る
よ
う
に

事
業
の
重
点
配
分
や
新
た
な
活
用
な
ど
の
見
直
し
を

進
め
る
。
(表
6

･
7
)
。

<注> 1,この他、地方単独事業として18. 5兆円を見込む。2.裏鎖類は、10年度~腿年度の最終、14年度当初の合計である。

第12次道路整備五箇年計画 (平成10~ 14年度)における財源構成

区 分 実績額 うち国費 うち滋特輯預うち滋特輯預

第12次五計(H 1o~ 14)
投 資額 (公共分 )

幅 “ 解

44.4 21.6 17･0

38,2
6,2

17.8
3.6 /

<注> 1.裏鮒額は、lo年度~13年度の最終、l4年度の当初の合計であり、補正等とは、美絨頸と当
初分の差額で針÷｣
2.道路特定財源については、14年度において一般財源として活用された2,247億円 (自動車
重量税の一部)を含まない。
3.四捨五入の関係で、各計数の和が合計と一致しないところがある。

7" 補行セ 2n02 10



表8 主要なアウトカム指標

政策テーマ 主 要 指 標 内 容

認優纖鋼鰹肋
蹴縛繃
1都
躬

の 渋滞損失時間･損失金額 渋滞がない場合の所要時間と実際の所要時間の差 (損失時間)及びその費用換算
(2) 路上工事時間 道路1如あたりの路上工事に伴う年間の交通規制時間

(3) 雛煙願奬講軍された卿魁都市計画道路が整備された市街地に居住する人口比率
(4) 自動車専用道路交通分担率 全道路の走行台キロに占める自動車専用道路の走行台キロの割合
(5) 日常活動圏間交流ルート確保率 隣接する日常活動圏の中心･都市間が改良された道路で連絡されている割合
(6) 日常活動圏中心･への安定到達寧 日常活動園の核となる都市の中心部まで安全かつ安定的に移動できる人の割合
(7) E T C利用率 E T C導入済み料金所におけるE T C利用車の割合

2. 暮らし~生活の質の向上~
(8) バリアフリー化率 主要な旅客施設周辺の主な道路がバリアフリー化されている延長の割合
(9) 無電柱化率(幹線道路) 市街地、歴史景観地区の幹線道路のうち、電柱、電線のない延長の割合

の硯増
鹸
~
を
獣

(10) 交通事故死者率･死傷事故率 走行1億台キロあたりの交通事故死者数、死傷事故件数
(1l) 災害時救援ルート確保率 水妙ーるて寅蝋震鰄鮴中謝給鱗彰、陥轢窯獺燃儲靱(12) 構造物保全率 舗装、橋梁、トンネル、法面の機能が良好に維持され補修を要しない延長の割合
(13) 機能維持指数 巡回、清掃散水、街路樹剪定、路肩法面除草の実施水準

4.環境
~環境の保全.創造~

(l4) N02、SPM環境目標達成率 三大都市圏で樽2とSPMについて環境目標を達成している測定局の割合
(15) 夜間騒音要請限度達成率 夜間騒音要請限度を達成している道路延長の割合
(16) 自動車“2排出削減量 道路整備を含め対策を行わなかった場合の予測の2排出量と実績C02排出量との差分

の-ナ犠潴
政
ウ
行
力
)
繊舵

(17) 利用者満足度 道路利用者に対する満足度調査結果
(I8) 欝# ^開度 @ホームべ-ジアクセス数:迫織開孫ウェブサイトと肪却匙強制リツービスのアクセス数の合計

4

平
成
一
五
年
度
の
重
点
施
策

の
行
政
の
改
革

D

選
択
と
集
中
、
無
駄
な
く
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
サ
ー
ビ

ス
提
供

①

道
路
行
政
に
お
け
る
施
策

･
事
業
を
峻
別
し
、
よ

り
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
行
政
運
営
を
進
め
る
た

め
、
ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
に
よ
り
政
策
目
標
を
設
定
し
、

こ
れ
に
基
づ
く
事
業
執
行
プ
ロ
セ
ス
に
転
換
す
る
。

ま
た
、
毎
年
度
、
業
績
の
分
析
と
評
価
を
行
い
、
そ

の
結
果
を
公
表
す
る
と
と
も
に
、
予
算
編
成
等
に
反

映
す
る

[新
規
]
(表
8
)。

②

よ
り
効
率
的
･
効
果
的
な
事
業
の
実
施
を
図
る
た

め
、
事
業
評
価
に
つ
い
て
は
、
新
規
採
択
時
評
価
、

再
評
価
、事
後
評
価
の
そ
れ
ぞ
れ
を
厳
格
に
実
施
し
、

着
手
時
か
ら
事
業
完
了
後
ま
で
の
一
貫
し
た
評
価

シ
ス
テ
ム
を
完
成
さ
せ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
全
て
の
評
価
の
結
果
に
つ
い
て
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
通
じ
て
広
く
一
般
に
公
開
す

る
o

③

今
後
の
少
子
高
齢
社
会
の
進
展
や
労
働
人
口
の
減

少
等
に
備
え
、
成
熟
化
社
会
に
お
い
て
最
低
限
必
要

な
道
路
を
早
急
に
整
備
す
る
た
め
、
今
後
一
五
年
程

度
を
目
途
と
し
て
成
果
の
高
い
事
業
の
集
中
的
･
重

点
的
な
整
備
を
進
め
る
。

○
集
中
的
重
点
整
備
の
例

･都
市
圏
の
環
状
道
路
や
連
続
立
体
交
差
事
業
な

ど
渋
滞
解
消
に
資
す
る
事
業

"

･
生
活
の
安
全

･
安
心
を
確
保
す
る
基
礎
的
な
ネ

n

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

.鉄
道
駅
等
交
通
結
節
点
の
改
善
な
ど
総
合
的
な

　一T

交
通
体
系
の
確
立
を
図
る
事
業

酎

･
民
間
投
資
の
誘
発
効
果
の
高
い
都
市
内
道
路
整

備

④

地
域
に
な
じ
む
道
づ
く
り
を
進
め
つ
つ
、
効
率
的

な
道
路
整
備
に
よ
り
無
駄
な
く
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
質
の

高
い
道
路
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
地
域
特
性

に
応
じ
た
柔
軟
な
道
路
構
造
を
採
用
す
る

[新
規
]。

○
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
の
導
入

(高
規
格
幹
線
道
路
の

線
形
等
の
緩
和
と
追
越
区
間
付
き
二
車
線
構
造
や

中
山
間
地
域
で
の
一
･
五
車
線
的
道
路
等
)

⑤

道
路
整
備
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
点
的
･
効
率
的

に
進
め
る
た
め
、
供
用
目
標
な
ど
五
年
後
の
姿
を
提

示
し
た
上
で
、
毎
年
進
捗
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
に

よ
り
、
事
業
の
進
捗
管
理
を
徹
底
す
る
。

○
五
年
で
見
え
る
道
づ
く
り

⑥

質
の
高
い
道
路
サ
ー
ビ
ス
を
低
コ
ス
ト
で
提
供
す

る
た
め
、
技
術
基
準
の
性
能
規
定
化
に
対
応
し
た
技

術
開
発
等
を
進
め
る
と
と
も
に
、
工
期
短
縮
や
耐
久

性
の
向
上
を
図
り
、
総
合
的
な
コ
ス
ト
縮
減
に
取
り

組
む
。

○
道
路
橋
の
耐
久
性
向
上
に
よ
る
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

コ
ス
ト
の
低
減



⑦

新
た
な
施
策
の
展
開
や
円
滑
な
事
業
執
行
の
た

め
、
社
会
的
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
可
能
性
の
あ

る
施
策
の
導
入
に
先
立
ち
、
市
民
等
の
参
加
の
下
、

場
所
や
期
間
を
限
定
し
て
施
策
を
試
行
･
評
価
す
る

社
会
実
験
を
積
極
的
に
実
施
す
る
。

○
社
会
実
験
の
推
進

(料
金
に
係
る
社
会
実
験
を
含

む
)
÷事
業
費
三
0
三
億
円
-

○
平
成
一
五
年
度
は
料
金
に
係
る
社
会
実
験
等
を
実

施
。

⑧

道
路
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
即
応
し
た
効
率
的
･
効

果
的
な
道
路
整
備
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成
一
五
年

度
を
初
年
度
と
す
る
道
路
技
術
計
画
を
策
定
し
、
早

期
に
成
果
を
実
用
化
で
き
る
よ
う
重
点
的
に
技
術
開

発
に
取
り
組
む

[新
規
]。

○
G
I
S
を
活
用
し
た
災
害
情
報
シ
ス
テ
ム
の
開

発
○
建
設
副
産
物
リ
サ
イ
ク
ル
技
術
の
開
発

②

既
存
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活
用

り

利
用
者
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
料
金
割
引

に
よ
る
一
般
道
路
か
ら
交
通
の
転
換
等
を
促
進
す
る

こ
と
に
よ
り
道
路
の
有
効
利
用
を
図
る
と
と
も
に
、

沿
道
環
境
の
改
善
や
渋
滞
緩
和
、
交
通
安
全
対
策
な

ど
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
多
様
で
弾
力
的
な
料

金
設
定
に
向
け
て
料
金
に
係
る
社
会
実
験
を
行
う

[新
規
]。

○
料
金
に
係
る
社
会
実
験
“事
業
費
三
0
0
億
円
｢

○
想
定
さ
れ
る
料
金
に
係
る
社
会
実
験
例

･
夜
間
割
引
等
の
時
間
帯
別
料
金
設
定

･
環
境
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ

･
乗
り
継
ぎ
割
引

･
利
用
促
進
の
た
め
の
特
定
区
間
の
割
引

の

料
金
所
の
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ

･
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化

に
よ
り
利
用
者
の
利
便
性
を
向
上
し
、
あ
わ
せ
て
料

金
所
渋
滞
の
緩
和
や
環
境
改
善
を
図
る
た
め
、
道
路

行
政
と
自
動
車
交
通
行
政
の
連
携
も
図
り
つ
つ
、
総

合
的
な
E
T
C
普
及
促
進
策
を
展
開
す
る
。

○
原
則
と
し
て
全
て
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
へ
の
E

T
C
導
入
に
向
け
た
イ
ン
フ
ラ
整
備

○
E
T
C
専
用
運
用
に
係
る
社
会
実
験
の
実
施

○
E
T
C
を
活
用
し
た
追
加
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の

導
入
に
向
け
た
検
討

O
E
T
C
利
用
者
に
特
化
し
た
多
様
な
料
金
施
策
の

実
施･都
市
高
速
道
路
の
回
数
券
と
の
競
争
力
を
確
保

す
る
割
引
制
度
の
導
入

･
乗
り
継
ぎ
制
度
の
拡
充

･
ハ
イ
ウ
ェ
イ
カ
ー
ド
、
回
数
券
は
将
来
的
に
廃

止
し
、
E
T
C
に
集
約

○
車
載
器
の
ビ
ル
ト
イ
ン
化
及
び
路
車
間
通
信
を
活

用
し
た
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
に
係
る
研
究
開

発
○
車
載
器
レ
ン
タ
ル
制
度
の
部
分
的
導
入

"

違
法
路
上
駐
車
の
徹
底
排
除
を
進
め
、
安
全
で
円

滑
な
道
路
交
通
を
確
保
す
る
た
め
、
三
大
都
市
圏
等

に
お
い
て
違
法
駐
車
が
特
に
激
し
い
幹
線
道
路
を
モ

デ
ル
路
線
と
し
て
選
定
し
、
荷
捌
き
停
車
帯
の
整
備

や
カ
ラ
ー
舗
装
に
よ
る
駐
停
車
禁
止
区
域
の
明
示
、

公
安
委
員
会
等
に
よ
る
取
締
り
や
啓
発
活
動
の
強
化

等
を
総
合
的
･
集
中
的
に
実
施
す
る

[新
規
]。

○
荷
捌
き
停
車
帯
の
整
備
に
対
す
る
支
援
制
度
の
創

設
○
附
置
義
務
駐
車
場
の
共
同
設
置
制
度
の
創
設

の

路
上
工
事
に
伴
う
交
通
規
制
時
間
の
縮
減
を
図
る

た
め
、
路
上
工
事
実
施
日
時
の
管
理
の
徹
底
や
掘
削

規
制
区
間
の
拡
大
、
面
的
集
中
工
事
と
掘
削
規
制
の

一
体
的
実
施
、
共
同
溝
の
整
備
を
推
進
す
る
。
ま
た
、

各
種
媒
体
を
通
じ
た
路
上
工
事
情
報
提
供
の
充
実
を

進
め
る
。
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整
備
目
標

五
箇
年
計
画

(H
一
五
~
H
一
九
)
内
に

E
T
C
利
用
率
を
全
利
用
者
の
半
数
程
度

ま
で
に
引
き
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
料
金

所
渋
滞
を
概
ね
解
消

整
備
目
標
…
五
箇
年
計
画
内
に
直
轄
国
道
一
蹴
あ
た
り

の
年
間
の
路
上
工
事
時
間
を
、
現
在
の
二

七
五
時
間
か
ら
二
割
削
減



○
一
定
交
通
量
以
上
の
曜
日
･
時
間
を
指
定
し
た
路

上
工
事
規
制
の
実
施

[新
規
]

0
面
的
集
中
工
事
と
掘
削
規
制
の
一
体
的
実
施

[新

規
]

○
共
同
溝
の
整
備

○
新
聞
折
り
込
み
等
に
よ
る
広
報
の
充
実

[新
規
]

③

事
業
の
透
明
性
･
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
の
向
上

り

計
画
決
定
手
続
の
透
明
性
、
客
観
性
、
公
正
さ
を

確
保
す
る
た
め
、
構
想
段
階
に
お
い
て
、
第
三
者
等

の
関
与
に
よ
る
市
民
等
と
の
双
方
向
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
行
う
市
民
参
画
型
道
路
計
画
プ
ロ
セ
ス
を

導
入
す
る
。

○
構
想
段
階
で
の
市
民
参
画
型
道
路
計
画
プ
ロ
セ
ス

の
導
入

…大
和
北
道
路
等

の

交
差
点
の
渋
滞
解
消
を
円
滑
･
効
果
的
に
進
め
る

た
め
、
交
差
点
改
良
等
に
P
I
方
式
を
積
極
的
に
導

入
す
る
。

O
P
I
型
交
差
点
緊
急
改
良

"

｢公
｣
と

｢私
｣
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
っ

て
地
域
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
道
路
管
理
を
展
開
す
る
た

め
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
て
、
道
路
管
理
に
お
け
る

サ
ー
ビ
ス
目
標
等
を
設
定
す
る
管
理
計
画
の
策
定
や

実
施
･結
果
の
評
価
を
行
う
市
民
参
画
型
の
道
路
管

理
手
法

(道
路
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
)

を
導
入
す
る

[新
規
]。

の

施
策
の
重
要
性
や
緊
急
性
、
さ
ら
に
は
効
果
等
を

整
備
目
標

五
箇
年
計
画
内
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ク
セ

ス
数
を
八
五
八
万
H
i
t
/
年
か
ら
一
億

H
i
t
/
ま
で
向
上

五
箇
年
計
画
内
に
道
路
I
R
サ
イ
ト
評
点

を
三
三
点
か
ら
四
〇
点
ま
で
向
上

整
備
目
標

五
箇
年
計
画
内
に
C
S
調
査
に
よ
る
利
用

者
満
足
度
を
五
段
階
評
価
で
二
･
六
か
ら

三
･
〇
ま
で
向
上

評
価
し
、
よ
り
よ
い
道
路
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た

め
、
利
用
者
の
満
足
度
を
把
握
す
る
調
査

(C
S
調

査
)
や
道
の
相
談
室
な
ど
、
幅
広
く
国
民
の
意
見
を

聞
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
展
開
す
る
。

○
利
用
者
満
足
度
調
査

(C
S
調
査
)
の
実
施

○
道
の
相
談
室
の
展
開

○
モ
ニ
タ
ー
制
度
の
活
用

め

国
民
へ
の
道
路
行
政
運
営
の
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ

ィ
を
徹
底
す
る
た
め
、
道
路
行
政
に
係
る
広
報
活
動

を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
道
路
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

と
は
別
に
開
設
し
て
い
る
道
路
行
政
評
価
サ
イ
ト

(道
路
I
R
サ
イ
ト
)
に
つ
い
て
、
業
績
の
公
表
な

ど
、
内
容
の
一
層
の
拡
充
を
図
る
。

○
道
路
I
R
サ
イ
ト

"
甘
言
"
"
増
そ

B
-二
･
m
o
･｣"

　　
　　
　　
　

㈱
既
存
制
度
の
見
直
し

り

道
路
特
定
財
源
は
、
受
益
者
負
担
の
原
則
に
基
づ

き
道
路
の
主
た
る
利
用
者
で
あ
る
自
動
車
利
用
者
が

道
路
の
整
備
費
を
負
担
す
る
制
度
で
あ
り
、
自
動
車

利
用
者
に
受
益
の
な
い
よ
う
な
使
途
に
そ
の
財
源
を

充
当
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
道
路
整
備
の
た
め
の
特

別
な
負
担
を
し
て
い
る
自
動
車
利
用
者
の
理
解
を
得

る
こ
と
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ま
で
も
道
路
特
定
財
源
に
よ
り
、
い
わ
ゆ
る

道
路
整
備
以
外
に
も
市
街
地
再
開
発
事
業
、
連
続
立

体
交
差
事
業
等
自
動
車
利
用
者
の
利
便
に
資
す
る
事

業
を
推
進
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、今
後
と
も
、

受
益
者
負
担
の
原
則
を
踏
ま
え
、
沿
道
環
境
対
策
な

ど
環
境
対
策
や
、
連
続
立
体
交
差
事
業
や
交
通
結
節

点
の
整
備
な
ど
交
通
連
携
を
含
む
都
市
の
再
生
を
図

る
事
業
に
重
点
配
分
す
る
と
と
も
に
、
他
の
行
政
分

野
と
連
携
し
て
、

･
E
T
C
普
及
促
進
策
や
料
金
に
係
る
社
会
実
験
の

実
施
へ
の
活
用

･
燃
料
電
池
自
動
車
実
用
化
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

実
施

･
渋
滞
状
況
等
の
把
握
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
バ
ス
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
情
報
の
提
供

に
新
た
に
活
用
す
る
な
ど
の
見
直
し
を
進
め
る
。

今
後
の
道
路
整
備
の
必
要
性
、
受
益
者
負
担
と
い

道行セ 2002.1O Z3



う
性
格
等
を
踏
ま
え
、
関
係
機
関
等
と
十
分
調
整
を

行
い
な
が
ら
、
平
成
一
五
年
度
予
算
編
成
過
程
を
通

じ
見
直
し
を
行
う
。

の

日
本
道
路
公
団
等
の
道
路
関
係
四
公
団
に
つ
い
て

は
、
｢道
路
関
係
四
公
団
民
営
化
推
進
委
員
会
｣
に

お
い
て
新
た
な
組
織
及
び
そ
の
採
算
性
の
確
保
に
つ

い
て
調
査
審
議
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
委
員
会
の
意
見

を
踏
ま
え
、
今
後
の
高
速
道
路
の
整
備
･
料
金
の
あ

り
方
な
ど
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
検
討
を
進
め
る
。

め

有
料
道
路
制
度
の
運
用
に
あ
た
っ
て
は
、
採
算
性

の
確
保
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
厳
し
く
チ
ェ

ッ
ク
し
、
徹
底
的
な
コ
ス
ト
縮
減
、
重
点
投
資
等
に

よ
る
事
業
の
効
率
化
、
並
び
に
情
報
公
開
の
推
進
に

よ
る
事
業
の
透
明
性
の
向
上
を
図
る
。

へ
参
〉

G
I
S
“地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
。

環
境
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
…有
料
道
路
の
料
金
格
差
を
利
用
し
て
、

住
宅
地
域
に
集
中
し
た
交
通
を
湾
岸
部
に
転
換
し
、
住
宅
地
域
の
沿

道
環
境
を
改
善
す
る
施
策
。

P
ー
方
式

“施
策
の
立
案
や
事
業
の
計
画

･
実
施
等
の
過
程
で
、
関

係
す
る
住
民
･
利
用
者
や
国
民
一
般
に
情
報
を
公
開
し
た
上
で
、
広

く
意
見
を
聴
取
し
、
そ
れ
ら
を
反
映
す
る
方
式
。

C
S
調
査

…
民
間
企
業
の
経
営
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
製
品
や
サ

ー
ビ
ス
に
対
す
る
顧
客
満
足
度
を
把
握
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
。
公
共
部
門
で
も
実
績
あ
り
。

道
路
-
R
サ
イ
ト
…
民
間
企
業
の
I
R
活
動
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
、

財
務
関
連
デ
ー
タ
や
渋
滞
損
失
デ
ー
タ
、
事
業
評
価
の
結
果
等
を
わ

か
り
や
す
く
提
供
す
る
特
別
サ
イ
ト
。
平
成
一
三
年
一
〇
月
よ
り
開

設
o

5

平
成
一
五
年
度
の
政
策
テ
ー
マ
別
施
策

の

活
力

j
都
市
の
再
生
と
地
域
連
携
に
よ
る
経
済
活

力
の
回
復
;

D

円
滑
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
確
保

①

都
市
内
の
渋
滞
対
策
を
効
率
的
か
つ
き
め
細
か
く

進
め
る
た
め
、
道
路
を
実
際
に
走
行
し
て
い
る
車
か

ら
渋
滞
デ
ー
タ
等
を
収
集
し
、
渋
滞
対
策
の
効
果
を

分
析
し
つ
つ
、
交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
(T
D
M
)

等
の
取
組
み
を
重
点
的
に
進
め
る
。

○
交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
調
査

事
業
費
西
億
円
(
-
0
四
コ

○
都
市
圏
交
通
円
滑
化
総
合
対
策
事
業

-事
業
費
三
、
二
四
四
億
円

(
一
.
o
七
こ

②

踏
切
に
よ
る
交
通
渋
滞
の
解
消
･
事
故
の
防
止
と

地
域
分
断
の
解
消
を
図
る
た
め
、
立
体
交
差
化
、
構

造
改
良
等
に
よ
る
踏
切
道
の
改
良
を
促
進
す
る
。

○
踏
切
道
対
策
…

業
費
三
、
八
五
六
億
円
(
÷

-
七
)

う
ち
、
連
続
立
体
交
差
事
業
…

一事
業
費
-
、
八
÷酋

億
円

(
一
.
一
三

③

歩
行
者
･自
転
車
利
用
者
等
の
公
共
交
通
機
関
の

乗
り
継
ぎ
等
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
駅
ビ

ル
等
と
一
体
と
な
っ
た
空
間
の
確
保
や
、
歩
行
者

･

自
転
車
利
用
者
を
中
心
と
し
た
駅
前
広
場
の
整
備
な

ど
、
各
駅
の
特
性
を
考
慮
し
た
交
通
結
節
機
能
の
強

化
を
重
点
的
に
進
め
る
。

○
交
通
結
節
点
改
善
事
業
…

一事
業
費
八
ムム

億
円

(
÷

-
四
こ

④

公
共
交
通
機
関
の
利
用
を
促
進
し
、
道
路
交
通
混

雑
を
緩
和
す
る
た
め
、
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
等
の
整
備

を
進
め
る
と
と
も
に
、
路
面
電
車
や
バ
ス
の
走
行
空

間
の
改
善
等
を
図
る
。

○
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
･
新
交
通
シ
ス
テ
ム
の
整
備

○
路
面
電
車
の
整
備

○
バ
ス
路
線
フ
レ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
事
業

○
バ
ス
の
駅
整
備
事
業

O
L
R
T
の
導
入
等
を
支
援
す
る
た
め
の
路
面
電
車

等
の
建
設
に
関
す
る
基
準
の
見
直
し

[新
規
]

⑤

路
上
工
事
に
伴
う
交
通
規
制
時
間
の
縮
減
を
図
る

た
め
、
路
上
工
事
実
施
日
時
の
管
理
の
徹
底
や
掘
削

規
制
区
間
の
拡
大
、
面
的
集
中
工
事
と
掘
削
規
制
の

一
体
的
実
施
、
共
同
溝
の
整
備
を
推
進
す
る
。
ま
た
、

各
種
媒
体
を
通
じ
た
路
上
工
事
情
報
提
供
の
充
実
を

進
め
る
。

の

都
市
の
再
生

都
市
の
骨
格
を
形
成
す
る
と
と
も
に
、
交
通
渋
滞

の
緩
和
を
図
り
、
良
好
な
生
活
空
間
を
創
造
す
る
た

め
、
環
状
道
路
の
整
備
を
重
点
的
に
進
め
る
。

“ 道々テセ 2002.10

整
備
目
標
…
五
箇
年
計
画
内
に
約
三
一兆
円
の
渋
滞
損

失
を
約
一
〇
兆
円
ま
で
削
減



○
都
市
環
状
道
路
整
備
…

一事
業
費
七
、
六
四
二
億
円

(
一
.
0
五
こ

②

都
市
再
生
を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
、
都
市
の
拠

点
形
成
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
、
民
間
投
資
の
誘

発
等
に
資
す
る
都
市
内
の
道
路
整
備
、
土
地
区
画
整

理
事
業
、
市
街
地
再
開
発
事
業
等
を
重
点
的
に
進
め

る
。

0

土
地
区
画
整
理
事
業
補
助
制
度
の
充
実
に
よ
る

既
成
市
街
地
へ
の
集
中
投
資
"

一事
業
費
一、
七
九
五
億
円
-

③

木
造
密
集
市
街
地
内
に
お
い
て
、
地
域
の
防
災
性

の
向
上
等
を
図
り
、
良
好
な
市
街
地
を
形
成
す
る
た

め
、
都
市
内
道
路
を
重
点
的
に
整
備
す
る
。

め

個
性
あ
る
都
市
･
地
域
の
形
成

①

中
心
市
街
地
に
お
い
て
歩
行
者
や
自
動
車
の
安
全

か
つ
快
適
な
移
動
環
境
を
確
保
し
、
ま
ち
の
賑
わ
い

果
を
最
大
限
発
揮
で
き
る
よ
う
重
点
的
か
つ
効
率
的

を
創
出
す
る
た
め
、
一
般
自
動
車
の
利
用
を
制
限
す

に
整
備
を
進
め
る
。

道イテセ 2002.10 ヱ5

整
備
目
標
…五
箇
年
計
画
内
に
都
市
計
画
道
路
が
整
備

さ
れ
た
市
街
地
に
居
住
す
る
人
口
比
率
を

六
一
%
か
ら
六
五
%
へ
引
き
上
げ

る
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
の
導
入
等
に
取
り
組
む
。

○
モ
デ
ル
地
区
を
選
定
し
、
実
施
計
画
を
策
定

[新

規
]

②

地
域
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
を

一
層
進
め
る
た

め
、
道
路
、
河
川
、
都
市
公
園
等
複
数
の
事
業
を
一

括
採
択
し
、
補
助
を
行
う
ま
ち
づ
く
り
総
合
支
援
事

業
を
進
め
る
。

○
ま
ち
づ
く
り
総
合
支
援
事
業
…

-事
業
費
一
、
八
八
0
億
円

(
÷

二
三

③

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
｢道
の

駅
｣
の
質
の
向
上
や
健
康
づ
く
り
と
と
も
に
地
域
の

個
性
を
体
感
で
き
る
質
の
高
い
歩
道
等
の
整
備
を
進

め
る
。

○

｢道
の
駅
｣
の
利
用
者
の
評
価
に
基
づ
く

推
薦

の
実
施

○
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
･
ト
レ
イ
ル
事
業

○
地
域
主
体
の
魅
力
づ
く
り
事
業

の

国
土
･
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

①

国
土
構
造
の
骨
格
を
形
成
し
、
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
の

自
立
的
な
発
展
や
地
域
間
の
交
流
連
携
を
図
る
と
と

も
に
、
交
通
渋
滞
の
緩
和
、
交
通
事
故
の
減
少
、
環

境
負
荷
の
軽
減
、
物
流
の
効
率
化
等
を
図
る
た
め
、

高
規
格
幹
線
道
路
及
び
地
域
高
規
格
道
路
な
ど
の
自

動
車
専
用
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
、
投
資
効

整
備
目
標
…
五
箇
年
計
画
内
に
日
常
活
動
圏
間
交
流
ル

ー
ト
確
保
率
を
六
六
%
か
ら
六
八
%
に
引

き
上
げ

整
備
目
標
…五
箇
年
計
画
内
に
自
動
車
専
用
道
路
の
交

通
分
担
率
を
一
三
%
か
ら
一
五
%
に
引
き

上
げ

○
高
規
格
幹
線
道
路
…

事
業
費
一
九
、
三
一
八
億
円

(
一
･
0
四
)

○
地
域
高
規
格
道
路
…

事
業
費
六
、
八
四
二
億
円

(
一
･
0
六
)

②

高
次
医
療
や
多
様
化
す
る
消
費
･余
暇
活
動
な
ど

に
伴
う
高
度
な
都
市
型
サ
ー
ビ
ス
の
広
域
利
用
を
可

能
と
す
る
た
め
、
日
常
生
活
が
営
ま
れ
る
一
定
の
圏

域

(日
常
活
動
圏
)
を
連
絡
す
る
道
路
網
に
つ
い
て

重
点
的
に
整
備
す
る
。

○
日
常
活
動
圏
間
交
流
ル
ー
ト
の
整
備

③

通
勤

･
通
学
、
買
い
物
な
ど
毎
日
の
活
動
に
伴
う

生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
を
日
常
活
動
圏
全
体
で
利
用
可

能
と
す
る
た
め
、
圏
域
内
の
中
心
都
市
へ
の
日
常
的

な
移
動
の
利
便
性

･
安
全
性
向
上
に
資
す
る
道
路
整

整
備
目
標
…概
ね
一
〇
年
以
内
に
、
首
都
圏
三
環
状
道

路
の
い
ず
れ
の
部
分
で
九
本
の
放
射
道
路

を
接
続
す
る
よ
う
な
環
状
線

(重
点
リ
ン

グ
)
を
形
成



備
を
進
め
る
。,

特
に
、
合
併
す
る
市
町
村
で
は
、
新
市
町
村
内
の

拠
点
を
連
絡
す
る
道
路
の
整
備
に
つ
い
て
、
総
務
省

の
地
方
財
政
措
置
と
連
携
し
、
重
点
的
に
整
備
を
進

め
る
。

○
市
町
村
合
併
支
援
道
路
整
備
事
業

前
業
費
八
九
八
億
円

(
-
÷
五
こ

○
交
流
ふ
れ
あ
い
ト
ン
ネ
ル
･
橋
梁
整
備
事
業

④

離
島
、
山
村
、
過
疎
及
び
半
島
地
域
等
に
お
い
て
、

生
活
の
基
礎
的
サ
ー
ビ
ス
の
格
差
を
是
正
す
る
と

と
も
に
、
国
土
の
保
全
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
上

で
必
要
な
道
路
整
備
を
進
め
る
。
ま
た
、
交
通
条
件

の
き
わ
め
て
悪
い
奥
地
等
に
お
い
て
、
産
業
の
開
発

等
の
た
め
、
基
盤
と
な
る
道
路
整
備
の
計
画
を
策
定

し
、
重
点
的
な
整
備
を
進
め
る
。

⑤

景
観
や
自
然
環
境
に
配
慮
し
た
地
域
に
な
じ
む
道

づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
整
備
効
果
の
早
期
発

現
、
整
備
コ
ス
ト
の
縮
減
等
を
図
る
た
め
、
従
来
の

規
格
に
よ
る
整
備
に
加
え
、
構
造
基
準
の
緩
和
や
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
最
適
な
構
造
を
適
用
し
た
整
備

を
導
入
す
る

(ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
の
導
入
)
新
規
]。

○
高
規
格
幹
線
道
路
に
お
け
る
追
越
区
間
付
き
二
車

線
構
造
等
の
採
用

0
一
･
五
車
線
的
道
路
整
備
の
導
入

0
乗
用
車
専
用
道
路
の
導
入

め

物
流
効
率
化
の
支
援

①

効
率
的
な
マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
輸
送
体
系
を
構
築
す

る
た
め
、
地
域
高
規
格
道
路
を
は
じ
め
と
す
る
空

港

･
港
湾
等
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
を
重
点
的
に
整
備

す
る
。

○
マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
交
通
体
系
連
携
整
備
事
業
…

事
業
費
八
三
0
億
円

仝

,四
二

一

②

車
両
の
大
型
化
等
に
対
応
す
る
た
め
、
橋
梁
の
補

強
等
を
進
め
る
。

③

積
み
替
え
に
よ
る
積
載
効
率
の
向
上
や
輸
送
コ
ス

ト
の
削
減
等
を
図
る
た
め
、
高
規
格
幹
線
道
路
等
の

沿
道
及
び
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
に
お
い
て
、
貨

物
車
の
積
み
替
え
機
能
等
を
有
す
る
物
流
拠
点
の
立

地
を
支
援
す
る
ア
ク
セ
ス
道
路
、
駐
車
場
等
の
整
備

を
進
め
る
。

④

路
上
荷
捌
き
に
よ
る
渋
滞
を
緩
和
す
る
た
め
、
関

係
省
庁
、
地
元
自
治
体
、
民
間
事
業
者
等
と
連
携
し

て
、
荷
捌
き
停
車
帯
の
整
備
等
の
都
市
内
物
流
対
策

に
総
合
的
に
取
り
組
む
。

の

情
報
化
の
推
進

①

I
T
を
活
用
し
、
人
、
車
、
道
路
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
よ
り
安
全
で
快
適
な
移
動
を

支
援
す
る
た
め
、
各
種
I
T
S
サ
ー
ビ
ス
の
研
究
開

発
、
導
入
等
、
デ
ー
タ
や
シ
ス
テ
ム
等
の
標
準
化

･

統
合
化
を
考
慮
し
た
道
路
の
情
報
化

(ス
マ
ー
ト
ウ

ェ
イ
化
)
を
進
め
る
。

0
I
T
S
関
連
施
設
整
備
事
業
等
I
T
S
の
推
進
…

一事
業
費
七
一
億

円

(
一
.
0
三

②

道
路
に
関
す
る
調
査
の
効
率
性
向
上
、
バ
ス
利
用

者
の
利
便
性
向
上
等
を
自
動
車
交
通
局
等
と
連
携
し

て
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
、
道
路
の
利
用
状
況
等

を
バ
ス
を
活
用
し
て
把
握
し
、
こ
れ
に
よ
り
得
ら
れ

る
バ
ス
の
位
置
や
到
着
時
刻
等
に
関
す
る
情
報
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
携
帯
電
話
等
で
の
提
供
を
支
援
す
る

連
携
施
策
を
進
め
る

[新
規
]。

③

I
T
関
連
産
業
の
発
展
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
る
た
め
、
一
つ
の

車
載
器
で
E
T
C
や
駐
車
場
管
理
等
の
路
車
間
通
信

を
活
用
し
た
官
民
の
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き

る
技
術
の
研
究
開
発
を
進
め
る
。

④

経
済
活
性
化
を
支
援
す
る
た
め
、
従
来
よ
り
整
備

を
行
っ
て
き
た
道
路
管
理
用
光
フ
ァ
イ
バ
ー
及
び
収

容
空
間
の
民
間
事
業
者
へ
の
開
放
を
進
め
る
と
と
も

ヱ6 道ネテセ 2002.10

整
備
目
標
…
五
箇
年
計
画
内
に
日
常
活
動
圏
申
心
へ
の

安
定
到
達
率
を
六
一
%
か
ら
六
六
%
に
引

き
上
げ

整
備
目
標
"
五
箇
年
計
画
内
に
拠
点
的
な
空
港

･
港
湾

へ
の
ア
ク
セ
ス
率
を
五
九
%
か
ら
六
八
%

へ
向
上



に
、
工
事
規
制
や
災
害
等
の
情
報
を
効
率
的
に
収

規
格
道
路
又
は
こ
れ
ら
に
接
続
す
る
自
動
車
聟苗
道
路
等
の
ィ
ン
タ
ー
チ

集

,
管
理
.
提
供
で
き
る
道
路
G
I
S
の
整
備
を
進

ェ
ン
ジ
等
か
ら
-
o
分
以
内
の
ァ
ク
セ
ス
が
可
能
な
拠
点
的
な
空
港

･
港

湾
の
割
合
。

め
る
。

路
車
間
通
信

…
E
T
C
で
は
路
車
間
通
信
方
式
と
し
て
五
･
八
G
H
。D

o
道
路
G
I
S
の
整
備
"

s
R
c
を
活
用
し
て
ぃ
る
o

道
路
G
I
S
…道
路
に
関
す
る
情
報
を
電
子
地
図
上
で
一
元
的
に
管
理
す

事
業
費
七
o
億
円
(
一
.
o
o
ニ

る
シ
ス
テ
ム
。

⑤

道
路
の
異
常
や
災
害
に
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
、

光
フ
ァ
イ
バ
ー
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
･
高
度

化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
セ
ン
サ
ー
シ
ス
テ
ム
等
の

I
T
を
活
用
し
て
道
路
管
理
の
効
率
化
を
進
め
る
。

○
情
報
ハ
イ
ウ
ェ
イ
の
整
備
及
び
機
能
･
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
の
向
上
"

事
業
費
三
、
三
八
五
億
円

(
一
.
o
三
一

〇
道
路
管
理
者
と
地
方
自
治
体
等
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー

の
相
互
接
続
の
推
進

○
法
面
等
の
災
害
を
事
前
に
捕
捉
す
る
セ
ン
サ
ー
シ

ス
テ
ム
の
研
究
開
発

へ参
〉

交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

(T
D
M
)
“時
差
通
勤
、
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ

イ
ド
の
促
進
等
、
交
通
需
要
の
調
整

･
抑
制
策
。

ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
踏
切
…ピ
ー
ク
時
間
の
遮
断
時
間
が
四
○
分
/
時
以
上
ま

た
は
、
踏
切
交
通
遮
断
量

(
一
日
交
通
量
×
踏
切
遮
断
時
間
)
が
五
万
台

時
/
日
以
上
で
あ
る
踏
切
。

都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
･
新
交
通
シ
ス
テ
ム
…イ
ン
フ
ラ
部

(支
柱
、
桁
等
)

を
道
路
事
業
に
よ
り
整
備
。

L
R
T
“走
行
環
境
の
改
善
な
ど
に
よ
り
、
従
来
の
路
面
電
車
の
機
能
を

向
上
さ
せ
た
シ
ス
テ
ム
。

重
点
リ
ン
グ
…首
都
圏
三
環
状
道
路
の
う
ち
、
進
捗
状
況
を
勘
案
し
、
整

備
の
途
中
段
階
で
も
環
状
道
路
の
機
能
を
最
大
限
発
揮
で
き
る
よ
う
計
画

し
た
重
点
区
間

(圏
央
道
西
側
区
間
、
外
か
ん
東
側
区
間
、
首
都
高
速
中

央
環
状
線
の
三
号
線
以
北
区
間
)。

拠
点
的
な
空
港
･港
湾
へ
の
ア
ク
セ
ス
率
二
局
規
格
幹
線
道
路
、
地
域
高

②

暮
ら
し

i
生
活
の
質
の
向
上
I

D

安
全
で
快
適
な
人
優
先
の
み
ち
へ
の
再
生

①

市
街
地
内
の
生
活
道
路
を
安
全
で
快
適
な
空
間
と

す
る
た
め
、
地
域
の
方
々
と
共
に
道
の
使
い
方
を
見

直
し
、
沿
道
空
間
と
一
体
と
な
っ
た
使
い
や
す
い
み

ち
へ
再
生
す
る
。

○
み
ち
再
生
事
業

(交
通
安
全
事
業
地
区
一
括
統
合

補
助
金
)
の
拡
充
"

事
業
費
二
o
八
億
円

(
一
◇
五
二

②

住
居
系
地
区
に
お
い
て
、
通
過
交
通
の
排
除
を
徹

底
し
て
、
車
よ
り
も
歩
行
者
等
の
安
全

･
快
適
な
利

用
を
優
先
し
、
沿
道
と
協
働
し
た
道
路
緑
化
、
無
電

柱
化
等
に
よ
る
質
の
高
い
生
活
環
境
を
創
出
す
る

｢く
ら
し
の
道
ゾ
ー
ン
｣
を
形
成
す
る
た
め
、
モ
デ

ル
地
区
を
選
定
し
、
先
導
的
な
取
組
み
を
進
め
る

[新
規
]。

③

主
要
な
鉄
道
駅
等
を
中
心
と
す
る
地
区
に
お
い

て
、
高
齢
者
、
身
体
障
害
者
等
に
配
慮
し
た
安
全
で

快
適
な
歩
行
空
間
を
確
保
す
る
た
め
、
交
通
バ
リ
ア

フ
リ
ー
法
に
基
づ
き
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
た
歩

行
空
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
を
進
め
る
。

○
市
街
地
の
歩
行
空
間
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
"

-事
業
費
六
、
三
四
五
億
円

(
一
.
二
市
こ

④

自
転
車
利
用
者
に
対
す
る
交
通
安
全
の
確
保
を
図

る
と
と
も
に
、
自
動
車
交
通
か
ら
自
転
車
交
通
へ
の

転
換
を
促
し
地
球
環
境
へ
の
負
荷
軽
減
に
貢
献
す
る

た
め
、
自
転
車
道
や
駐
輪
場
の
整
備
を
進
め
る
。

○
自
転
車
利
用
環
境
の
整
備
…

-事
業
費
二
二
五
億
円

(
一
.
○
九
こ

の

無
電
柱
化
に
よ
る
美
し
い
街
並
み
の
形
成

都
市
景
観
や
防
災
性
の
向
上
、
安
全
で
快
適
な
通

行
空
間
の
確
保
等
を
図
る
た
め
、
ま
ち
な
か
の
幹
線

道
路
に
お
け
る
電
線
類
の
地
中
化
を
引
き
続
き
重
点

的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
中
規
模
程
度
の
商
店
街
や

住
居
系
地
域
、
歴
史
的
景
観
地
区
な
ど
の
非
幹
線
道

路
に
つ
い
て
も
無
電
柱
化
を
進
め
、
面
的
な
整
備
を

推
進
す
る
。

ま
た
、
関
係
行
政
機
関
等
の
協
力
の
下
、
平
成
一

六
年
度
を
初
年
度
と
す
る

｢次
期
地
中
化
計
画
｣
の

策
定
に
向
け
た
検
討
を
進
め
る
。

整
備
目
標
…
五
箇
年
計
画

(H
一
五
~
H

一
九
)
内
に

整
備
目
標
…五
箇
年
計
画
内
に
主
要
な
鉄
道
駅
等
周
辺

に
お
け
る
主
な
道
路
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

率
を
一
七
%
か
ら
五
三
%
に
引
き
上
げ

道行セ 2002,1O Z 7



市
街
地
な
ど
の
幹
線
道
路
の
舞
魁柱
化
率

を
八
%
か
ら
一
三
%
に
引
き
上
げ

○
電
線
類
の
地
中
化
…

事
業
費
二
、
三
八
〇
億
円

(
一
･
0
八
)

○
歩
道
幅
員
の
狭
い
道
路
等
で
実
施
し
た
モ
デ
ル
施

工
を
踏
ま
え
た
、
更
な
る
簡
便
で
コ
ス
ト
縮
減
が

可
能
な
構
造
の
検
討
及
び
導
入

[新
規
]。

へ
参
〉

｢次
期
地
中
化
計
画
｣
“平
成
=
年
度
か
ら
平
成
一
五
年
度
ま
で
の
五

年
間
で
約
三
、
0
0
O
知
の
電
線
類
地
中
化
を
推
進
す
る
計
画
(
｢新
電

線
類
地
中
化
計
画
｣
)
の
後
、
継
続
し
て
地
中
化
を
実
施
す
る
た
め
に
必

要
な
計
画
。

◎
安
全

j
安
全
で
安
心
で
き
る
暮
ら
し
の
確
保
,

D

安
全
な
生
活
環
境
の
確
保

①

依
然
と
し
て
厳
し
い
道
路
交
通
安
全
を
取
り
巻
く

状
況
に
鑑
み
、
警
察
庁
と
共
同
で
、
平
成
一
五
年
度

を
初
年
度
と
す
る
新
た
な
交
通
安
全
施
設
等
の
整
備

計
画
を
策
定
し
、
緊
急
に
対
処
す
べ
き
交
通
安
全
施

設
等
の
整
備
を
進
め
る
。

②

幹
線
道
路
の
安
全
性
を
効
率
的
･
効
果
的
に
高
め

る
た
め
、事
故
率
の
高
い
事
故
危
険
箇
所
に
お
い
て
、

交
差
点
改
良
等
の
事
故
削
減
対
策
を
集
中
的
に
進
め

る

[新
規
]。

○
事
故
危
険
箇
所
緊
急
対
策
事
業
…

事
業
費
三
、
二
一
八
億
円

(
一
･
0
八
)

③

市
街
地
内
の
事
故
発
生
割
合
の
高
い
地
区
に
お
い

て
、
歩
行
者
等
を
優
先
す
る
道
路
構
造
等
に
よ
り
安

全
な
通
行
経
路
が
確
保
さ
れ
た

｢あ
ん
し
ん
歩
行
エ

リ
ア
｣
を
形
成
す
る
た
め
、
公
安
委
員
会
の
速
度
規

制
等
と
あ
わ
せ
て
、
歩
道
の
設
置
や
歩
行
者
優
先
道

路
の
整
備
等
を
面
的
･
総
合
的
に
進
め
る

[新
規
]。

○
あ
ん
し
ん
歩
行
エ
リ
ア
形
成
事
業

…

【事
業
費
七
0
0
億
円
｢

④

事
故
分
析
の
充
実
及
び
事
故
対
策
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の

蓄
積

･
活
用
に
よ
り
、
効
率
的
･
効
果
的
な
事
故
対

策
を
展
開
す
る
た
め
、
警
察
と
連
携
し
た
事
故
の
調

査

･
分
析
体
制
の
強
化
、
対
策
の
事
後
評
価
へ
の
専

門
家
の
知
見
の
活
用
を
進
め
る

[新
規
]。

○

｢全
国
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議

(仮
称
)｣
の
設

置
…要
因
分
析
･
効
率
的
な
事
故
対
策
内
容
の
検

討
を
実
施
す
る
た
め
の
会
議

の

災
害
へ
の
備
え

①

災
害
に
対
し
て
安
全
で
信
頼
性
の
高
い
道
路
網
を

確
保
す
る
た
め
、
地
域
の
日
常
活
動
や
災
害
時
の
緊

急
活
動
等
を
支
え
る
道
路
に
つ
い
て
、
の
り
面
対
策

や
橋
脚
耐
震
補
強
な
ど
の
防
災
･震
災
対
策
を
重
点

的
に
進
め
る
。

ま
た
、災
害
時
の
緊
急
輸
送
等
を
支
援
す
る
た
め
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
性
の
高
い
環
状
道
路
の
機
能
を
活

か
し
た
広
域
防
災
拠
点
や
緊
急
医
療
に
資
す
る
救
命

活
動
支
援
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
整
備
を
進
め
る
。

○
防
災
･
震
災
対
策
…

一事
業
費
四
、
五
八
五
億
円

(
一
.
0
0
こ

②

豪
雨
等
に
よ
る
地
域
の
孤
立
を
解
消
し
、
医
療
機

関
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
確
保
す
る
た
め
、
安
全
度

･
安

心
度
の
高
い
生
命
線
と
な
る
幹
線
道
路
を
計
画
的
に

整
備
す
る
。

○
生
命
線
道
路
の
整
備
…

｢事
業
費
山全
金
魚

円

(
一
.
o
五
こ

③

積
雪
寒
冷
特
別
地
域
で
の
冬
期
の
安
全
で
安
心
な

生
活
を
支
え
、
他
の
地
域
と
の
交
流
･
連
携
を
強
化

す
る
た
め
、
道
路
の
除
雪

(除
雪
機
械
の
整
備
を
含

む
)
･
防
雪
･
凍
雪
害
防
止
に
関
す
る
計
画
を
策
定

し
、
雪
寒
事
業
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
中
心
市
街
地
等
の
歩
行
者
の
多
い
地
区
に

お
け
る
安
全
で
快
適
な
歩
行
者
空
間
を
確
保
す
る
た

め
、
冬
期
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策
や
N
P
O
等
と
連
携

z8 道行セ 2002.10

整
備
目
標
"
五
箇
年
計
画
内
に
交
通
事
故
死
者
率
を

一
･
一
三
人
/
億
台
キ
ロ
か
ら
一
･
0
四

人
/
億
台
キ
ロ
、
死
傷
事
故
率
を
三
三

件
/
億
台
キ
ロ
か
ら
三

八
件
/
億
台
キ

ロ
ま
で
削
減

整
備
目
標
…
五
箇
年
計
画
内
に
災
害
時
救
援
ル
ー
ト
確

保
率
を
六
九
%
か
ら
八
0
%
に
引
き
上
げ



し
た
歩
道
除
雪
を
進
め
る
。

さ
ら
に
、
雪
対
策
の
コ
ス
ト
縮
減
を
図
る
た
め
、

風
力
等
の
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
I
T
の
活
用
を
進

め
る
。

○
冬
期
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策
等
雪
寒
事
業

"

覇
業
費
一
、
四
三
三
億
円

(
マ

0
四
二

め

更
新
時
代
へ
の
対
応

①

高
度
成
長
期
に
多
数
建
設
さ
れ
た
道
路
構
造
物
の

更
新
時
期
の
平
準
化
、
ト
I
タ
ル
コ
ス
ト
の
縮
減
等

を
目
指
し
て
、
道
路
の
管
理
手
法
に
、
ア
セ
ッ
ト
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
え
方
を
導
入
し
、
効
率
的
･
効
果

的
な
維
持
管
理
を
行
う
。

こ
の
た
め
、
鋼
構
造
物
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
手
法
な

ど
の
施
設
の
監
視

･
点
検
の
技
術
開
発
を
推
進
し
、

点
検
か
ら
補
修
に
至
る
管
理
の
高
度
化
を
進
め
る
。

○
維
持
修
繕
事
業
…

｢事
業
費
六
･
五
八
九
億
円
(o
,九
九
こ

○
非
破
壊
検
査
技
術
及
び
構
造
物
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

シ
ス
テ
ム
の
開
発

○
鋼
製
橋
脚
隅
角
部
の
損
傷
等
の
補
修
･補
強

②

重
量
違
反
車
両
を
削
減
し
、
道
路
の
構
造
を
保
全

す
る
と
と
も
に
交
通
の
危
険
を
防
止
す
る
た
め
、
特

殊
車
両
許
可
制
度
に
つ
い
て
、
I
T
を
活
用
し
た
申

請
手
続
き
の
簡
素
化
、
関
係
機
関
と
連
携
し
た
違
反

車
両
の
指
導
取
締
り
の
強
化
を
図
る
。

へ参
〉

事
故
危
険
箇
所
…死
傷
事
故
率
が
幹
線
道
路
平
均
の
五
倍
以
上
の
箇
所
の

う
ち
対
策
効
果
が
早
期
に
発
現
す
る
箇
所
を
選
定
。

ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
=資
産
管
理
。
道
路
管
理
に
お
い
て
は
、
橋
梁
、

ト
ン
ネ
ル
、
舗
装
等
を
道
路
資
産
と
と
ら
え
、
そ
の
損
傷
.
劣
化
等
を
将

来
に
わ
た
り
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
最
も
費
用
対
効
果
の
高
い
維
持
管

理
を
行
う
概
念
。

㈲

環
境

,
環
境
の
保
全
･
創
造
,

9

沿
道
環
境
の
改
善

①

交
通
の
円
滑
化
に
よ
り
自
動
車
か
ら
排
出
さ
れ
る

幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
や
、
交
差
点
立
体
化

等
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
対
策
を
進
め
る
と
と
も
に
、
路

上
工
事
の
縮
減
や
高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム

(I
T

S
)
を
推
進
す
る
。

特
に
、
沿
道
環
境
が
厳
し
い
交
差
点

(緊
急
改
善

ポ
イ
ン
ト
)
な
ど
に
お
け
る
交
差
点
立
体
化
等
の
ボ

ト
ル
ネ
ッ
ク
対
策
を
進
め
る
。

整
備
目
標
"
五
箇
年
計
画
内
に
三
大
都
市
圏
で
M
と

洲
に
つ
い
て
環
境
目
標
を
達
成
し
て
い
る

測
定
局
の
割
合
を
向
上

鱒
…
五
一
%

(
一
〇
三
/
二
〇
一
測
定
局
)
↓
七

六
%

(二
二
0
/
二
九
〇
測
定
局
)

跳
…
o
%

6

/
一
0
-
迦
疋
国

立

ハ
ニ
%

(六

　
　
　
　

　
　
　

　

○
緊
急
改
善
ポ
イ
ン
ト
対
策

②

自
動
車
交
通
需
要
の
調
整
･
抑
制
及
び
そ
れ
に
よ

る
交
通
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
｢環
境
ロ
ー
ド
プ

ラ
イ
シ
ン
グ
｣
を
社
会
実
験
と
し
て
実
施
す
る
と
と

も
に
、
公
共
交
通
機
関
や
自
転
車
の
利
用
促
進
等
の

T
D
M
施
策
を
推
進
す
る
。

③

都
市
間
輸
送
に
お
け
る
低
公
害
車
の
利
用
促
進
を

図
る
た
め
、
高
速
道
路
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
(S
A
)

に
お
け
る
低
公
害
車
用
燃
料
供
給
施
設
の
設
置
を
促

進
す
る
。

ま
た
、
自
動
車
の
低
公
害
化
を
促
進
す
る
た
め
、

大
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
に
代
わ
る
低
公
害
車
の
開
発
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
燃
料
電
池
自
動
車
の
普
及
を

促
進
す
る
た
め
、
燃
料
電
池
自
動
車
を
道
路
維
持
管

理
用
車
両
へ
試
験
的
に
導
入
す
る
。

○
低
公
害
車
の
新
技
術
開
発
…

事
業
費
五
億
円

(
一
･
0
O
)

○
燃
料
電
池
自
動
車
の
道
路
維
持
管
理
用
車
両
へ
の

試
験
的
導
入

[新
規
]

④

騒
音
や
大
気
質
を
改
善
す
る
た
め
、
低
騒
音
効
果

の
あ
る
高
機
能
舗
装
の
敷
設
、
環
境
施
設
帯
の
整
備

な
ど
を
重
点
的
に
実
施
す
る
沿
道
環
境
改
善
事
業
を

進
め
る
。

道行セ 2002.1O Z9

整
備
目
標
…
五
箇
年
計
画
内
に
構
造
物
保
全
率
を
八

一
%
か
ら
九
二
%
に
引
き
上
げ



○
沿
道
環
境
改
善
事
業
"

覇
業
費
-
、
ニ
ム笂

億
円

(
÷

三
室

⑤

鰯
、
即
を
除
去
す
る
た
め
の
大
気
浄
化
技
術
の

フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
や
、
騒
音
の
改
善
の
た
め
の
技
術

開
発
に
取
り
組
む
。

○
大
気
浄
化
技
術
の
フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
の
実
施

･
ト
ン
ネ
ル
換
気
所
に
お
け
る
大
気
浄
化
技
術

･
土
壌
に
よ
る
大
気
浄
化
技
術

○
騒
音
低
減
に
資
す
る
多
孔
質
弾
性
舗
装
の
開
発

"

地
球
環
境
の
保
全

①

自
動
車
か
ら
排
出
さ
れ
る
①
の
排
出
削
減
を
図

る
た
め
、
道
路
交
通
の
円
滑
化
、
自
動
車
交
通
需
要

の
調
整
･
抑
制
及
び
自
動
車
の
低
燃
費
化
の
促
進
等

を
進
め
る
。

②

循
環
型
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
道
路
整
備
に
伴

う
廃
棄
物
に
つ
い
て
、
発
生
抑
制
･
適
正
処
理
･
リ

サ
イ
ク
ル
を
進
め
る
。

め

自
然
環
境
の
保
全
･
創
造

①

良
好
な
景
観
を
形
成
し
、
①
の
吸
収
な
ど
環
境

へ
の
負
荷
を
軽
減
す
る
た
め
、
良
質
な
緑
の
道
路
空

間
を
構
築
す
る
道
路
緑
化
を
積
極
的
に
進
め
る
と
と

も
に
、
｢緑
の
回
廊
｣
構
想
を
推
進
す
る
。

○
道
路
緑
化
"
事
業
費
三
五
七
億
円

(
一
･
0
七
)

整
備
目
標
…
五
箇
年
計
画
内
に
自
動
車
か
ら
の
①
排

出
量
を
道
路
整
備
を
含
め
対
策
を
行
わ
な

か
っ
た
場
合
と
比
較
し
て
年
間
約
三
、
二

〇
〇
万
t
(の
換
算
)
削
減

②

の
り
面
の
緑
化
、
地
形
の
改
変
や
生
態
系
へ
の
影

響
を
最
小
限
に
抑
え
る
工
法
の
採
用
等
、
自
然
環
境

や
景
観
に
配
慮
し
た
道
路
の
整
備
を
進
め
る
。

"

環
境
対
策
の
効
果
的
な
実
施

自
動
車
交
通
需
要
の
調
整
･抑
制
等
の
沿
道
環
境

対
策
に
つ
い
て
、
地
域
住
民
の
協
力
を
得
つ
つ
、
地

域
の
実
情
に
即
し
た
効
果
的
な
対
策
を
計
画
的
に
実

施
す
る
と
と
も
に
、
大
気
環
境
を
常
時
観
測
す
る
こ

と
に
よ
り
対
策
の
効
果
を
定
期
的
に
把
握
す
る
。
ま

た
、
環
境
省
や
地
方
公
共
団
体
と
連
携
し
、
大
気
環

境
の
測
定
デ
ー
タ
を
広
く
国
民
に
公
表
す
る
。

○
大
気
の
常
時
観
測
局
の
設
置

へ参
〉

揃
…粒
子
状
物
質
o

間

…窒
素
酸
化
物
。

鯏
…浮
遊
粒
子
状
物
質

(大
気
中
に
浮
遊
す
る
粒
子
状
物
質
で
あ
っ
て
･

粒
径
が
一
〇
ミ
ク
ロ
ン
以
下
の
も
の
)。

環
境
目
標
"
鱒
は
環
境
基
準
、
蝸
は
大
気
中
濃
度
の
う
ち
自
動
車
交
通

の
寄
与
分
を
半
減
さ
せ
た
場
合
の
濃
度
以
下
。

多
孔
質
弾
性
舗
装
…
ゴ
ム
チ
ッ
プ
を
接
着
し
、
一
定
の
空
隙
を
設
け
る

よ
う
に
成
形
し
た
舗
装
。

整
備
目
標
…
五
箇
年
計
画
内
に
国
道
に
お
け
る
騒
音
の

夜
間
要
請
限
度
の
達
成
率
を
六
六
%
か
ら

七
三
%
に
向
上

｢緑
の
回
廊
｣
構
想
"
既
存
緑
地
の
保
全
と
併
せ
、
道
路
、
公
園
、
河
川

が
一
体
と
な
っ
て
緑
の
骨
格
軸
の
形
成
、
都
市
内
の
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
築
を
図
る
施
策
。
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軍
威
綱
五
年
鷹
道
離
関
係
嚇
算
概
算
嚢
求

饑
鬮
週
関
係
予
算
◎
榊
寡

道
路
局
国
道
課

一

は
じ
め
に

一
般
国
道
は
、
現
在
四
五
九
路
線
、
実
延
長
約
五
四
、

0
0
0
皿
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
成
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

一
般
国
道
は
、
高
速
自
動
車
国
道
等
高
規
格
幹
線
道
路
と

一
体
と
な
っ
て
全
国
的
な
道
路
網
を
構
成
し
、
全
国
的
な

交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
、
安
全
で
円
滑
な
モ
ビ
リ
テ

ィ
の
確
保
、
地
域
連
携
の
強
化
及
び
地
域
振
興
支
援
等
の

機
能
を
有
し
、
我
が
国
の
社
会
活
動
を
支
え
る
根
幹
的
交

通
施
設
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の
交
通
量
の
増
大
に
伴
い
、
都

市
部
及
び
そ
の
周
辺
を
中
心
に
交
通
混
雑
の
深
刻
化
や
交

通
安
全
上
の
問
題
が
顕
在
化
し
、
山
間
部
等
で
は
狭
溢
区

間
、
防
災
上
の
危
険
区
間
、
交
通
不
能
区
間
等
が
多
く
残

さ
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
平
成
三
一年
四
月
一
日
現
在
、
四
車
線
以

上
で
整
備
さ
れ
て
い
る
区
間
は
わ
ず
か
六
、
二
〇
〇
蹴

(
=
･
六
%
)
し
か
な
い
現
状
に
あ
る
。
ま
た
、
改
良

済
み
区
間
は
四
七
、
九
七
三
如

(八
九
･
二
%
)
で
あ
り
、

交
通
が
ス
ム
ー
ズ
に
通
行
し
て
い
な
い
区
間
は
二
三
、
九

三
七
如

(四
四
･
五
%
)
に
達
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
現
状
に
鑑
み
、
平
成
一
五
年
度
は
、
二
一

世
紀
の
我
が
国
に
お
い
て
持
続
可
能
な
経
済
･
社
会
の
構

築
と
安
全
で
安
心
で
き
る
暮
ら
し
の
実
現
を
図
る
た
め
、

経
済
諮
問
会
議

｢経
済
財
政
運
営
と
構
造
改
革
に
関
す
る

基
本
方
針
2
0
0
2
｣
を
踏
ま
え
、
社
会
資
本
整
備
の
重

点
化

･
集
中
化
を
図
る
た
め
に
事
業
分
野
別
の
長
期
計
画

を
統
合
し
た

｢国
土
交
通
社
会
資
本
整
備
重
点
化
計
画

(仮
称
)｣
の
道
路
分
野
の
計
画
と
し
て
作
成
す
る
、
新
た

な
道
路
整
備
五
箇
年
計
画

(案
)
の
初
年
度
と
し
て
、
以

下
の
施
策
テ
ー
マ
を
実
現
す
る
た
め
重
点
的
か
つ
計
画
的

に
進
め
る
。

｢活
力

~
都
市
再
生
と
地
域
連
携
に
よ
る
経
済
活
力

の
回
復
~
｣
の
施
策
テ
ー
マ
を
実
現
す
る
た
め
、
高
規
格

幹
線
道
路
に
指
定
さ
れ
た
一
般
国
道
の
自
動
車
専
用
道
路

や
地
域
高
規
格
道
路
、
大
都
市
圏
の
都
市
環
状
道
路
、
空

港
港
湾
ア
ク
セ
ス
道
路
等
に
つ
い
て
重
点
的
な
整
備
を
推

進
す
る
ほ
か
、高
度
情
報
通
信
社
会
の
進
展
を
図
る
た
め
、

情
報
ハ
イ
ウ
ェ
イ
の
構
築
、
I
T
S

(高
度
道
路
交
通
シ

ス
テ
ム
)
の
整
備
等
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
｢
暮
ら
し

~
生
活
の
質
の
向
上
~
｣
｢
安
全

~
安
全
で
安
心
で
き

る
暮
ら
し
の
確
保
~
｣
の
た
め
、
市
街
地
の
歩
行
空
間
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
電
線
類
の
地
中
化
及
び
橋
梁
等
の
耐

震
補
強
及
び
道
路
防
災
総
点
検
等
点
検
結
果
に
基
づ
く
防

災
対
策
を
推
進
す
る
。
さ
ら
に
、
｢環
境

~
環
境
の
保

道々テセ 2002.10 2 Z



金

･
創
造
~
｣
の
た
め
、
沿
道
環
境
が
厳
し
い
箇
所
な
ど

に
お
け
る
交
差
点
立
体
化
等
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
対
策
や
遮

音
壁
及
び
環
境
施
設
帯
の
設
置
等
を
推
進
す
る
。

以
下
に
平
成
一
五
年
度
の
一
般
国
道
関
係
予
算
の
概
要

に
つ
い
て
述
べ
る
。

二

高
規
格
幹
線
道
路
の
整
備

地
域
間
の
活
発
な
交
流
を
支
え
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く

り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、地
域
産
業
の
活
性
化
を
促
し
、

経
済
構
造
の
改
革
を
支
援
す
る
た
め
、
二
一
世
紀
初
頭
ま

で
に
一
四
、
0
0
0
如
の
高
規
格
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
概
成
を
目
標
に
、
今
後
の
道
路
政
策
の
中
心
的
課
題

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

一
般
国
道
の
自
動
車
専
用
道
路
と
し
て
整
備
す
る
高
規

格
幹
線
道
路
は
、
総
延
長
で
約
二
、
三
〇
〇
蝿

(本
州
四

国
連
絡
道
路
除
き
)
で
あ
り
、
平
成
一
五
年
度
に
お
い
て

も
引
き
続
き
、
既
に
事
業
に
着
手
し
て
い
る
首
都
圏
中
央

連
絡
自
動
車
道

(四
六
八
号
)、
東
海
環
状
自
動
車
道

(四
七
五
号
)、
京
奈
和
自
動
車
道

(二
四
号
)
等
、
大
都

市
圏
環
状
道
路
を
中
心
に
積
極
的
な
事
業
展
開
を
図
る
。

ま
た
、
高
速
自
動
車
国
道
に
並
行
す
る
一
般
国
道
に
お

い
て
は
、
既
に
事
業
に
着
手
し
て
い
る
自
動
車
専
用
道
路

の
整
備
を
促
進
し
、
当
面
そ
の
活
用
を
図
る
こ
と
と
し
て

お
り
、
平
成
一
五
年
度
も
引
き
続
き
、
宮
崎
一
〇
号

(延

岡
道
路
)
、
秋
田
七
号

(琴
丘
能
代
道
路
)
等
に
つ
い
て

整
備
促
進
を
図
る
。

さ
ら
に
、
高
規
格
幹
線
道
路
の
事
業
と
密
接
に
関
連
す

る
東
京
外
か
く
環
状
道
路

(二
九
人
号
)、
名
古
屋
環
状

二
号
線

(三
〇
二
号
)
等
の
事
業
に
つ
い
て
継
続
実
施
す

る
。三

地
域
高
規
格
道
路

全
国
的
な
高
規
格
幹
線
道
路
と
一
体
と
な
っ
て
幹
線
道

路
網
を
形
成
し
、
地
域
相
互
の
交
流
促
進
や
空
港

･
港
湾

へ
の
連
絡
等
を
強
化
す
る
地
域
高
規
格
道
路
に
つ
い
て

は
、
重
点
的
か
つ
計
画
的
な
整
備
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
長
期
的
に
は
六
、
0
0
o
m
~
八
、
0
0
0
蹴

整
備
を
目
標
と
し
て
い
る
。

平
成
一
五
年
度
も
引
き
続
き
、
愛
知
二
三
号

酋
旦橋
バ

イ
パ
ス
、
岡
崎
バ
イ
パ
ス
)、
群
馬
一
七
号

(上
武
道
路
)、

長
崎
三
二
四
号

(出
島
バ
イ
パ
ス
)
等
に
つ
い
て
事
業
促

進
を
図
る
。

四

一般
道
路
の
整
備

1

一次
改
築

一
般
国
道
の
一
次
改
築
は
、
交
通
不
能
区
間
、
幅
員
狭

縊
区
間
の
解
消
及
び
冬
期
交
通
の
確
保
を
図
る
こ
と
に
よ

り
地
域
交
流
の
拡
大
、
地
域
開
発
の
促
進
等
に
極
め
て
大

き
な
役
割
を
も
つ
事
業
で
あ
り
、
指
定
区
間
及
び
権
限
代

行
区
間
に
つ
い
て
は
直
轄
事
業
に
よ
り
、
そ
れ
以
外
の
区

間
に
つ
い
て
は
補
助
事
業
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
整
備
を
進
め

て
い
る
。

直
轄
事
業
に
お
い
て
は
権
限
代
行
区
間
と
し
て
、
愛

媛

･
高
知
四
四
〇
号

(地
芳
道
路
)、
新
潟

･
福
島
二
人

九
号

(八
十
里
趣
)
等
の
路
線
に
つ
い
て
事
業
を
継
続
実

施
す
る
。

補
助
事
業
に
お
い
て
も
、
岩
手
二
人
四
号
、
福
井
四
七

六
号
等
の
整
備
を
促
進
す
る
。

2

二
次
改
築

一
般
国
道
の
二
次
改
築
は
、
市
街
地
部
の
交
通
混
雑
の

緩
和
、
空
港

･
港
湾
･
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
･
主
要
駅
等

の
交
通
拠
点
へ
の
連
絡
強
化
及
び
地
域
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
支
援
等
の
観
点
か
ら
、
現
道
拡
幅
、
バ
イ
パ
ス
、
環

状
道
路
の
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
早
期
に
整
備
効

果
が
発
現
で
き
る
箇
所
等
を
中
心
に
、
計
画
的
か
つ
重
点

的
に
事
業
の
展
開
を
図
る
。

ま
た
、
防
災
･
震
災
対
策
や
、
よ
り
よ
い
生
活
環
境
の

確
保

･
良
好
な
環
境
の
保
全
形
成
の
た
め
の
緑
化
･
環
境

対
策
等
を
推
進
す
る
。

㈲

バ
イ
パ
ス
･
環
状
道
路
の
整
備

大
都
市
圏
内
、
地
方
中
核
都
市
及
び
そ
の
周
辺
部
の
交

通
混
雑
の
抜
本
的
な
解
消
と
沿
道
環
境
の
改
善
を
図
る
た

め
に
は
、
既
成
市
街
地
か
ら
通
過
交
通
を
迂
回
さ
せ
る
と

と
も
に
都
市
に
発
生
集
中
す
る
交
通
を
分
散
導
入
さ
せ
る

役
割
を
持
つ
バ
イ
パ
ス
･
環
状
道
路
の
整
備
を
推
進
す
る

必
要
が
あ
る
。

平
成
一
五
年
度
も
引
き
続
き
、
既
着
手
箇
所
を
中
心
に
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交
通
混
雑
や
沿
道
環
境
の
悪
化
が
特
に
著
し
い
箇
所
に
重

点
を
置
く
と
と
も
に
、
地
域
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
不
可

欠
な
道
路
事
業
の
う
ち
、
早
期
完
成
に
よ
り
大
き
な
事
業

効
果
が
期
待
で
き
る
事
業
及
び
空
港
･
港
湾
･
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
･
主
要
駅
等
へ
の
連
絡
を
強
化
す
る
事
業
に
つ

い
て
重
点
的
に
整
備
を
推
進
す
る
。

直
轄
事
業
に
お
い
て
は
、福
島
六
号
(常
磐
バ
イ
パ
ス
)、

静
岡
一
号

(浜
松
バ
イ
パ
ス
)、
福
井
八
号

(福
井
バ
イ

パ
ス
)
等
、
補
助
事
業
に
お
い
て
も
、
愛
知
二
四
八
号

(瀬
戸
東
バ
イ
パ
ス
)、
高
知
一
九
五
号

(高
知
バ
イ
パ
ス
)

等
に
つ
い
て
積
極
的
な
展
開
を
図
る
。

②

都
市
交
通
の
円
滑
化

都
市
内
の
幹
線
道
路
網
は
、
都
市
の
諸
活
動
を
支
え
る

基
盤
と
し
て
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
、
従
来
か
ら
そ

の
計
画
的
･
体
系
的
な
整
備
の
促
進
に
努
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
道
路
交
通
需
要
の
大
き
な

伸
び
に
よ
り
、道
路
交
通
渋
滞
の
状
況
は
悪
化
し
て
お
り
、

渋
滞
に
よ
る
交
通
事
故
の
増
加
、
時
間
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

ロ
ス
に
よ
る
経
済
活
動
へ
の
多
大
な
損
失
、
及
び
騒
音
･

排
気
ガ
ス
に
よ
る
環
境
へ
の
影
響
が
顕
在
化
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
平
成
一
五
年
度
に
お
い
て
も
引
き
続
き
交

通
容
量
の
拡
大
施
策
と
し
て
バ
イ
パ
ス
、
環
状
道
路
等
の

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
及
び
多
車
線
化
に
よ
る
幅
の

確
保
、
交
差
点
改
良
、
立
体
化
等
に
よ
る
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク

の
解
消
等
の
事
業
を
推
進
す
る
。

直
轄
事
業
に
お
い
て
は
、滋
賀
八
号
(米
原
バ
イ
パ
ス
)、

群
馬
一
七
号

(高
松
立
体
)
等
、
補
助
事
業
に
お
い
て
も
、

大
阪
一
七
〇
号

(西
石
切
立
体
交
差
)
等
に
つ
い
て
積
極

的
な
展
開
を
図
る
。

③
防
災
･
震
災
対
策

豪
雨
豪
雪
等
に
対
す
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
安
全

性

･
信
頼
性
の
向
上
を
図
る
た
め
の
防
災
対
策
事
業
と
し

て
、
平
成
八
、
九
年
度
に
実
施
し
た
道
路
防
災
総
点
検
や

ト
ン
ネ
ル
坑
口
部
等
の
法
面
･
斜
面
の
緊
急
点
検
結
果
に

基
づ
き
、
緊
急
的
に
対
策
を
要
す
る
箇
所
か
ら
事
業
を
進

め
て
き
て
お
り
、
平
成
一
五
年
度
も
引
き
続
き
計
画
的
に

事
業
の
展
開
を
図
る
。

五

共
同
溝

大
都
市
及
び
そ
の
周
辺
の
道
路
に
は
、
電
話

･
電
気

･

ガ
ス
･
上
下
水
道
等
の
都
市
活
動
に
不
可
欠
な
公
共
公
益

施
設
が
多
数
埋
設
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
ケ
ー
ブ
ル
･

管
路
の
新
設
や
補
修
等
の
た
め
の
路
面
の
掘
り
返
し
は
道

路
交
通
に
著
し
い
支
障
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
掘

り
返
し
を
防
止
し
道
路
構
造
の
保
全
と
円
滑
な
道
路
交
通

の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
道
路
地
下
空
間
の
効
率
的
利

用
の
観
点
か
ら
昭
和
三
八
年
度
よ
り
共
同
溝
の
整
備
を
進

め
て
き
て
お
り
、平
成
一
四
年
度
末
ま
で
の
整
備
延
長
は
、

約
四
九
〇
如
に
達
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

六

電
線
共
同
溝

安
全
で
快
適
な
通
行
空
間
の
確
保
、都
市
災
害
の
防
止
、

都
市
景
観
の
向
上
等
の
観
点
か
ら
電
線
類
の
地
中
化
を
積

極
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
高
度
情
報
通
信
社
会
の
早

期
実
現
に
寄
与
す
る
た
め
、
道
路
の
地
下
を
活
用
し
て
光

フ
ァ
イ
バ
ー
、
電
力
線
等
を
収
用
す
る
空
間

｢電
線
共
同

溝

(C
･
C
･
B
O
×
)｣
の
整
備
を
推
進
す
る
。

平
成

=
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
新
電
線
類
地
中
化

計
画
に
則
り
、
中
規
模
程
度
の
商
業
系
地
域
や
住
宅
系
地

域
な
ど
を
電
線
類
地
中
化
整
備
対
象
に
加
え
、
引
き
続
き

整
備
を
推
進
す
る
。

七

維
持
修
繕

道
路
ス
ト
ッ
ク
を
保
全
し
、
道
路
機
能
を
最
大
限
に
発

揮
さ
せ
る
た
め
、
経
常
的
な
業
務
と
し
て
維
持

･
修
繕
は

必
要
不
可
欠
な
重
要
業
務
で
あ
る
。

一
般
国
道
の
う
ち
、
特
に
重
要
な
広
域
幹
線
を
形
成
す

る
道
路
に
つ
い
て
は
、
指
定
区
間
と
し
て
国
が
直
轄
事
業

と
し
て
維
持
･
修
繕
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
指
定
区
間
外
に
つ
い
て
は
、
一
定
規
模
以
上
の

補
修
な
ど
を
補
助
事
業
の
対
象
と
し
て
い
る
。

平
成
一
五
年
度
は
、
今
後
急
増
す
る
老
朽
化
し
た
道
路

ス
ト
ッ
ク
の
健
全
性
を
保
ち
、
道
路
構
造
物
等
の
破
損
に

よ
る
事
故
防
止
を
図
る
た
め
、
点
検

･
管
理
の
よ
り
一
層

の
充
実
と
と
も
に
、
第
三
者
被
害
の
恐
れ
が
あ
る
等
そ
の

被
害
が
極
め
て
大
き
い
と
想
定
さ
れ
る
施
設
の
補
修

･
補

強
な
ど
計
画
的
な
維
持
管
理
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
光
フ

ァ
イ
バ
ー
、
I
T
V
等
の
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
法
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面
形
状
等
の
把
握
な
ど
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
監
視
に
よ
り

道
路
の
安
全
を
確
保
す
る
。

指
定
区
間
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
路
面
、
路
肩
、

路
側
部
、
橋
梁
等
構
造
物
及
び
交
通
安
全
施
設
の
維
持
、

補
修
の
ほ
か
、
清
掃

･
緑
地
管
理
、
巡
回
等
の
経
常
的
作

業
を
行
っ
て
い
く
。
ま
た
、
沖
縄
県
の
未
買
収
道
路
用
地

の
処
理
を
行
う
。

修
繕
に
つ
い
て
も
路
面
、
歩
道
、
ト
ン
ネ
ル
、
側
溝
等

の
修
繕
の
ほ
か
、
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
安
全
性

･
信
頼

性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
平
成
八
、
九
年
度
実
施
の
道
路

防
災
総
点
検
に
基
づ
く
防
災
･
震
災
事
業
を
実
施
す
る
。

指
定
区
間
外
に
つ
い
て
は
、
補
助
事
業
と
し
て
維
持
及

び
補
修
を
実
施
す
る
。
こ
の
う
ち
維
持
は
、
沖
縄
県
の
未

買
収
用
地
の
処
理
を
行
い
、
補
修
は
橋
梁
の
耐
震
補
強
、

車
両
の
大
型
化
に
対
応
し
た
橋
梁
の
補
強
、
道
路
防
災
総

点
検
等
の
点
検
結
果
に
基
づ
く
防
災
事
業
を
実
施
す
る
。

八

沿
道
環
境
改
善

沿
道
環
境

(大
気
質
、
騒
音
)
の
現
況
が
厳
し
い
地
域

に
お
い
て
、
沿
道
環
境
改
善
の
た
め
事
業
を
総
合
的
･
集

中
的
に
実
施
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
平
成
=

年
度
に

創
設
し
た
事
業
で
あ
り
、
平
成
一
五
年
度
も
引
き
続
き
、

よ
り
良
い
沿
道
環
境
の
実
現
に
向
け
、
遮
音
壁
の
設
置
、

環
境
施
設
帯
の
整
備
、低
騒
音
舗
装
の
敷
設
等
を
進
め
る
。

九

雪
寒

積
雪
寒
冷
特
別
地
域
で
の
冬
期
の
安
全
で
安
心
な
生
活

を
支
え
、他
の
地
域
と
の
交
流
･
連
携
を
強
化
す
る
た
め
、

除
雪
、
防
雪
、
凍
雪
書
防
止
に
関
す
る
計
画
を
策
定
し
、

雪
寒
事
業
を
推
進
す
る
。

平
成
一
五
年
度
は
、
防
雪
事
業
や
除
雪
の
実
施
、
冬
期

の
交
通
支
障
箇
所
と
な
る
凍
結
路
面
箇
所
等
に
つ
い
て
消

雪
施
設
の
設
置
、
中
心
市
街
地
や
通
学
路
、
福
祉
施
設
周

辺
等
に
お
け
る
歩
行
空
間
の
確
保
、
流
雪
溝
の
整
備
に
よ

る
地
域
と
連
携
し
た
雪
処
理
の
推
進
、
気
象
情
報
収
集
装

置
等
の
整
備
を
推
進
す
る
。

一
〇

交
通
安
全

平
成
一
五
年
度
は
、
交
通
事
故
の
防
止
と
交
通
の
円
滑

化
を
図
る
た
め
、
幹
線
道
路
に
お
け
る
事
故
率
の
高
い
箇

所
に
お
い
て
集
中
的
に
対
策
を
実
施
す
る
事
故
危
険
個
所

対
策
や
歩
行
空
間
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
柱
と
し
て
交
通

安
全
施
設
等
の
整
備
を
推
進
す
る
。

こ
の
た
め
、
一
種
事
業
に
つ
い
て
は
、
交
差
点
改
良
等

に
よ
り
事
故
危
険
個
所
対
策
に
重
点
投
資
を
行
う
ほ
か
、

高
齢
者
や
障
害
者
の
利
用
に
配
慮
し
、
幅
の
広
い
歩
道
の

整
備
な
ど
歩
道
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
推
進
す
る
。
二
種

事
業
に
つ
い
て
は
、
道
路
照
明
、
道
路
標
識
及
び
道
路
情

報
提
供
装
置
等
の
整
備
を
推
進
す
る
ほ
か
、
疲
労
運
転
に

よ
る
交
通
事
故
を
防
止
す
る
と
と
も
に
個
性
豊
か
な
地
域

づ
く
り
を
支
援
す
る
た
め
、
一
般
道
路
の
休
憩
施
設

｢道

の
駅
｣
の
整
備
を
推
進
す
る
。

一
一

お
わ
り
に

国
土
交
通
省
と
し
て
は
、
従
来
よ
り
国
の
直
轄
事
業
及

び
補
助
事
業
と
し
て
鋭
意
一
般
国
道
の
整
備
を
進
め
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
高
規
格
幹
線
道
路
･
地
域
高
規
格

道
路
の
早
期
整
備
、
交
通
混
雑
の
緩
和
、
交
通
不
能
区
間

や
危
険
個
所
の
解
消
な
ど
緊
急
に
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
多
く
の
箇
所
を
残
し
て
お
り
、
整
備
の
要
望
も
極
め

て
大
き
い
。

こ
の
た
め
、
一
層
重
点
的

･
効
率
的
な
整
備
の
推
進
に

努
め
て
い
き
た
い
。



攣
戚
薑
五
年
魔
道
路
関
係
予
算
概
算
襄
求

有
料
遭
鷺
醐
傑
予
算
⑭
榊
暮

道
路
局
有
料
道
路
課

同

高
速
国
道
課

一

は
じ
め
に

有
料
道
路
事
業
は
、
財
源
不
足
を
補
う
た
め
、
財
政
投

融
資
資
金
や
民
間
か
ら
の
借
入
金
等
を
活
用
す
る
こ
と
に

よ
り
道
路
整
備
を
進
め
、
利
用
者
の
料
金
を
も
っ
て
そ
の

返
済
に
充
て
る
も
の
で
あ
る
。
西
欧
と
違
っ
て
馬
車
交
通

の
時
代
が
な
か
っ
た
た
め
立
ち
遅
れ
て
き
た
我
が
国
の
幹

線
道
路
整
備
は
、
有
料
道
路
制
度
の
活
用
に
よ
り
、
限
ら

れ
た
財
源
の
も
と
で
、
促
進
さ
れ
て
き
た
。

現
在
、
日
本
道
路
公
団
等
道
路
関
係
四
公
団
に
つ
い
て

は
、
道
路
関
係
四
公
団
民
営
化
推
進
委
員
会
に
お
い
て
、

道
路
関
係
四
公
団
に
代
わ
る
民
営
化
を
前
提
と
し
た
新
た

な
組
織
及
び
そ
の
採
算
性
の
確
保
に
関
す
る
事
項
に
つ
い

て
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
年
中
に
具

体
的
意
見
が
と
り
ま
と
め
ら
れ
る
予
定
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
平
成
一
五
年
度
概
算
要
求
に
お
い
て
は
、

特
殊
法
人
等
整
理
合
理
化
計
画
を
踏
ま
え
つ
つ
、
現
行
制

度
で
事
業
を
実
施
す
る
と
し
た
場
合
の
国
費
･
事
業
費
を

計
上
し
て
お
り
、
現
行
制
度
の
下
、

･
適
正
な
料
金
水
準
の
も
と
で
採
算
性
を
確
保
し
つ
つ
、

都
市
の
再
生
に
資
す
る
大
都
市
圏
の
環
状
道
路
等
の
着

実
な
整
備

･
都
市
部
の
有
料
道
路
の
渋
滞
を
緩
和
す
る
た
め
、
ボ
ト

ル
ネ
ッ
ク
対
策
等
を
進
め
る
。

ま
た
、
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活
用
の
た
め
の
施
策
と

し
て
、

･
利
用
者
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
料
金
割
引
に
よ

る
一
般
道
路
か
ら
交
通
の
転
換
等
を
促
進
す
る
こ
と
に

よ
り
道
路
の
有
効
利
用
を
図
る
と
と
も
に
、
沿
道
環
境

の
改
善
や
渋
滞
緩
和
、
交
通
安
全
対
策
な
ど
の
課
題
を

解
決
す
る
た
め
、
多
様
で
弾
力
的
な
料
金
設
定
に
向
け

て
料
金
に
係
る
社
会
実
験
を
行
う
。

･
料
金
所
の
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ

･
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
に
よ

り
利
用
者
の
利
便
性
を
向
上
し
、
あ
わ
せ
て
料
金
所
渋

滞
の
緩
和
や
環
境
改
善
を
図
る
た
め
、
総
合
的
な
E
T

C
普
及
促
進
策
を
展
開
す
る
。

○
原
則
と
し
て
全
て
の
料
金
所
へ
の
E
T
C
導
入
に

向
け
た
イ
ン
フ
ラ
整
備

○
車
載
器
レ
ン
タ
ル
制
度
の
部
分
的
導
入

等

平
成
一
五
年
度
有
料
道
路
関
係
予
算
要
求
額
は
、
五
箇

年
計
画
対
象
事
業
費
で
一
兆
九
、
一
〇
〇
億
円

(表
1
)

で
あ
り
、
有
料
道
路
関
係
事
業
費
が
全
体
事
業
費
に
占
め

る
割
合
は
二
六
%
と
な
っ
て
い
る
。

以
下
、
有
料
道
路
の
事
業
主
体
別
に
予
算
の
概
要
を
述

べ
る
こ
と
と
す
る
。
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特殊法△等整理倉理化計画 (抄) (平成脇年12月19日閣議決定)

日本道路公団、首都高速道路公団、阪神高速道路公団、本州四国連絡橋公団は、

廃止することとし、四公団に代わる新たな組織、及びその採算性の確保については

以下の基本方針の下、内閣に置く ｢第三者機関｣ において一体として検討し、その

具体的内容を平成14年中にまとめる。

1 日本道路公団

(l)組織

新たな組織は、民営化を前提とし、平成17年度までの集中改革期間内のでき

るだけ早期に発足する。

(2)事業

①国費は、平成l4年度以降、投入しない。
②事業コストは規格の見直し、競争の導入などにより引下げを図る。

③現行料金を前提とする償還期間は、 50年を上限として引下げ効果などを反

映させ、 その短縮を目指す。

④新たな組織により建設する路線は、直近の道路需要、今後の経済情勢を織り

込んだ費用対効果分析を徹底して行い、優先順位を決定する。

⑤その他の路線の建設、例えば、直轄方式による建設は毎年度の予算編成で検

討する。

2 首都高速道路公団 ･阪神高速道路公団

日本道路公団と同時に、同様の民営化を行う。なお、国 ･地方の役割分担下、

三

日
本
道
路
公
団

1

要
求
の
概
要

平
成
一
五
年
度
要
求
額
は
、
日
本
道
路
公
団
全
体
で
五

兆
二
八
〇
億
円

(対
前
年
度
比
0
･
九
人
倍
)
で
あ
り
、

そ
の
う
ち
高
速
自
動
車
国
道
が
四
兆
三
、
四
五
四
億
円

(対
前
年
度
比
○
･
九
七
倍
)、
一
般
有
料
道
路
が
七
、
八

二
六
億
円

(対
前
年
度
比
一
･
0
三
倍
)
と
な
っ
て
い
る

適切な費用分担を行う。

3 本州四国連絡橋公団

日本道路公団と同時に民営化する。なお、債務は、確実な償還を行うため、国

の道路予算、関係地方公共団体の負担において処理することとし、道路料金の活

用も検討する。

表 1 平成15年度有料道路概算要求総括表

区 分
15年度概阜要求(A ) 前年 (B ) 倍率 (A ) / (B )

事業費 国費 事業費 国費 畢兼費 国費

有料道路
日本道路公団
首都高速道路公団
阪神高速道路公団
本州四国連絡橋公団
地方道路公社
道路開発資金

1,9 14 ,16 5
L,438,640
192,734
134,900
8,631
74 ,260
65 ,000

314 ,023
O

19 ,400
12,900
233,333
15,890
32 ,500

1,952,L25
1,485,560
200,453
135,7 14
9,288
76,110
45 ,000

305,266
O

19 ,900
13 ,300
233 ,333
16 ,233
22 ,500

0 .98
0 ,97
0 .96
0 .99
0 .93
0.98
1,44

1.0 3

0.97
0.97
1.00
0 .98
1,44

区 分

備 考 1. Nつnさ- A型事業は含まない。
2.この他、料金に係る社会実験(事業費300億円)、車載器

レンタル制度の部分的

導入のための事業費(事業費50億円)がある。



2

高
速
自
動
車
国
道
の
建
設

高
速
自
動
車
国
道
に
つ
い
て
は
、
過
年
度
発
生
の
債
務

工
事
に
対
す
る
義
務
額
等
を
考
慮
し
、
前
年
度
同
額
の
建

設
費
九
、
一
六
〇
億
円

(対
前
年
度
比
一
･
0
0
)
を
計

上
し
て
い
る
。

3

一般
有
料
道
路
の
建
設

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
道
路
等
の
整
備
を
推
進
す
る
。
特
に

圏
央
道
、
東
海
環
状
道
路
等
大
都
市
圏
の
環
状
道
路
の
整

備
を
重
点
的
に
推
進
す
る
た
め
、
平
成
一
五
年
度
に
お
け

る
建
設
費
は
、
六
五
〇
億
円

(対
前
年
度
比
0
･
八
六
)

を
計
上
し
て
い
る
。

表 2 日本道路公団

区 分
姦をrb増強上 三度概算要求(A) 前年度(B) 倍餐(A) / (B)

議 般 計 議 一般 計 高速 一般 国費
画
費
費
費
息

等
等

計

良

U
計
費
出

業
設
改
査
禾

理
支

事

特

設
小
嶽

○
建
維
調
建

業
業

000
400
鰡
榔
600
177
675

16
93
2
19
視
艶
卸

し

a

⑧
桝
750
加
増
569
蹴

鮪
35

6
107
47
627

nU
nV
7･
QU
AY
RU
にu

nv
自生
4
4
ワー
A)
ワー
に･U

1▲
R
U
RU
RY
R
Y
Û
nb

ハリ
q
U

1▲
4±
nリ
リ目

n乙

リム
nd
n〕
RU

.′

‐′

L

3

節
約
銘
窕
20
78
第

郷
302
2
期
360
250
鵺

L

a

000
360
割
010
240
829
叙

76
35

郎
脇
館
鰍

…
即
戦
鸚
560
407
570

92
37
3
靴
85
窕
44

9
3

1
4
2
3

し

3

00
97
鰐
第
98
飢
96

範
“
部
幣
範
“
留

n
Y
〔=v
nY
nY
n〉
Û
1▲

難
所
鏡
総
留
鋭
窕

n
Y
n〉
n〉
n
v
nU
1▲
Û

合 計 4,245,352 782,599 5,027,951獅 ㈱賤 解 鵬 嬬黛讓
襲

nV
nV
n〉
nV
n〉
nV
nU
リム

40
10
卸
ゆ
40
70
蘂

l
1
0
4
7
6
9

91
85
6
48
鎖
聡
84

L
ナ
L
つ

L

0
00
00
"
⑭
"
"
“

鋭
91
9
28
62
“
乾

nY
AV
nY
〔=〉
Û
nv
Û
1入

n〉
ny
nV
nV
nV
nU
Q
J

213
143
70
713
510
凝
血

a
a

a

Û
n〕
Û
n
v
ハU
û〉
Û
7"

リム
リム
=̂〕
○〉
ワー
リム
Q
J

鱒
部
60
670
椰
367
881

し
L

L

0
800
800
000
500
300
200
200

期
291
10
214
96
鱒
243

ny
nU
n〉
nU
AV
nV
nV
ワー

n〉
n
〉
=̂〕
4T
n〉
4
ゴ
ー▲

RU
RU
n
V
rb
nU
にU
にU

u
04
7
臨
御
篤
12

a
a

a

第
05
01
復
姓
幻
鯛

…
1ム
ー1
1▲
Û
1
▲
Û
n〕

00
00
館
館
邱
56
04

一
14
1
4
n
〕
1▲
1ユ
〔U
1上

44
R
U
nV
1ム
ハけ
り“
〔uV

0
0
0
8
2
4
9

ー
1▲
1
▲
1▲
nU
1▲
=̂〕
Û

合 計 4,245,352 782,599 5,027,95l鱗 ㈱蹄 鰡 鵬 鰓4

維
持
･
改
良

高
速
自
動
車
国
道
及
び
一
般
有
料
道
路
に
つ
い
て
は
、

道
路
機
能
の
保
全
対
策
、
交
通
安
全
対
策
、
渋
滞
対
策
、

環
境
対
策
等
を
推
進
し
、安
全
性
、快
適
性
の
確
保
を
図
る
。

①

道
路
機
能
の
保
全
対
策

道
路
の
安
全
性

･
健
全
性
を
確
保
す
る
た
め
、
老

朽
化
及
び
車
両
大
型
化
に
伴
う
橋
梁
等
の
損
傷
対

策
、
老
朽
化
し
た
標
識
･
防
護
柵
や
ト
ン
ネ
ル
施
設

の
更
新
を
実
施
す
る
。

②

交
通
安
全
対
策

安
全
で
快
適
な
走
行
環
境
の
確
保
の
た
め
、
高
機

能
舗
装
の
整
備
、
凍
結
防
止
剤
散
布
装
置
の
整
備
等

を
実
施
す
る
。

③

渋
滞
対
策

"

本
線
の
渋
滞
解
消
を
図
る
付
加
車
線
の
設
置
や
ラ

n

ン
プ
拡
幅
や
、
渋
滞
･
交
通
事
故
等
の
情
報
提
供
設

ゆ

備
の
拡
充
を
実
施
。
ま
た
、
E
T
C
対
応
料
金
所
の

ャ

拡
大
を
引
き
続
き
実
施
す
る
。

酪

④

環
境
対
策

夜
間
の
騒
音
レ
ベ
ル
が
環
境
基
準
を
超
過
し
て
い

る
区
間
を
対
象
と
す
る
遮
音
壁
の
設
置
等
を
実
施
。

三

百
部
･
阪
神
高
速
道
路
公
団

1

首
都
高
速
道
路
公
団

都
市
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
中
央
環
状
新
宿
線
等

の
早
期
供
用
を
図
る
た
め
の
必
要
額
を
勘
案
し
、
平
成
一

五
年
度
に
お
い
て
は
、
高
速
道
路
建
設
費
八
七
二
億
円

(対
前
年
度
比
一
･
一
三
)
を
計
上
し
て
い
る
。

ま
た
、
高
速
道
路
改
築
費
と
し
て
は
、
以
下
の
事
業
を

推
進
す
る
た
め
、
二
六
二
億
円

(対
前
年
度
比
0
･
七
五
)

を
計
上
し
て
い
る

(表
3
)。

①

既
供
用
路
線
の
混
雑
を
緩
和
し
、
円
滑
な
交
通
流

の
確
保
を
図
る
箱
崎
両
国
J
C
T
間
改
良
等
を
実
施

す
る
。

②

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、
E
T
C

の
整
備
を
引
き
続
き
実
施
す
る
。

③

利
用
者
の
安
全
確
保
の
た
め
、
鋼
製
橋
脚
隅
角
部

補
強
等
の
道
路
構
造
物
の
安
全
対
策
等
を
引
き
続
き

実
施
す
る
。



表3 首都高速道路公団

区 分 15年度概
算要求(A)

前年度(B)
倍率
(A) / (B)

面
費
費
金
費
費
息

等
等

計
饑
憲
鎚
繕
i
計
費
“

業
建
政
略
査
修
禾

理
支

事鰡鰐鱗
,特“小癪瀞

○
高
高
関
調
維
建

業
業

4
士
Q
U
Q
〉
4
1
に
U

n
V
n
V
n
U
nh〉
ワf
n
V
n3
1基
"!

Û
4
士
n
Y
rh〕
4
ュ
1
▲
そり
R
U
ワ
ー

Û
Q
V
R
U
n
〕
け̂
す上
4
ム
ー
上
n
〉

7
I
4
1
1
ム
ー
▲
★E上
4
翼
n
Y
n
V
1
▲

4
1
4
よ
Û
rb
Q
U

K̂u
rn)
さ̂
1
ふ
R
Y
4
1
R
v
-b
4
≠

1
4
7
I
ヴ
ー
R
U
Q〉
X̂U
QV
Q
J
〔uV

彎L
〔U
n
〉
n
〉
n
〕
n
〕
n
〉
Û
1･▲

合 計 nY琉&“ 邱楓 祕

黛嚢
nv
n
v
n
〕
n
v
n
v
=̂〉
n
v
n
v
n
〉

n
Y
(=〕
Û
〔U
n
v
=̂〉
Û
n
〉
RU

QU
4
1
4
R
U
nXU
Û
n
〉
R
U
Q
U

R
U
Q
V
Q
J
ハリ
ー･▲
n
〉
〔U
1
上
り“

ハリ
ー
▲
1
▲
7
･
t
上
イー士
磁L
AU
ワ
ー

4
覆
す.上

り&

nV
nV
nU
nU
RU
ハU
nU
RV
にu

Û
Û
n
)
n
〕
nb
n
V
n
〕
X̂U
QV

R
U
QJ
Q
〉
1上
す-▲
nV
nV
1L
RU

ハリ
ハリ
〔uV
リ
ム
q
〉
Û
n
〉
q
y
Û

QJ
◆‐▲
i
▲
ハD
n
V
Qu
リ
ム
rb
7
I

4
1
墨

リム

7
-
ワー
ワ
ー
?
“
nソノム
ハて･U
間̂uV
ぬれ一文
1
上

Q
V
QJ
Q
J
=̂〉
=̂U
QJ
にU
n
)
nV

nU
〔U
n
V
1
▲
1
ユ
ー･蓋
Û
1
上
惟且

合 計 60"わ第RU 醇剱 祕九

表 4 阪神高速道路公団

区 分 15年度概
算要求(A)

前年度(B)
倍率
(A) / (B)

画
等
費
金
費
費
息

等
等

禾

理
支

騨
鰤

0
高
高
関
調
維
建

築
業

〔U
nv
n
〉
1具
nv
q
y
n〕
nV
QJ

O
O

9
0
0
0
4
4

n〉
41

AY
R
U
nv
qv
Û
RU

77
19

24
13
34
34
第

1上

にD

0
5
1
1
0
7
4
8
6

90
12
5
覆
01
88
れ
“
総

琉
即

25
23
鮠
34
97

1

4

17
96
減
93
99
鉛
“
"
慌

L
G
皆

Q
Q
Q
Q
Q
L

合 計

" 彌 饅面
金
)
)
金
金
)
)
)
等

体

モ
債
き
金

十

F
副
一
族
l
債
、
入

府
註
資
鷺
撲

入
,

-蛋

共

道

湯せ穿

偽
曾

爾同

政
之
投
訂
投

鵲
i

資

鄭
方

主
"
緑
r
務

≦
財
;
民

機
故
倍
収

地

0
出
(
(
財
目
(
(
(
業

纖那剱期薊剱則御織

髭
12
12
73
12
第
鮑
"
蘂

剱抑椰薊即剱即剱邱

第
聡
報
357
95
幻
燈
鰡
187

留
錺
97
04
雌
蘂
74
25
99

nV
〔U
ハU
1ム
ーム
ー▲
〔U
1墨
nY

合 計 彌、 彌 耿、.o

2

阪
神
高
速
道
路
公
団

都
市
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
淀
川
左
岸
線
等
の
早

期
供
用
を
図
る
た
め
の
必
要
額
を
勘
案
し
、
平
成
一
五
年

度
に
お
い
て
は
、
高
速
道
路
建
設
費
七
七
〇
億
円

(対
前

年
度
比
一
･
一
七
)
を
計
上
し
て
い
る
。

ま
た
、
高
速
道
路
改
築
費
と
し
て
は
、
以
下
の
事
業
を

推
進
す
る
た
め
、
一
九
四
億
円
(対
前
年
度
比
0
･
九
六
)

を
計
上
し
て
い
る

(表
4
)。

①

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、
E
T
C

の
整
備
を
引
き
続
き
実
施
す
る
。

②

利
用
者
の
安
全
確
保
の
た
め
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構

は
全
線
供
用
し
て
お
り
、
西
瀬
戸
自
動
車
道

(五
九
･
四

造
物
改
築
等
を
引
き
続
き
実
施
す
る
。

蹴

は
、
平
成

=
年
五
月
に
野
毛
道

同、

多
々
羅

四

本
州
四
国
連
絡
橋
公
団

1

こ
れ
ま
で
の
整
備
状
況
と
今
後
の
整
備
予
定

の

こ
れ
ま
で
の
整
備
状
況

三
ル
ー
ト
か
ら
な
る
本
州
四
国
連
絡
道
路
は
、
計
画
延

長

一
八
五

･
七
如
の
う
ち
、
現
在

一
七
二
･
九
m

(九

三
%
)
を
供
用
中
で
あ
る
。
神
戸
淡
路
鳴
門
自
動
車
道

(八
九
･
0
脳
)
と
瀬
戸
中
央
自
動
車
道

(三
七
･
三
蹴
)

蹴
)
は
、
平
成
=

年
五
月
に
新
尾
道
大
橋
、
多
々
羅
大

橋
及
び
来
島
海
峡
大
橋
を
供
用
し
、
一
部
の
島
内
区
間
を

残
し
概
成
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
本
州
四
国
連
絡
道
路
三

ル
ー
ト
が
概
成
し
た
。

②

今
後
の
整
備
予
定

西
瀬
戸
自
動
車
道
の
生
口
島
及
び
大
島
の
島
内
未
供
用

区
間
に
つ
ぃ
て
は
･
平
成
=

年
度
よ
り
△禄

施
行
方
式

微

に
よ
り
整
備
を
進
め
て
い
る
o
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表5 本州四国連絡橋公団

区 分

15年度概昇要求
(A) 緘⑬ B悴狄
鮮 %珍 鮴 驫 鱗 発紛画

費
費
費
等

等
等

十

理
息
計
費
出

業
設
査
管
利

穣

事

特
設
小
務
務

○
建
調
維
建

業
業

靴
雛
競
籤
‐553
356

8

邊

270
257
629
籤
鰓
059
342

尾

&
盪

409
327
脚
460
-
鰯
890

a

叢

澗
脚
脚
劉
芻
潴
栩

8

a
溝

舛
84
94
第

-
鋭
れ

れ
総
鋭
側
那
郭
れ

nY
Û
Û
1▲
Û
Û
t-▲

合 計 648
.
499

瘢 鰊 慾 鱒 第嚢
襲

"
鸚
銘
28
000

700
800
0
0
800
971

親
臨
流

臘
虱駕

駕
纖

@
総
那
-
則
御
桝
0
0
緘
膨

80
53
髭

180

161
142

142
銘

"
榔
銘
29
000

600
600
800
800
0
795

80
53
26

80

鱒
91
51
“

留

則
榔
薊
-
@
鮒
郡
0
芻

卸
斑
第

180

103
班
税
第

86

め
鱒
m
㈱
拗
郎
瓱鞠“轍…瀦…㈱

即
拗
即

斡
随蜷鞠…鞠…糊…㈱合 計 648

.
499

彌 鰊 鱗 鼬 鱒

2

平
成
一
五
年
度
概
算
要
求
の
概
要

(要
求
事
業
費

(表
5
))

①

西
瀬
戸
自
動
車
道
大
島
道
路

公
。併
施
行
)
の
料

金
所
の
撤
去
、
生
口
島
島
内
道
路
施
工
方
法
検
討
等

の
た
め
の
建
設
費
と
し
て
三
億
円

(対
前
年
度
比

0
･
七
一
)
を
計
上
。

②

既
供
用
区
間
の
維
持
管
理
費
と
し
て
七
六
億
円

(対
前
年
度
比
○
･
九
四
)
を
計
上
。

③

上
記
の
建
設
費

･
維
持
管
理
費
の
他
に
、
調
査
費

三
億
円
及
び
建
設
利
息
等
五
億
円
、
全
体
事
業
費
と

し
て
八
六
億
円
(対
前
年
度
比
○
･
九
三
)
を
計
上
。

五

有
料
道
路
融
資
事
業

概
算
要
求
に
あ
た
っ
て
は
、
N
T
T
ー
A
型
事
業
を
除

い
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

1

一般
有
料
道
路
の
建
設

継
続
六
路
線
の
事
業
を
推
進
し
、
新
規
に
銚
子
連
絡
道

路

[千
葉
県
道
路
公
社
]
(五
･
九
如
)、
遠
阪
ト
ン
ネ
ル

有
料
道
路

[兵
庫
県
道
路
公
社
]
(四
･
七
蹴
)
の
事
業

に
着
す
る
。
ま
た
、
そ
の
う
ち
、
浜
名
湖
新
橋
有
料
道
路

[静
岡
県
道
路
公
社
]
等
三
路
線
の
完
成
を
目
標
と
す
る
。
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2

指
定
都
市
高
速
道
路
の
建
設

印

名
古
屋
高
速
道
路

名
古
屋
高
速
清
洲
=
呂
線
に
重
点
投
資
を
図
る
ほ
か
、

名
古
屋
高
速
名
古
屋
新
宝
線
の
用
地
の
進
捗
等
を
推
進
す

る
た
め
、
平
成
一
五
年
度
に
お
い
て
は
、
事
業
費
四
四
〇

億
円

(対
前
年
度
比
○
･
九
○
)
を
計
上
し
て
い
る
。

②

福
岡
北
九
州
高
速
道
路

福
岡
高
速
道
路
で
は
、
上
部
工
耐
震
工
事
等
の
改
築
事

業
を
推
進
す
る
。

北
九
州
高
速
道
路
で
は
、
老
朽
化
が
進
ん
だ
高
速
4
号

線
に
お
い
て
、
適
正
な
料
金
水
準
の
も
と
で
採
算
性
を
確

保
し
つ
つ
大
規
模
補
修
工
事
を
実
施
す
る
た
め
、
公
的
助

成
の
拡
充
を
要
求
し
て
お
り
、
こ
の
た
め
の
所
要
額
と
し

て
事
業
費
一
三
九
億
円

(対
前
年
度
比
一
･
一
五
)
を
計

上
し
て
い
る
。

◎
広
島
高
速
道
路

広
島
高
速
一
号
線
(延
伸
)及
び
高
速
三
号
線

(n
期
)

の
整
備
を
推
進
す
る
た
め
の
所
要
額
と
し
て
、
事
業
費
九

一
億
円

(対
前
年
度
比
一
･
一
五
)
を
計
上
し
て
い
る
。



平
成
岬
五
年
鷹
道
路
関
係
予
算
概
算
要
求

地
方
遭
関
係
予
算
の
棚
暮

一

は
じ
め
に

地
方
道
は
、
都
道
府
県
道
と
市
町
村
道
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
延
長
は
、
都
道
府
県
道
約
一
三
万
臘
、
市
町

村
道
約
九
八
万
蛔
で
あ
り
、
我
が
国
の
一
般
道
路
延
長
の

九
五
%
を
占
め
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
整
備
状
況
は
ま

だ
ま
だ
低
く
、
整
備
に
対
す
る
地
域
の
期
待
と
要
望
は
図

1
の
と
お
り
極
め
て
高
い
も
の
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
に
平
成
一
五
年
度
は
、
都
道

府
県
道
･
市
町
村
道
の
事
業
の
う
ち
、
全
国
的
な
観
点
か

ら
国
の
支
援
が
真
に
必
要
な
も
の
に
対
し
重
点
的
に
支
援

を
行
い
、
効
率
的
な
地
方
道
整
備
の
推
進
を
図
る
た
め
に

要
す
る
事
業
費
と
し
て
、表
1
の
と
お
り
計
上
し
て
い
る
。

二

地
方
道
整
備
の
現
況

都
道
府
県
道
及
び
市
町
村
道
は
、
高

速
自
動
車
国
道
や
一
般
国
道
を
補
完
す

る
地
域
の
幹
線
道
路
網
の
一
部
を
構
成

す
る
重
要
な
社
会
基
盤
施
設
で
あ
る
。

ま
た
、
空
港
･
港
湾
･
鉄
道
駅
等
の
交

通
拠
点
、
工
業
･
流
通
団
地
や
観
光
･

リ
ゾ
ー
ト
施
設
等
へ
直
接
ア
ク
セ
ス
す

る
道
路
と
し
て
各
種
地
域
振
興
施
策
の

推
進
に
資
す
る
と
と
も
に
、
通
勤
･
通

学
、
買
い
物
、
病
院
や
福
祉
施
設
の
利

用
な
ど
、
地
域
の
生
活
環
境
の
向
上
を

図
る
う
え
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
o

道
路
局
地
方
道
･
環
境
課

廃棄物処理施設

教育･社会教育施設
儉
社
医
/

葉
汚

他

　
　

　
　

　

　
　

　

　

　
　
　

　

交

福

10 15 20

回答率(% )

< 資料> 社会資本の整備に関する世論調査(H 10 総理府)

図 1 特に整備を要望する身近な社会資本 (複数回答)

表 1 平成15年度予算概算要求状況
地方道 単位:億円

l l士 費 1(伸 率自 国費 ｣く伸 率 =
l へ l , l i l l王 国 9 123 L 03 8 825 1,04

0鋤地方道路整備臨時交付金を含む

第

範
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表 2 地方道の整備状況 (平成12年4月 1日現在)

彎実( 整備済延長(km) 率
)
備
%
整
(
改良済延長
･(km) 肝改(

鰺R簿霊麟鋤
…醜【
℃

53
,
776
,
8 29
,
839
,
9 55
.
5% 47
,
975
.
89
,
2%

21
,
773
,
1 10
,
779
,
7 49
,
5% 21
,
736
,
99
,
8%

32
,
003
.
7 19
,
060
,
2 59
.
6% 26
,
238
.
82
,
0%

道

嫉
裸

出

方
隨

竣

要
繃

5

道
圧
十
5

県

道

肘

村

槻
和

瀰 鰡彌 鰈 鵜 鵜賄薄謝裂総
道
圧
十
線艫右【 鰄剱 薦蝋 鰯競總 鵜鰓 郷磯

O幻J34 薇鱗 鵜市町村道
5
.
5 m 以上のみ鰔鴬 鯛攣 鰯鰔 螂※市町村道の51.3 % は一車線改良含み(当時の道路構造令基準に適合している道路)

し
か
し
、
そ
の
整
備
水
準
を
み
る
と
、
例
え
ば
、
改
良

率
が
、
国
道
が
八
九
%
で
あ
る
の
に
対
し
、
都
道
府
県
道

は
六
三
%
、
市
町
村
道
に
お
い
て
は
一
五
%

(
一
車
線
改

良
含
み
五
一
%
)
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
未
だ
に
、
交
通

不
能
区
間
、
通
行
規
制
区
間
、
バ
ス
等
の
大
型
車
の
す
れ

違
い
が
困
難
な
区
間
等
の
整
備
を
要
す
る
箇
所
が
数
多
く

残
さ
れ
て
い
る

(表
2
)
こ
と
か
ら
、
地
方
道
の
早
急
な

整
備
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

三

地
方
道
補
助
事
一葉
の
重
点
的
%な
推
進

地
方
道
の
管
理
･
整
備
の
大
半
は
地
方
公
共
団
体
の
財

源
で
ま
か
な
わ
れ
て
お
り
、
地
方
道
の
整
備
に
対
す
る
補

助
は
、
全
国
的
な
観
点
か
ら
重
点
的
な
支
援
が
必
要
な
一

部
の
地
方
道
事
業
に
対
し
て
実
施
し
て
い
る
。

具
体
的
に
国
と
し
て
の
支
援
を
行
う
必
要
が
あ
る
事
業

と
し
て
は
、
次
の
四
つ
の
要
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

も
の
で
、
整
備
効
果
の
高
い
事
業
に
対
し
て
重
点
的
に
支

援
を
行

っ
て
い
る
。

[地
方
道
補
助
事
業
の
四
つ
の
要
件
]

①

国
の
直
轄
事
業
に
関
連
す
る
事
業

直
轄
国
道
と
と
も
に
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す

る
道
路

等

②

国
家
的
な
事
業
に
関
連
す
る
事
業

国
際
博
覧
会
等
の
国
家
的
事
業
に
関
連
し
て
必
要
と

な
る
道
路

等

③

先
導
的
な
施
策
に
係
る
事
業

交
通
結
節
点
･
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

･
電
線
共
同
溝
整

備
等
に
よ
る
良
好
な
都
市
空
間
を
形
成
す
る
道
路

等

④

短
期
間
に
集
中
的
に
施
行
す
る
必
要
が
あ
る
事
業

渋
滞
対
策
等
緊
急
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
短
期
集

中
的
に
施
行
す
る
必
要
が
あ
る
道
路

等

四

事
業
の
計
画
性
･
透
明
性
の
確
保

計
画
的
･効
率
的
な
道
路
の
整
備
を
図
り
、
道
路
事
業

の
透
明
性
を
確
保
す
る
た
め
、
地
方
公
共
団
体
は
自
ら
の

発
意
に
よ
り
、
各
道
路
管
理
者
の
協
力
の
下
で
、
高
速
自

動
車
国
道
、
一
般
国
道
、
都
道
府
県
道
、
市
町
村
道
及
び

街
路
を
対
象
と
し
て
、
平
成
一
〇
年
以
降
一
〇
年
間
に
実

施
を
予
定
し
て
い
る
事
業
を
明
ら
か
に
し
た

｢道
路
の
整

備
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
｣
を
策
定
し
て
い
る
。
ま
た
、

事
業
の
推
進
に
あ
た
り
、よ
り
一
層
の
透
明
性
を
確
保
し
、

事
業
の
効
率
的
･
効
果
的
実
施
を
図
る
た
め
、
新
規
採
択

箇
所
及
び
採
択
後
長
期
間

(
一
〇
年
間
)
が
経
過
し
た
継

続
事
業
箇
所
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
施
要
領
及
び

実
施
細
目
に
基
づ
き
、
費
用
効
果
分
析

(B
/
C
)
や
客

観
的
評
価
指
標

(案
)
に
基
づ
く
新
規
事
業
採
択
時
評
価

又
は
再
評
価
を
行
い
、
事
業
採
択
又
は
継
続
の
必
要
性
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

五

平
成
一
五
年
度
の
主
要
施
策

○
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
道
路
整
備
に
資
す
る
道
路
の
構

造
に
係
る
見
直
し

(
一
･
五
車
線
的
道
路
整
備
等
)

(図
2
)

全
国
一
律
の
道
路
構
造
規
格
か
ら
、
地
域
に
応
じ
た
構

造
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
整
備
効
果
の
早
期
発
現
、
整
備

コ
ス
ト
の
縮
減
、
景
観
や
自
然
環
境
に
配
慮
し
た
地
域
に

な
じ
む
道
づ
く
り
を
推
進
す
る
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
の
検
討
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を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
交
通
量
が
少
な
く
狭
縊
で
あ
る
が
、
沿

線
住
民
の
生
活
維
持
の
観
点
か
ら
必
要
不
可
欠
な
中
山
間

地
域
の
道
路
の
区
間
に
つ
い
て
、
地
域
の
実
情
に
あ
っ
た

道
路
構
造
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
定
の
旅
行
速
度
と
安

全
性
の
確
保
を
迅
速
に
実
施
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

一
･
五
車
線
的
道
路
整
備
の
導
入
等
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
･
五
車
線
的
道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
各
都
道
府
県

の
管
内
に
お
け
る
道
路
整
備
の
優
先
順
位
を
全
般
的
に
見

直
し
、
一
･
五
車
線
的
道
路
整
備
を
優
先
整
備
箇
所
と
し

て
位
置
付
け
た
場
合
に
は
、
平
成
一
五
年
度
よ
り
助
成
を

行
う
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
通
勤
･
通
学
、
買
い
物
な
ど
日
常
の
活
動
に
伴

う
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
を
日
常
活
動
圏
全
体
で
利
用
可
能

と
す
る
た
め
に
は
、
圏
域
内
の
中
心
都
市
へ
の
日
常
的
な

移
動
の
利
便
性
･安
全
性
向
上
に
資
す
る
道
路
整
備
が
必

要
で
あ
る
。
特
に
、
市
町
村
の
合
併
に
つ
い
て
は
、
平
成

一
四
年
八
月
時
点
で
五
九
七
市
町
村
で
重
点
支
援
地
域
に

指
定
さ
れ
る

(図
3
)
な
ど
、
合
併
に
向
け
た
動
き
が
本

格
化
す
る
中
で
、
合
併
す
る
市
町
村
の
新
市
町
村
内
の
拠

点
を
連
絡
す
る
道
路
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
喫
緊
の
課
題

と
し
て
取
り
組
む
べ
き
も
の
で
あ
り
、
総
務
省
の
特
別
の

地
方
財
政
措
置
と
連
携
し
た

｢市
町
村
合
併
支
援
道
路
整

備
事
業
｣
を
積
極
的
に
活
用
し
、
短
期
間
で
の
整
備
が
図

ら
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
国
庫
補
助
の
優
先
採
択
･
重
点

配
分
に
よ
り
重
点
的
に
支
援
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

六

お
わ
り
に

地
方
道
の
整
備
は
、
道
路
管
理
者
が
自
ら
行
う
地
方
単

独
事
業
と
国
と
し
て
必
要
な
支
援
を
行
う
補
助
事
業
と
の

組
み
合
わ
せ
に
よ
り
行
わ
れ
る
が
、
昨
今
、
国
と
地
方
の

関
係
が
厳
し
く
問
わ
れ
、
そ
の
役
割
分
担
を
明
確
に
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
と
し
て
の
支
援
の
範
囲
を
、

先
に
述
べ
た
四
つ
の
要
件
に
よ
り
明
ら
か
に
し
た
う
え
で

推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
と
も
、
地
方
道
補
助
事
業
に
つ
い
て
は
、
関
係
各

地
方
公
共
団
体
等
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
効
率
的
に
実

施
し
、
地
方
道
の
整
備
の
促
進
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。
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一
は
じ
め
に

政
府
に
お
い
て
は
、
平
成
一
三
年

一
月
に

｢
e
-J
a

p
a

n
戦
略
｣
を
策
定
し
、
｢二
〇
〇
五
年
度
ま
で
に
世

界
最
先
端
の
I
T
国
家
と
な
る
｣
こ
と
が
政
府
の
方
針
と

し
て
掲
げ
ら
れ
た
。
さ
ら
に

｢
e
-J
a

p
a

n
戦
略
｣

を
具
体
化
し
、
高
度
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
の
形

成
の
た
め
に
政
府
が
迅
速
か
つ
重
点
的
に
実
施
す
べ
き
施

策
の
全
容
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
と
し
て
同
年
三
月
二
九

日
に
I
T
戦
略
本
部
に
お
い
て

｢
e
-J
a
p
a

n
重
点

計
画
｣
が
策
定
さ
れ
、
｢世
界
最
高
水
準
の
高
度
情
報
通

信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
｣
を
図
る
こ
と
と
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
情
報
通
信
網
の
高
速
化
に
対
す
る
ニ
ー
ズ

が
急
速
に
高
ま
っ
て
い
る
社
会
的
背
景
の
も
と
、
道
路
管

理
者
に
お
い
て
も
、
こ
の

｢世
界
最
高
水
準
の
高
度
情
報

通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
｣
を
積
極
的
に
支
援
す
る
た

め
、
こ
れ
ま
で
、
低
コ
ス
ト
で
光
フ
ァ
イ
バ
ー
が
敷
設
で

き
る
よ
う
公
共
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
収
容
空
間

(共
同

溝

･
電
線
共
同
溝

･
情
報
B
O
X
)
の
整
備
を
進
め
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
般
、
高
度
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
形
成
を
よ
り
一
層
進
め
る
た
め
、
平
成
一
四
年
六

月
に
政
府
に
お
い
て
策
定
し
た

｢
e
-J
a
p
a

n
重
点

計
画
ー
2
0
0
2
｣
等
を
受
け
、
収
用
空
間
等
の
整
備
、

開
放
に
加
え
、
国
の
管
理
す
る
河
川
･
道
路
管
理
用
光
フ

ァ
イ
バ
ー
の
う
ち
、
当
面
利
用
予
定
の
な
い
も
の
に
つ
い

て
、
今
年
度
か
ら
、
第
一
種
電
気
通
信
事
業
者
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
事
業
者
、
国
、
地
方
公
共
団
体
に
開
放
す
る
こ

と
と
し
た
。

以
下
そ
の
概
要
を
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。

二

道
路
管
理
用
光
フ
ァ
イ
バ
ー

道
路
管
理
用
光
フ
ァ
イ
バ
ー
は
、
道
路
管
理
の
た
め
に

敷
設
さ
れ
た
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
こ
と
で
あ
り
、
主
に
高

速
･
大
容
量
通
信
が
可
能
な
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
特
性
を
活

か
し
て
C
C
T
V
、
セ
ン
サ
、
道
路
情
報
板
、
情
報
コ
ン

セ
ン
ト
等
情
報
の
集
配
信
、
施
設
の
遠
隔
操
作
等
に
使
用

さ
れ
て
い
る
。

そ
の
敷
設
延
長
は
、平
成
一
四
年
度
末
現
在
で
約
一
五
、

0
0
o
b
と
な
る
見
込
み
で
あ
り
、
未
整
備
箇
所
が
残
っ

て
い
る
も
の
の
概
ね
全
国
規
模
に
敷
設
さ
れ
て
い
る
。
光

フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
の
芯
線
数
は
敷
設
箇
所
に
よ
っ
て

異
な
る
が
、
一
般
的
に
は
一
〇
〇
芯
程
度
と
な
っ
て
お
り
、

今
回
の
制
度
に
よ
り
利
用
可
能
と
な
る
の
は
、
箇
所
に
よ

っ
て
異
な
る
が
約
一
~
三
割
程
度
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
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し
、
箇
所
に
よ
っ
て
は
全
て
施
設
管
理
用
と
し
て
使
用

(予
定
を
含
む
)
し
て
い
る
た
め
、
利
用
可
能
な
芯
線
が

存
在
し
な
い
箇
所
も
存
在
す
る
。

三

道
路
管
理
用
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
の

民
間
事
業
等
に
よ
る
利
用
に
係
る
制
度
の
ス

キ
ー
ム

今
回
の
制
度
に
お
い
て
は
、
道
路
法
第
二
〇
条
に
規
定

す
る
｢兼
用
工
作
物
｣
の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

道
路
管
理
用
と
し
て
敷
設
し
た
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル

を
民
間
事
業
者
等
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
い

る
o今

回
の
制
度
を
活
用
す
る
場
合
に
は
、
道
路
管
理
者
と

民
間
事
業
者
等
の
間
で

｢兼
用
工
作
物
管
理
協
定
｣
を
締

結
す
る
こ
と
と
し
て
い
る

(
※
1
参
韶
霧

ま
た
、
こ
の

｢兼
用
工
作
物
管
理
協
定
｣
は
民
間
事
業

者
が
、
道
路
管
理
用
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
利
用
し
、
安
定
的

な
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
を
行
え
る
よ
う
、
い
わ
ゆ
る
I
R

U
の
要
件

(※
2
参
昭
巴
を
満
足
す
る
よ
う
定
め
ら
れ
て

い
る
。

な
お
、
今
回
の
制
度
は
、
あ
く
ま
で
道
路
管
理
用
と
し

て
敷
設
し
た
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
の
う
ち
当
面
利
用

予
定
の
な
い
も
の
に
つ
い
て
道
路
と
の

｢兼
用
工
作
物
｣

と
し
て
、
道
路
管
理
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
第
一
種
電
気

通
信
事
業
者
等
に
開
放
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
必
ず
し

も
、
利
用
事
業
者
等
の
計
画
等
に
併
せ
て
開
放
で
き
る
も

の
で
は
な
い
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
民
間
事
業
者
等
に
あ

○
障
害
等
の
復
旧
等

っ
て
は
、
こ
の
制
度
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
い
た
上
で
、

･利
用
事
業
者
等

当
該
制
度
を
活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
る
。

※
1

｢河
川
･
道
路
管
理
用
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
兼

用
工
作
物
管
理
協
定
｣
の
ポ
イ
ン
ト

○
財
産
の
帰
属

･
施
設
管
理
者
に
帰
属
。

○
接
続
工
事
及
び
そ
の
費
用

･
ク
ロ
ー
ジ
ャ
等
へ
の
接
続
工
事
等
に
つ
い
て
は
、

施
設
管
理
者
の
立
会
い
の
も
と
利
用
事
業
者
等
が

行
い
、
接
続
工
事
等
に
要
す
る
費
用
は
利
用
事
業

者
等
の
負
担
。

○
使
用
の
期
間

･
使
用
開
始
日
か
ら
一
〇
年
間
は
、
書
面
に
よ
る
合

意
が
な
い
限
り
一
年
ご
と
の
自
動
更
新
。

･
一
〇
年
経
過
後
は
施
設
管
理
者
が
六
か
月
前
ま
で

に
通
告
す
れ
ば
利
用
事
業
者
等
の
同
意
な
く
更
新

を
拒
否
で
き
る
。

○
維
持
管
理

･
施
設
管
理
者
は
、兼
用
工
作
物
等
の
点
検
方
法
等
、

保
守
の
実
施
に
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
保
守
細
則

を
定
め
そ
れ
に
基
づ
き
保
守
を
行
う
。

○
使
用
の
中
止

･
天
災
地
変
そ
の
他
不
可
抗
力
に
よ
り
や
む
を
得
な

い
場
合
等
に
は
、
兼
用
芯
線
等
の
使
用
を
中
止
す

る
こ
と
が
あ
る
。

･
利
用
事
業
者
等
の
責
め
に
帰
さ
な
い
事
由
に
よ
り

兼
用
工
作
物
に
障
害
等
の
損
害
が
発
生
し
た
場
合

は
施
設
管
理
者
は
、
自
ら
の
負
担
で
速
や
か
に
そ

の
復
旧
に
努
め
る
。
た
だ
し
、
障
害
等
の
復
旧
が

困
難
な
場
合
は
、
速
や
か
に
そ
の
対
応
に
つ
い
て

協
議
す
る
。

･
施
設
管
理
者
は
、
そ
の
管
理
す
る
河
川
･
道
路
の

復
旧
を
要
す
る
事
態
が
生
じ
た
場
合
は
、
そ
の
復

旧
を
優
先
す
る
こ
と
が
出
来
る
も
の
と
し
、
利
用

事
業
者
等
は
こ
れ
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

･
利
用
事
業
者
等
は
、
そ
の
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由

に
よ
っ
て
、
河
川
･
道
路
管
理
用
光
フ
ァ
イ
バ
ー

ケ
ー
ブ
ル
等
に
つ
い
て
、
全
部
又
は
一
部
を
滅
失

ま
た
は
殿
損
し
た
場
合
は
、
そ
の
損
害
を
賠
償
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

･
利
用
事
業
者
等
は
、
本
協
定
の
定
め
に
よ
り
使
用

の
中
止
、
協
定
の
解
除
が
な
さ
れ
た
場
合
、
そ
の

事
由
、
名
目
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
施
設
管
理

者
に
対
し
て
営
業
補
償
費
移
転
料
、
立
退
料
そ
の

他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
を
一
切
請
求
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。

○
非
常
時
の
公
共
施
設
管
理
用
通
信
の
確
保

･災
害
等
に
よ
り
公
共
施
設
管
理
用
芯
線
が
使
用
不

可
に
な
る
等
の
非
常
時
に
は
、
一
時
的
に
、
兼
用
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芯
線
の
利
用
等
に
よ
り
公
共
施
設
管
理
用
通
信
の

確
保
を
図
る
o

o
協
定
の
解
除

･
施
設
管
理
者
の
通
信
量
の
増
大
等
の
事
情
に
よ

り
、
施
設
管
理
者
が
使
用
す
る
芯
線
に
不
足
が
見

込
ま
れ
る
場
合
等
に
お
い
て
は
、
書
面
に
よ
る
合

意
の
上
、
協
定
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
使
用
上
の
制
限

目
的
外
使
用
の
禁
止
。

･
第
三
者
へ
の
譲
渡
、
貸
与
、
第
三
者
の
た
め
の
権

利
設
定
は
不
可
。

※
2

ー
R
U

(す
Q
曵
①
①
の
背
面

刀
河
津

0
岫
こ
の
の
｢
m

破
棄
し
得
な
い
使
用
権
)
(｢電
気
通
信
事
業
者
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
マ
ニ
ュ
ア
ル
｣
平
成
一
四
年
四
月

総
務
省
よ
り
)

契
約
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
、
関
係
当
事
者
の
合
意
が

な
い
限
り
破
棄
又
は
終
了
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
長

期
安
定
的
な
使
用
権
の
こ
と
。

他
者
の
所
有
す
る
光
フ
ァ
イ
バ
ー
等
に
つ
い
て
I
R

U
の
設
定
を
受
け
た
事
業
者
は
、
当
該
光
フ
ァ
イ
バ
ー

等
を
継
続
的
に
支
配
･
管
理
し
て
い
る
状
態
に
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
。

I
R
U
が
認
め
ら
れ
る
に
は
以
下
の
要
件
が
必
要
で

あ
る
。
①

使
用
権
を
取
得
す
る
第
一種
電
気
通
信
事
業
者

の
同
意
な
し
に
契
約
を
破
棄
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
こ
と
。

②

使
用
期
間
全
体
に
わ
た
る
合
理
的
な
使
用
料
金

の
設
定
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

③

電
気
通
信
回
線
設
備
所
有
者
に
よ
っ
て
対
象
物

件
に
第
三
者
担
保
権
が
設
定
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
。

④

使
用
契
約
期
間
に
つ
い
て
、
使
用
契
約
が
安

定
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
以
下
の
い
ず
れ
か
の

要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

ア

使
用
契
約
期
間
が
一
〇
年
以
上
で
あ
る
こ

と
。

イ

使
用
契
約
期
間
が
一
年
以
上
で
あ
り
、か
つ
、

契
約
書
等
に
お
い
て
、
以
下
の
点
が
確
認
さ
れ

て
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、
使
用
契
約
期
間
の
累

.

計
が
一
〇
年
を
超
え
る
場
合
に
お
け
る
当
該
超

え
る
部
分
に
相
当
す
る
契
約
に
つ
い
て
は
、
こ

の
限
り
で
な
い
。

A

契
約
の
自
動
更
新
の
定
め
が
あ
る
こ
と

B

第
一
種
電
気
通
信
事
業
者
の
同
意
が
な
い

限
り
、
更
新
を
拒
否
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

こ
と

ウ

そ
の
他
ア
、
イ
に
類
す
る
特
別
の
事
情
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

四

道
路
管
理
用
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
民
間
事
業

者
等
に
よ
る
利
用
方
法
の
概
要
(※
3
参
照
)

今
回
の
制
度
に
お
い
て
は
、
｢二
〇
〇
五
年
度
ま
で
に

世
界
最
先
端
の
I
T
国
家
と
な
る
た
め
、
高
度
情
報
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
積
極
的
に
支
援
｣
す
る
た
め
に

講
じ
ら
れ
る
措
置
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
対
象
と
な
る
光
フ

ァ
イ
バ
ー
芯
線
を
利
用
し
て
多
数
の
者
に
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
で
き
る
第
一
種
電
気
通
信
事
業
者
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

事
業
者
を
対
象
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
国
、
地
方
公
共
団

体
に
つ
い
て
も
、
そ
の
公
共
性
及
び
電
子
政
府
の
実
現
に

資
す
る
こ
と
を
考
慮
し
当
該
制
度
の
対
象
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
開
放
区
間
の
指
定
、
ク
ロ
ー
ジ
ャ
の
設
置
に
関

す
る
事
項
等
を
定
め
て
い
る
が
、
今
回
の
制
度
は
、
あ
く

ま
で
も
道
路
管
理
用
と
し
て
敷
設
し
た
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の

う
ち
当
面
利
用
予
定
の
な
い
も
の
に
つ
い
て
、
道
路
管
理

に
支
障
の
な
い
範
囲
で
第
一
種
電
気
通
信
事
業
者
等
に
開

放
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
｢兼
用
工
作
物
管
理
協
定
｣

と
同
様
に
、
民
間
事
業
者
等
に
あ
っ
て
は
、
制
度
の
趣
旨

を
ご
理
解
い
た
だ
い
た
上
で
、
当
該
制
度
を
活
用
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
利
用
希
望
者
が
多
く
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
芯
線
が

不
足
す
る
場
合
は
、
利
用
希
望
者
間
で
調
整
し
て
い
た
だ

き
、
利
用
事
業
者
等
を
決
定
す
る
こ
と
と
な
る
。

※
3

｢河
川
･
道
路
管
理
用
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
民
間
事
業

者
等
に
よ
る
利
用
方
法
の
概
要
｣

0
制
度
の
対
象

･
第
一
種
電
気
通
信
事
業
者
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事

業
者
、
国
、
地
方
公
共
団
体
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○
開
放
区
間

･
事
務
所
、
出
張
所
、
約
一
〇
蹴
間
隔
の
事
務
所
で

指
定
す
る
ク
ロ
r
ジ
ャ
又
は
光
成
端
箱

(以
下

｢指
定
ク
ロ
ー
ジ
ヤ
等
｣
と
呼
ぶ
。)
間
で
開
放
す

る
。

･
分
岐
は
、
原
則
と
し
て
指
定
ク
ロ
ー
ジ
ャ
等
で
の

み
認
め
る
。

○
最
小
開
放
芯
線
数

･
最
小
開
放
芯
線
数
=
-
テ
ー
プ

(二
、
四
、
八
芯
)

○
開
放
芯
線

(テ
ー
プ
数
)

.
[開
放
テ
ー
プ
数
]
=

[光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
テ
ー

プ
数
]
-

零
フ後
一
〇
年
間
に
使
用
予
定

(使
用

中
含
む
)
テ
ー
プ
数
]

○
ク
ロ
ー
ジ
ャ
の
設
置

･
開
放
区
間
内
へ
の
追
加
ク
ロ
ー
ジ
ヤ
設
置
は
認
め

な
い
。

･
指
定
ク
ロ
ー
ジ
ャ
等
に
お
け
る
分
岐
時
に
、
そ
の

ハ
ン
ド
ホ
ー
ル
内

(架
空
区
間
の
場
合
は
近
傍
)

に
、
利
用
事
業
者
等
側
の
負
担
で
、
分
岐
用
ク
ロ

ー
ジ
ヤ
の
設
置
を
義
務
づ
け
る
。
な
お
、
光
成
端

箱
に
お
け
る
分
岐
時
に
つ
い
て
は
、
分
岐
用
ク
ロ

ー
ジ
ヤ
の
設
置
を
認
め
な
い
。

･
民
間
事
業
者
間
に
よ
る
ク
ロ
ー
ジ
ャ
の
共
同
設
置

を
認
め
る
o

o
中
継
装
置
、
伝
送
機
器
等
の
設
置

･
事
務
所
及
び
出
張
所
内
等
へ
の
中
継
装
置
、
伝
送

機
器
等
の
設
置
は
認
め
な
い
。

と
な
っ
て
い
る
。
具
体
の
開
放
区
間
、
開
放
芯
線
の
状
況

･
事
務
所
及
び
出
張
所
内
等
へ
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ

ー
ブ
ル
の
設
置
に
つ
い
て
は
国
有
財
産
法
に
基
づ

く
使
用
の
許
可
を
得
た
上
で
設
置
を
認
め
る
。

○
情
報
の
提
供

･
公
募
区
間
、
公
募
条
件

(光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
品
質

等
の
技
術
的
条
件
な
ど
を
含
む
)
に
つ
い
て
は
、

利
用
希
望
事
業
者
等
の
公
募
の
際
に
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
お
い
て
提
供
(光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
設
置
状
況
、

開
放
状
況
等
に
つ
い
て
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い

て
提
供
)。

○
利
用
事
業
者
等
の
決
定

･
利
用
希
望
者
間
で
調
整
の
上
、
決
定
。

五

道
路
管
理
用
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
民
間
事
業

者
等
に
よ
る
利
用
に
係
る
分
担
金

道
路
管
理
用
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
民
間
事
業
者
等
に
よ
る

利
用
に
係
る
分
担
金
に
つ
い
て
は
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー

ブ
ル
等
の
敷
設
及
び
維
持
管
理
に
要
し
た
費
用
の
実
績
か

ら
、
耐
用
年
数
、
残
存
価
格
割
合
及
び
芯
線
数
を
考
慮
し

て
算
出
し
て
お
り
、
原
則
と
し
て
一
六
円
/
芯
/
m
/
年

と
な
っ
て
い
る

(た
だ
し
、
堤
防
区
間
等
、
敷
設
が
容
易

な
箇
所
に
つ
い
て
は
、
一
一
円
/
芯
/
m
/
年
)。

六

利
用
に
係
る
手
続
き

利
用
に
係
る
手
続
き
フ
ロ
ー
は

(図
参
照
)
の
と
お
り

等
に
つ
い
て
は
、
六
月
下
旬
よ
り
各
地
方
整
備
局
等
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
、
ま
た
七
月
下
旬
か
ら
八

月
に
か
け
て
、
｢河
川
･
道
路
管
理
用
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の

民
間
事
業
者
等
に
よ
る
利
用
に
か
か
る
説
明
会
｣
を
各
地

方
整
備
局
に
お
い
て
実
施
し
て
い
る
。

こ
の
説
明
会
や
民
間
事
業
者
等
か
ら
の
具
体
の
開
放
箇

所
等
に
係
る
事
前
昭
容
云を
経
て
、
九
月
中
旬
か
ら
九
月
下

旬
に
か
け
て
、
各
地
方
整
備
局
ご
と
に
利
用
希
望
申
込
み

を
受
け
付
け
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
利
用
希
望
者
間
の

調
整
が
無
い
場
合
な
ど
、
順
調
に
手
続
き
が
進
め
ば
、
利

用
申
込
み
か
ら
約
半
年
程
度
で
接
続
工
事
に
と
り
か
か
っ

て
い
た
だ
け
る
こ
と
と
な
る
。
(な
お
、
今
後
の
光
フ
ァ

イ
バ
ー
の
整
備
状
況
に
鑑
み
、
年
一
回
程
度
、
利
用
希
望

の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
る
予
定
で
あ
る
。)

当
該
制
度
に
係
る
各
種
情
報
は
国
土
交
通
省
の
H
P
を

通
じ
て
提
供
を
行
っ
て
い
る
の
で
詳
細
に
関
し
て
は
本
省

及
び
各
地
方
整
備
局
の
H
P
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た

い
。七

お
わ
り
に

当
該
制
度
は
、
上
述
の
よ
う
に
、
道
路
管
理
用
と
し
て

敷
設
し
た
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
う
ち
当
面
利
用
予
定
の
な
い

も
の
に
つ
い
て

｢兼
用
工
作
物
｣
と
し
て
、
道
路
管
理
に

支
障
の
な
い
範
囲
で
第
一
種
電
気
通
信
事
業
者
等
に
開
放

す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
利
用
に
当
た
っ
て
は
一
定
の
制
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眼
が
か
か
る
こ
と
と
な
る
が
、
｢世
界
最
先
端
の
I
T
国

制
度
等
を
積
極
的
に
推
進
し
、
｢高
度
情
報
通
信
ネ
ッ
ト

な
手
続
き
関
係
に
つ
い
て
も
、
民
間
事
業
者
等
と
情
報
交

“

家
の
形
成
｣
は
我
が
国
に
と
っ
て
も
最
も
重
要
な
目
標
の

ワ
ー
ク
の
形
成
｣
に
対
し
て
、
十
分
に
支
援
し
て
い
く
こ

換
等
を
行
い
、
円
滑
か
つ
適
切
に
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し

一
つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
土
交
通
省
と
し
て
も
、
当
該

と
と
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
当
該
制
度
を
含
む
、
様
々

た
い
と
考
え
て
い
る
。

滴"〒セ 2002.10

ホームページにて道路管理用光ファイバーの芯線を開放する区間、開放期限、
開放可能芯数、基本的条件を公表し、利用希望者 (国、地方公共団体、第一種
電気通信事業者、ケーブルテレビ事業者) を募集する。

園l用希望劉

調整依頼書の通知

受 理 l

芯線開放通知書の送付

、
1
I
I
I
-》
I
l
1
1
Iノ

、I
ト
ー
ノ
、
II
I>
11
ノ

、Iトーノ
、

〉

/

艫路〔河川l〕管理圃

利用希望者間調整

L-鰹灘朧蟻鰹溝辺鰻蜆J
調整結果の報告

協定の官報公示

注 :本手続きフローは、標準的なケースを想定しているものである.

図 利用に関する手続きフロー



攣
藏
盟
鰹
臟

『邇
蹴
ふ
れ
あ
い
卿
鬮
』鱸
蛎
衙
暮
緘
霊

(西
日
本
)

近
畿
地
古
整
備
局

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣

･

｢道
の
日
｣
行
事
報
告

近
畿
地
方
整
備
局
で
は
、
八
月
の

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月

間
｣
及
び
八
月
一
〇
日
の
｢道
の
日
｣
の
趣
旨
に
沿
っ
て
、

道
路
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
る
べ
く
、
本
局
及
び
管

内
道
路
関
係
事
務
所
に
お
い
て
多
彩
な
行
事
を
実
施
し
ま

し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

｢み
ち
｣
と

｢近
畿
｣
を
テ
ー
マ
に
し
た

シ
ョ
ー
ト
ス
ト
ー
リ
ー
･
コ
ン
テ
ス
ト

国
民
に

｢近
畿
の
道
｣
に
興
味
を
抱
い
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
近
畿
地
方
整
備
局
が
主
催
し
、
シ
ョ
ー

ト
ス
ト
ー
リ
ー
作
品

(原
稿
用
紙
二
〇
枚
程
度
)
を
広
く

募
集
し
ま
し
た
。
本
年
が
初
の
試
み
で
あ
っ
た
に
も
関
わ

ら
ず
、
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
全
国
二
三
の
都
道
府
県
在

住
の
方
々
か
ら
、
九
五
の
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

八
月
末
に
応
募
を
締
切
り
、
審
査
を
行
い

(審
査
委
員

長
直
木
賞
受
賞
作
家

･
難
波
利
三
氏
)、
一
〇
月
に
入
賞

作
品
を
決
定
し
ま
す
。

住
民
主
体
の
清
掃
活
動

大
阪
国
道
工
事
事
務
所
で
は
、
昨
年
に
続
き
、
地
元
団

体
等
で
構
成
す
る
実
行
委
員
会
に
よ
り

｢御
堂
筋
清
掃
大

作
戦
｣
と
称
し
、
清
掃
･
放
置
自
転
車
に
対
す
る
啓
発
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
道
路
愛
護
等
の
表
彰
式
を
行
い
、

最
後
は
児
童
に
よ
る
道
路
美
化
宣
言
で
締
め
く
く
り
ま
し

た
。
又
、
京
都
、
姫
路
、
兵
庫
の
各
事
務
所
で
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
等
と
清
掃
や
放
置
自
転
車
の
啓
発
を
共
同
で

実
施
し
ま
し
た
。

みんなの道路を美しく
ボランティア団体との共同清掃

みんなで道路をきれいにしましょう !

道
路
見
学
会

小
学
生
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
改
築
工
事
現
場
、
道

路
施
設
、
建
設
機
械
等
の
見
学
会
を
京
都
、
豊
岡
、
奈
良
、

和
歌
山
、
福
井
の
各
事
務
所
に
お
い
て
行
い
ま
し
た
。
京

都
で
は
夕
刻
、
改
築
工
事
現
場
付
近
で
ツ
バ
メ
の
乱
舞
と

ヨ
シ
原
の
見
学
も
行
い
ま
し
た
。
又
、
奈
良
で
は
、
｢奈

良
の
道
と
歴
史
の
ミ
ス
テ
リ
!
探
検
ツ
ア
ー
｣
と
題
し
、

探
偵
に
任
命
さ
れ
た
小
学
生
に
工
事
現
場
や
歴
史
的
町
並

み
で
飛
鳥
時
代
か
ら
現
代
ま
で
の
道
と
歴
史
に
関
す
る
指

令
に
対
し
調
査
し
て
も
ら
い
、
後
日
報
告
書
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

　
　

　　

　

　

　　

　
　　
　
　

　

　

　　

　
　

　
　
　　

　

史
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広
報
イ
ベ
ン
ト

よ
り
多
数
の
住
民
と
ふ
れ
あ
う
た
め
、
滋
賀
、
福
知
山
、

　

京
都
、
浪
速
、
奈
良
、
和
歌
山
、
紀
南
、
福
井
の
各
事
務

ゆ

所
で
広
報
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
滋
賀
で
は
地
元

?　

太
鼓
、
小
学
生
の
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
演
奏
、
福
知
山
で

行

は
地
元
の
歴
史
研
究
会
に
よ
る
歴
史
街
道
講
演
会
、
京
都

醤

で
は
道
の
相
談
室
の
開
設
、
奈
良
で
は
自
動
車
専
用
道
路

牧



の
落
下
物
展
示
、
和
歌
山
で
は
速
乾
性
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を

用
い
た
オ
ブ
ジ
ェ
制
作
、
紀
南
で
は
道
の
ア
イ
デ
ア
大
賞

の
表
彰
の
実
施
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー
ト
に
よ
る
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
教
室
、
福
井
で
は
地
元
の
お
祭
り
に
参
加
す
る

な
ど
、
単
に
見
て
も
ら
う
だ
け
で
は
な
く
参
加
型
の
イ
ベ

ン
ト
と
し
、
で
き
る
限
り
住
民
主
体
の
行
事
と
な
る
よ
う

努
め
ま
し
た
。

ま
た
、
改
築
事
務
所
の
浪
速
国
道
工
事
事
務
所
で
は
、

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
供
用
間
近
の
第
二
京
阪
道
路
の
重
要

性
、
利
便
性
に
つ
い
て
も
P
R
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
他
、
｢道
の
日
T
シ
ャ
ツ
｣
の
地
元
高
校
生
に
よ

る
デ
ザ
イ
ン
制
作
、
障
害
者
団
体
と
の
合
同
現
地
調
査
、

小
学
生
に
よ
る
通
学
路
点
検
、
ア
ン
ケ
ー
ト
付
き
の
P
R

グ
ッ
ズ
の
配
布
等
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
様
々
な
行
事

を
展
開
し
た
こ
と
に
よ
り
、市
民
の
方
々
に
対
す
る
理
解
、

道
路
を
慈
し
む
気
持
ち
は
よ
り
一
層
高
ま
っ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。

中
国
地
古
整
備
局

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
◆

｢道
の
日
｣
関
連
行
事
に
つ
い
て

中
国
地
方
整
備
局
で
は
、
毎
年
八
月
の

｢道
路
ふ
れ
あ

い
月
間
｣
、
八
月
一
〇
日
の

｢道
の
日
｣
の
趣
旨
に
沿
っ

て
、
各
地
方
公
共
団
体
等
の
協
力
を
得
て
、
本
局
及
び
各

道
路
関
係
事
務
所
に
お
い
て
多
彩
な
行
事
を
実
施
し
ま
し

た
の
で
、
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

1

道
路
に
関
す
る
作
文
･
ポ
ス
タ
ー
の
募
集

中
国
地
方
整
備
局
の
主
催
で
、
中
国
地
方
の
小
･
中
学

生
を
対
象
に
、
ポ
ス
タ
ー
は
昭
和
五
四
年
度
か
ら
、
作
文

は
昭
和
五
五
年
度
か
ら
募
集
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年

度
は
、
小
学
校
九
七
校
、
中
学
校
二
一
校
の
あ
わ
せ
て
一

一
八
校
か
ら
作
文
一
五
二
編
、
ポ
ス
タ
ー
七
〇
六
点
と
い

う
多
数
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
特
に
優
秀

な
作
品
と
し
て
、
作
文
四
編
、
ポ
ス
タ
ー
六
点
の
計
一
○

作
品
を
中
国
地
方
整
備
局
長
賞
に
決
定
し
、
七
月
二
九
日

に
広
島
市
内
に
お
い
て
表
彰
式
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
ま

た
、
八
月
二
〇
日
か
ら
八
月
三
〇
日
ま
で
の
間
、
広
島
市

中
区
に
あ
る
広
島
市
こ
ど
も
文
化
科
学
館
に
お
い
て
受
賞

作
品
の
展
示
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

2

中
国
地
方
道
路
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

中
国
地
方
整
備
局
と
地
方
公
共
団
体
等
の
計
一
〇
機
関

で
構
成
さ
れ
た
｢道
の
日
｣
中
国
実
行
委
員
会
の
主
催
で
、

中
国
地
方
道
路
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
中

国
地
方
に
お
け
る
道
路
の
役
割
や
、
私
た
ち
と
道
路
の
関

わ
り
な
ど
、
写
真
を
通
じ
て
よ
り
鮮
明
に
と
ら
え
て
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
昭
和
六
二
年
度
か
ら
実
施
し
て

お
り
、
今
年
度
で
一
六
回
目
と
な
り
ま
す
。
腕
に
自
信
の

あ
る
方
を
対
象
と
し
た

｢
一
般
部
門
｣
、
初
心
者
の
方
が

気
軽
に
参
加
で
き
る

｢ビ
ギ
ナ
ー
ズ
部
門
｣
に
分
け
て
実

施
し
、
計
九
人
六
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
か

ら
特
に
優
秀
な
作
品
と
し
て
、
一
般
部
門
か
ら
最
優
秀
賞

一
点
、
優
秀
賞
五
点
、
入
選
一
〇
点
、
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
部
門

か
ら
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
特
別
賞
一
〇
点
を
決
定
し
、
八
月
二
三

日
に
広
島
市
内
に
お
い
て
表
彰
式
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま

た
、
八
月
二
七
日
か
ら
九
月
一
日
ま
で
の
間
、
中
国
五
県

の

｢道
の
駅
｣
や
公
共
施
設
に
お
い
て
受
賞
作
品
の
展
示

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

作文 ･ポスター表彰式 (広島市内)
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中国地方道路写真コンテスト表彰
式 作品展示 (広島市内)街頭P R 鳥取祭りにて (鳥取市内)

3

事
務
所
に
お
け
る
行
事

中
国
管
内
の
各
道
路
関
係
事
務
所
に
お
い
て
も
、
街
頭

P
R
活
動
や
現
場
見
学
会
、
一
般
市
民
の
参
加
も
得
た
道

路
一
斉
清
掃
な
ど
各
種
の
広
報
活
動
を
行
い
、
道
路
愛
護

の
啓
発
と
普
及
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

　
　
　

　

四
国
地
白
整
備
局

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣

･

｢道
の
日
｣
の
行
事
報
告

四
国
地
方
整
備
局
で
は
、
八
月
の

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月

間
｣
及
び
八
月
一
〇
日
の
｢道
の
日
｣
の
趣
旨
に
沿
っ
て
、

本
局
を
は
じ
め
と
し
て
管
内
の
工
事
事
務
所
に
お
い
て
多

彩
な
広
報
行
事
等
を
実
施
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。

｢道
の
日
｣
広
報
イ
ベ
ン
ト

香
川
地
区
で
は
、
香
川
地
区
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
連
絡

協
議
会

(四
国
地
方
整
備
局
･
同
香
川
工
事
事
務
所
･
香

川
県
･
高
松
市
･
日
本
道
路
公
団
四
国
支
社
･
本
州
四
国

連
絡
橋
公
団
第
二
管
理
局

･
N
T
T
西
日
本
㈱
愛
媛
支

店

･
四
国
電
力
㈱
高
松
支
店

･
四
国
ガ
ス
㈱
高
松
支
店
の

九
団
体
)
の
主
催
に
よ
り
、
楽
し
み
な
が
ら
道
路
と
い
う

も
の
を
見
つ
め
直
し
、
道
路
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
て
も

ら
い
、
さ
ら
に
は
道
路
を
い
つ
く
し
む
と
い
う
意
識
を
持

っ
て
い
た
だ
く
目
的
で
、
八
月
九
日
金
に
高
松
市
内
に
あ

る
大
型
ス
ー
パ
ー

｢ゆ
め
タ
ウ
ン
高
松
｣
に
お
い
て
、
広

報
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

午
前
三

時
に
、
四
国
地
方
整
備
局
道
路
部
長
、
香
川

県
副
知
事
、
高
松
市
長
を
始
め
と
す
る
構
成
メ
ン
バ
ー
の

代
表
者
や
高
松
ゆ
め
大
使
等
の
参
加
に
よ
る
オ
ー
プ
ン
セ

レ
モ
ニ
ー
を
ス
タ
ー
ト
に
、
道
路
管
理
者
の
パ
ネ
ル
展
や

高所作業車の展示 ･試乗

衛
星
中
継
車

･
高
所
作
業
車
の
展
示

･
試
乗
、
道
の
駅

｢滝
宮
｣
及
び
吉
野
川
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス
か
ら
の
出

店
に
よ
る
物
産
展
等
を
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
子
供
に
人
気
の
仮
面
ラ
イ
ダ

ー
龍
騎
に
よ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
や
道
路
標
識
O
X

ク
イ
ズ
や
高
松
市
民
吹
奏
楽
団
に
よ
る
演
奏
会
等
を
実
施



を
訴
え
ま
し
た
。

そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
等

誌
面
で
は
詳
し
く
紹
介
で
き
ま
せ
ん
が
、
各
地
域
の
特

性
に
応
じ
た
運
動
と
し
て
、
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、

オ
ー
プ
ン
出
張
所
、
小
学
生
の
道
路
見
学
会
、
道
路
茶
屋

等
を
実
施
し
ま
し
た
。

九
州
地
古
整
備
局

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
◆
行
事
報
告

九
州
地
方
整
備
局
で
は
、
八
月
の

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月

間
｣
の
趣
旨
に
沿
っ
て
よ
り
地
域
の
住
民
の
方
々
と
密
着

し
た
行
事
を
道
路
関
係
各
事
務
所
に
お
い
て
実
施
し
ま
し

た
の
で
一
部
紹
介
し
ま
す
。

1

雲
仙
復
興
工
事
事
務
所
の
行
事
報
告

こ
れ
ま
で

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ

い
て
は
、
道
路
管
理
者
で
あ
る
国
･
県
･
市

･
町
に
よ
る

実
行
委
員
会
に
て
企
画
、
立
案
し
、
地
域
の
方
々
は
そ
の

イ
ベ
ン
ト
に
一
部
参
加
す
る
の
み
で
し
た
が
、
今
年
度
雲

仙
復
興
工
事
事
務
所
に
お
い
て
は
、
今
ま
で
以
上
に
地
域

に
密
着
し
、
地
域
の
方
々
が
主
体
と
な
っ
て
活
動
で
き
る

よ
う
な
運
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
ま
ず
、
そ
の
第
一

歩
と
し
て
今
年
度
よ
り
あ
ら
た
に
地
域
の
七
団
体

(島
原

商
工
会
議
所
･
深
江
町
活
性
化
事
業
実
行
委
員
会
･
深
江

町
商
工
会

･
島
原
鉄
道
㈱
･
｢小
さ
な
親
切
｣
運
動
島
原

し
、
子
供
た
ち
に

｢み
ち
｣
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

夏
休
み
期
間
中
の
大
型
ス
ー
パ
ー
で
の
イ
ベ
ン
ト
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
三

時
か
ら
エ
ハ時
ま
で
の
開
催
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
約
二
、
七
〇
0
名
の
方
々
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
ど
の
会
場
も
人
が
溢
れ
て
大
盛
況
の
内
に
終

了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

早
朝
道
路
一斉
清
掃

今
年
も
、
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
八

月
一
日
内
に
高
松
市
内
の
一
三
団
体

･
約
二
五
0
名
の
参

加
に
よ
り
早
朝
道
路
一
斉
清
掃
を
実
施
し
、
道
路
を
利
用

す
る
多
く
の
方
々
に
道
路
で
の
マ
ナ
ー
向
上
や
道
路
愛
護

　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　
道路標識O Xクイズ

若
水
会
･島
原
地
区
交
通
安
全
協
会
･島
原
花
と
緑
の
ま

ち
づ
く
り
運
動
実
行
委
員
会
)
に
実
行
委
員
と
し
て
参
画

し
て
頂
き
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
、
｢道
の
絵
｣
コ
ン
ク
ー
ル

の
入
賞
作
品
な
ど
に
つ
い
て
決
定
し
ま
し
た
。

今
後
も
引
き
続
き
地
域
の
方
々
が
主
体
と
な
っ
て
活
動

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
今
後
も
い
ろ
い
ろ
な
分
野
か
ら
新
規
の
実
行

委
員
を
募
り
、
｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
の
イ
ベ
ン
ト
の

み
に
限
定
せ
ず
、
地
域
の
道
路
に
つ
い
て
話
し
合
え
る
場

に
出
来
な
い
か
と
検
討
も
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

絵画コンクールの表彰式



2

鹿
児
島
国
道
工
事
事
務
所
の
行
事
報
告

鹿
児
島
県
･鹿
児
島
市
･
日
本
道
路
公
団
鹿
児
島
工
事

事
務
所
･
日
本
道
路
公
団
鹿
児
島
管
理
事
務
所
と
八
月
九

日
に

｢道
路
ふ
れ
あ
い
探
検
隊
｣
を
実
施
し
、
小
学
生
三

五
名
が
参
加
し
て
災
害
対
策
車
、
県
警
皇父
通
管
制
セ
ン
タ

ー
、
県
災
害
対
策
本
部
室
、
野
久
美
田
橋
工
事
現
場
、
J

H
道
路
維
持
作
業
車
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。
道
路
に
関

す
る
施
設
や
工
事
箇
所
を
見
学
す
る
こ
と
に
よ
り
道
路
と

ふ
れ
あ
い
、
道
路
へ
の
関
心
を
深
め
な
が
ら
道
路
愛
護
の

意
識
を
よ
り
も
っ
て
も
ら
う
事
を
目
的
と
し
て
行
っ
て
い

ま
す
。
参
加
者
は
初
め
て
見
る
も
の
に
驚
き
、
実
体
験
出

来
た
こ
と
に
満
足
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

ま
た
、
道
路
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
鹿
児
島
国
道

工
事
事
務
所
･
出
張
所
･
鹿
児
島
県
の

｢道
の
駅
｣

･
県

庁
･
市
役
所
･
J
H
桜
島
P
A
等
に
設
置
し
応
募
を
つ
の

り
ま
し
た
。
応
募
者
の
割
合
は
男
性
四
九
%
女
性
五
0
%

無
記
名
一
%
で
し
た
。
来
年
度
は
地
域
住
民
や
多
数
の
一

般
参
加
が
出
来
る
よ
う
な
活
動
を
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
を
も
と
に
検
討
し
、
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

3

そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト

そ
の
他
、
｢
道
の
日
｣
絵
画
展

･
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
･
道
路
清
掃
･
道
路
一
日
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
タ
ウ
ン
誌
や
新
聞
･
ラ
ジ
オ
等
の
マ
ス
コ
ミ
を

使
っ
た
P
R
や
街
頭
な
ど
で
事
務
所
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も

参
加
し
て
風
船
を
配
る
な
ど
と
い
う
P
R
活
動
も
続
け

て
、
よ
り
多
く
の
人
に
道
路
の
大
切
さ
を
理
解
し
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

讓
掲肇
匙驚
議

⑨
僻
8
艶
弼
斡
4

‐錐
加
挟
謎
路
撲
瞭
煽
見
学
バ
ス
ッ
ヤ乍

瓣ゞ
嗣
醸
癩

⑦
09
7
約
“
“
3

鰯
翅
の
p
ロけ
彰
等̂
の
襲
鰻

,潴
盪
巍
※
~㈱

⑥
131
9
40
49
芻
7

‐寮
翁
に
ょ
る
｢踵
の
絵
画
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

、き
る國
癪も鳶
ぬ

⑤
圏
9
耐
"
約
5

A鱈
塞
榴
猟に
ょ
る
-湯
登
錦
ポ
ラ
ン
テ
ィ
Z
活
動

“入れ
さ
さ
潴

④
172
3
郎
野

ー

翁
三
きき
き圓
圓
鬮
鬮
鬮
團
③
84
2
35
28
舒
2

知
名
人
に
よ
る
講
演
会

'

、

②
惚
5
芻
雛

5
遭
簸
叢
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
展

潟

肋

80

【人
(複
数
国
賓
可
二

“

①
郭
2
鸚
努

t
礒
部
愼醸

腿
麩
醤
理者裝
る

鬮
⑯
13
1
4
6
t
1

そ
の
他

製
総
遂"

⑫
筋
2
"
芻

3

地
域
団
体
主
催
の
物
産
展

琵
選
鬮
圓
⑫
“
“

椚
9
2
薙
髪
者
秀
盪
笏

沖
縄
総
国
事
務
局

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣

｢道
の
日
｣
の
行
事

沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
当
事
務
局
と
沖
縄
県
･
県
内

各
市
町
村
･
日
本
道
路
公
団
沖
縄
管
理
事
務
所
で
｢道
路

ふ
れ
あ
い
月
間
｣
沖
縄
地
方
推
進
協
議
会
を
設
置
し
、

｢道
の
日
｣
及
び

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
に
お
い
て

様
々
な
行
事
を
行
い
ま
し
た
の
で
そ
の
中
か
ら
主
な
も
の

を
紹
介
し
ま
す
。

図
画
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

図
画
や
作
文
を
通
し
て
道
路
の
美
化
･
愛
護
思
想
の
普

及
を
図
る
た
め
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
回
も
≠
ハを
数
え

｢道路ふれあい月間｣期間中に行う催しを、住民の皆さんが主
体的にかかわるイベントに育てていくために、皆さんの声をお
聞きいたします。今後の参考にさせていただきたく、下記①~⑩
の中からよいと思われるものを教えて下さい。(複数回答司)

【世代別】
臥加
齢

160

140

( アンケ- ト結果 )



る
に
至
り
、
応
募
総
数
は
八
、
0
0
0
点
を
超
え
、
す
っ

る
関
心
を
さ
ら
に
強
く
し
て
も
ら
え
れ
ば
、
と
思
い
ま
し

か
り
定
着
し
て
き
た
感
が
あ
り
ま
す
。
力
作
ぞ
ろ
い
の
た

た
。

め
、
予
備
審
査
、
本
審
査
と
も
に
審
査
員
の
方
々
は
選
考

に
か
な
り
苦
労
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
厳
し
い
審
査
を
く
ぐ

り
抜
け
た
上
位
入
選
者
に
対
し
て
は
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

那
覇
市
及
び
名
護
市
に
お
い
て
展
示
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
審
査
会
や
展
示
会
で
作
品
に
触
れ
る
中
で
、
子
供
ら

し
い
発
想
の
斬
新
さ
、
豊
か
さ
と
い
う
の
に
驚
か
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
道
路
に
対
す図画 ･作文コンクール展示会場

た
。｢道

の
日
｣
関
連
イ
ベ
ン
ト

八
月
一
0
日
の
｢道
の
日
｣
に
ち
な
ん
で
八
月
九
日
に
、

那
覇
市
の
繁
華
街
の
一
角
に
あ
る
パ
レ
ッ
ト
〈
も
じ
前
広

場
に
お
い
て

｢道
の
日
｣
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

ミ
ス
沖
縄
に
よ
る

｢道
の
日
｣
宣
誓
の
あ
と
、
道
路
愛

護
功
労
者
表
彰
式
を
行
い
、
個
人
一
名
と
六
団
体

(う
ち

個
人
の
部
と
二
団
体
は
国
土
交
通
大
臣
表
彰
)
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
小
禄
高
等
学
校
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
に
よ
る

演
舞
、
｢残
波
大
獅
子
太
鼓
｣
に
よ
る
太
鼓
と
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
、
｢県
産
品
歌
手
｣
ジ
ョ
ニ
ー
宜
野
湾
さ
ん
に
よ

る
ラ
イ
ブ
で
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
こ
う

い
っ
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
等
と
並
行
し
て
、
那
覇
市
の
メ

イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
で
あ
る
国
際
通
り
三
ヵ
所
に
お
い
て
広

報
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

同
日
、
国
道
事
務
所
及
び
県
土
木
事
務
所
に
お
い
て
は

県
内
の
小
学
生
を
対
象
に

｢
一
日
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
｣
を

行
い
ま
し
た
。
道
路
を
日
頃
と
は
違
う
視
点
で
見
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
は
彼
ら
に
と
っ
て
貴
重
な
経
験
に
な
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
o

八
月
一
六
日
に
は
、
｢夏
休
み
親
子
道
路
施
設
見
学
会
｣

が
行
わ
れ
、
一
一
組
二
九
名
の
親
子
が
参
加
し
、
平
成
一

五
年
開
通
予
定
の
モ
ノ
レ
ー
ル
や
県
内
主
要
道
路
を
見
学

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

｢道
路
｣
と
い
う
の
は
、
い
っ
た
ん
完
成
し
て
し
ま
う

と
生
活
の
中
に
あ
ま
り
に
も
密
着
し
て
し
ま
い
、
そ
の
存

在
を
常
に
意
識
す
る
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
と
こ
ろ
が

あ
る
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
｢道
の
日
｣
｢道
路
ふ
れ
あ

い
月
間
｣
は
、
｢道
路
｣
の
存
在
意
義
、
重
要
性
を
認
識

し
て
も
ら
う
よ
い
機
会
で
あ
り
、
先
に
紹
介
し
た
イ
ベ
ン

ト
･
行
事
大
変
有
意
義
だ
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。



~ 人と自然にやさしい逞リア

(財)道路サービス機構総務部総務課 高橋 健

創

;/贓圏法人道路夢選ビス機構

爾
皿

一
は
じ
め
に

財
団
法
人
道
路
サ
ー
ビ
ス
機
構
は
、
環
境
に
配
慮
し
た

事
業
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム

(蝉
扇
鷲
8
B
g
[
区
営
諸
のB
貿
易
添
お
B
…以
下
、
E

M
S
)
を
構
築
し
、
平
成
一
四
年
五
月
一
五
日
に
E
M
S

の
国
際
規
格
で
あ
る
I
S
O
1
4
0
0
1
の
認
証
を
取
得

し
た
。
I
S
O
1
4
0
0
1
の
認
証
取
得
は
、
当
機
構
の

基
本
理
念
で
あ
る

｢道
路
サ
ー
ビ
ス
機
構
は
、
道
路
と
人

と
自
然
が
調
和
し
た
新
し
い
時
代
の
出
会
い
の
場
を
創
造

し
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ロ
ー
ド
を
さ
さ
え
ま
す
｣
に
沿

っ
た
も

の
で
あ
り
、
中
期
経
営
計
画
に
お
い
て
策
定
し
た

｢環
境

に
配
慮
し
た
事
業
活
動
へ
の
取
り
組
み
｣
を
実
践
し
た
も

の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
I
s
o
1
4
0
0
1
認
証
取
得
に
向
け
て

の
取
組
み
の
経
緯
と
当
機
構
が
構
築
し
た
E
M
S

(J
l

s
a
p

a
-E
M
S
)
の
概
要
及
び
そ
の
運
用
実
績
に
つ

い
て
紹
介
す
る
。

ニ

ー
S
O
↑
4
0
0
篝
概
要
と
認
証
取
得
の

目
的
･

I
S
O
1
4
0
0
1
と
は
、
世
界

三

一〇
ヵ
国
以
上
の

標
準
化
機
関
が
加
盟
す
る
非
政
府
組
織
で
あ
る
国
際
標
準

化
機
構

(]b
お
日
輪
o
b
p-
o
“
g
国
呂
o
b
け
｢
控
g
a
p門字

精
聟
5
口
"
通
称
I
S
O
)
が
発
効
し
た
E
M
S
に
関
す
る

規
格
で
あ
る
。
E
M
S
は
、
企
業
が
環
境
保
全
活
動
を
計

画
し

(P
ー
a

n
)
、
そ
の
計
画
を
実
施
及
び
運
用
し

(D
o
)、
そ
の
結
果
を
点
検
し

(C
h
e
c
k
)、
見
直

し
を
す
る

(A
c
t
i

o
n
)
と
い
う
四
つ
の
運
用
規
格

(P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
)
で
構
成
さ
れ
る
環
境
版
の
目
標

管
理
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
を
い
う
。
I
S
O
1
4
0
0
1
に

適
合
し
た
E
M
S
を
構
築

･
実
行
･
維
持
し
、
審
査
登
録

機
関
が
行
う
審
査
に
合
格
す
る
こ
と
に
よ
り
、
I
S
O
1

4
o
o
l
認
証
取
得
組
織
と
し
て
環
境
影
響
を
継
続
的
に

改
善
す
る
能
力
を
有
す
る
こ
と
を
国
際
的
に
実
証
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

平
成
一
四
年
六
月
現
在
、
日
本
国
内
に
お
い
て
は
九
、

四
六
七
件
の
認
証
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。
業
種
別
に
見
る

と
、
従
来
は
製
造
業
が
多
数
で
あ
っ
た
が
、
最
近
は
地
方

自
治
体
等
の
公
共
行
政
機
関
の
認
証
取
得
が
増
加
し
て
い

る
。
公
共
行
政
機
関
は
、
自
組
織
が
環
境
負
荷
低
減
の
取

組
み
を
率
先
垂
範
し
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
公
開
す
る
こ
と

に
よ
り
関
係
機
関
に
も
認
証
取
得
を
促
し
、
関
係
機
関
か

ら
発
生
す
る
環
境
負
荷
を
も
含
め
て
低
減
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。
当
機
構
も
同
様
の
趣
旨
で
認
証
取
得

を
果
た
し
た
こ
と
か
ら

｢公
共
性
を
持
っ
た
サ
ー
ビ
ス
｣

と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
。
当
機
構
の
場
合
、
関
係
機
関

に
は
当
機
構
が
建
設
･
管
理
･
運
営
す
る
道
路
サ
ー
ビ
ス

施
設
で
営
業
を
お
こ
な
っ
て
い
る
営
業
者
等
が
該
当
し
、

全
国
の
道
路
サ
ー
ビ
ス
施
設
か
ら
発
生
す
る
環
境
負
荷
を

低
減
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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三

ー
S
O
↑
4
0
0
筆
認
証
取
得
ま
で
の
経
緯

当
機
構
で
は
、
平
成
=

年
二
月
か
ら
I
S
O
1
4
0

0
1
認
証
取
得
組
織
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
社
内
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
等
で
の
検
討
を
重
ね
、
平
成
三
一年
三

月

に
I
s
o
1
4
0
0
1
認
証
取
得
を
正
式
決
定
し
た
。

こ
こ
で
は
、
I
S
O
1
4
0
0
1
認
証
取
得
ま
で
の
経

緯
を
、
E
M
S
の

｢P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
｣
に
基
づ
き
説

明
す
る
。

1

P
ー
a
n
‘

｢J
I
S
a
P
a
l
E
M
S
｣
の
構
築
,

I
S
O
1
4
0
0
1
の
認
証
を
取
得
す
る
た
め
に
は
、

I
s
o
1
4
0
0
1
の
規
格
に
適
合
し
た
E
M
S
を
構
築

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
構
築
に
は
膨
大
な
作
業
量

が
発
生
す
る
こ
と
か
ら
、
平
成
一
三
年
二
月
、
事
業
環
境

部
環
境
整
備
課
に
I
S
O
事
務
局
を
設
置
し
専
属
ス
タ
ッ

フ
を
配
置
し
た
。
(※
現
在
は
総
務
部
総
務
課
に
設
置
)

専
属
ス
タ
ッ
フ
は
、
E
M
S
構
築
の
実
務
に
お
い
て
、
又
、

当
機
構
の
認
証
取
得
後
、
営
業
者
等
へ
認
証
取
得
を
促
す

際
に
専
門
的
知
識
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
I
S
O
1

4
0
0
1
の
認
証
を
審
査
す
る

｢環
境
審
査
員
｣
の
資
格

を
取
得
し
、
高
い
専
門
性
を
持
っ
て
業
務
を
行
え
る
よ
う

に
体
制
を
整
備
し
た
。

平
成
一
三
年
四
月
に
は
、
I
S
O
1
4
0
0
1
認
証
に

関
す
る
意
思
決
定
機
関
と
し
て
理
事
長
を
ト
ッ
プ
に
役
員

で
構
成
す
る

｢I
S
O
推
進
委
員
会
｣
と
、
検
討
機
関
と

会

ム

…

ト

)

員

-

…

多
難

委

遭

チ

"

ジ

各

委

遭

チ

.

ジ

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　者

絲

　
　

　

　
　

　
J -S a p a‐E M S 組織図

支社職員の指揮監督

し
て
本
社
室
部
長
･
在
京
支
社
長
で
構
成
す
る

｢I
S
O

推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
｣
を
組
織
し
た
。
ま
た
、
E

M
S
に
関
す
る
総
責
任
者
で
あ
る
総
括
環
境
管
理
責
任
者

に
事
業
環
境
担
当
理
事

(※
現
在
は
常
務
理
事
)
を
、
各

部
署
の
環
境
に
関
す
る
責
任
者
で
あ
る
環
境
管
理
責
任
者

に
本
社
室
部
長
と
各
支
社
長
を
任
命
し
、
E
M
S
の
構
築

体
制
を
確
立
し
た
。

E
M
S
構
築
に
際
し
、
環
境
負
荷
低
減
の
大
き
さ
･
E

M
S
構
築
の
難
易
度
･
職
員
の
参
加
意
識
･
認
証
取
得
に

よ
る
P
R
度
の
高
さ
な
ど
を
考
慮
し
、
初
年
度
の
認
証
取

得
範
囲
を
、
本
社
、
全
支
社
･
事
業
所
、
全
国
の
サ
ー
ビ

ス
エ
リ
ア

･
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
に
あ
る
全
イ
ン
フ
ォ
〆

ー
シ
ョ
ン
、
東
北
自
動
車
道
羽
生
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

(下
り
線
)
レ
ス
ト
ラ
ン
と
し
た
。
同
レ
ス
ト
ラ
ン
は
当

機
構
の
直
営
店
で
あ
り
、
今
後
E
M
S
を
道
路
サ
ー
ビ
ス

施
設
の
店
舗
に
展
開
す
る
際
の
モ
デ
ル
店
と
し
て
の
位
置

付
け
で
導
入
を
図
っ
た
。

E
M
S
構
築
の
途
上
で
最
も
苦
労
し
た
の
は
、
役
職
員

の
I
S
O
1
4
0
0
1
認
証
取
得
に
向
け
た
意
識
の
向
上

を
図
る
点
で
あ
る
。
当
機
構
は
全
国
組
織
で
あ
る
た
め
、

組
織
の
末
端
ま
で
認
証
取
得
に
向
け
て
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
む
意
識
を
共
有
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
で
あ
っ

た
。
こ
の
た
め
、
役
員
、
本
社
室
部
長
及
び
支
社
長
を
対

象
と
し
た
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
研
修
、
本
社
副
室
長
･
課
長

及
び
各
支
社
事
業
部
長
を
対
象
と
し
た
実
務
管
理
者
研

修
、
各
部
署
で
の
E
M
S
構
築
の
核
と
な
る
主
任
実
務
者

研
修
、
一
般
職
員
を
対
象
に
実
施
し
た
I
S
0
一
般
研
修

な
ど
、
組
織
の
階
層
に
応
じ
た
研
修
を
全
役
職
員
に
実
施

し
、
役
職
員
の
I
S
O
1
4
0
0
1
認
証
取
得
に
向
け
た

意
識
の
向
上
を
図
っ
た
。
E
M
S
構
築
の
最
終
段
階
で
、

環
境
影
響
評
価
に
よ
り

｢著
し
い
環
境
側
面
｣
と
し
て
特

定
さ
れ
た
項
目
の
環
境
負
荷
低
減
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
あ
る

｢環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
｣
を
策
定
し

た
。
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
三
ヵ
年
計
画
の
｢環
境
計
画
書
｣

と
そ
の
実
施
手
順
を
具
体
的
に
記
し
た

｢手
順
書
｣
か
ら

構
成
さ
れ
て
い
る
。

当
機
構
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
徴
は
、
｢環
境
に
配
慮
し
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た
事
務
活
動
｣
と

｢環
境
に
配
慮
し
た
エ
リ
ア
づ
く
り
｣

の
二
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
策
定
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

･
｢環
境
に
配
慮
し
た
事
務
活
動
｣

I
s
o
1
4
0
0
1
認
証
取
得
組
織
で
一
般
的
に

行
わ
れ
て
い
る
事
務
所
活
動
に
お
け
る
紙
･
電
気
の

使
用
と
廃
棄
物
発
生
の
削
減
を
は
か
る
ほ
か
、
グ
リ

ー
ン
購
入
法
に
準
じ
た
資
材
調
達
を
行
う
こ
と
な
ど

を
盛
り
込
ん
だ
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

･
｢環
境
に
配
慮
し
た
エ
リ
ア
づ
く
り
｣

道
路
サ
ー
ビ
ス
施
設
へ
の
省
電
力
機
器
の
設
置
、

コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
導
入
の
検
討
等
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
当
機
構
が
直
接
環
境
に
与
え
る

負
荷
を
低
減
さ
せ
る
ほ
か
、
低
公
害
車
普
及
の
促
進

に
一
躍
を
担
う
こ
と
に
よ
り
間
接
的
に
環
境
に
与
え

る
負
荷
を
低
減
さ
せ
る
と
の
位
置
付
け
で
、
東
名
高

速
道
路
上
郷
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
に
計
画
さ
れ
て
い
る

天
然
ガ
ス
･
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
に
積
極
的

に
取
組
む
な
ど
、
当
機
構
の
本
来
業
務
で
あ
る
道
路

サ
ー
ビ
ス
施
設
の
建
設
･
管
理
･
運
営
を
通
し
て
環

境
負
荷
低
減
に
努
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

2

D
o
~

｢J
I
S
a
p
a

r
E
M
S
｣
運
用
開
始
~

平
成
一
三
年
一
二
月
一
日
か
ら
の
試
行
運
用
を
経
て
、

平
成
一
四
年

一
月
一
日
か
ら

｢
J
-s
a
p

a
-E
M
S
｣

の
運
用
を
本
格
的
に
開
始
し
た
。
一
ヵ
月
間
の
試
行
運
用

期
間
が
あ
っ
た
こ
と
や
、
各
部
署
に
お
い
て
J
-s
a
p

a
E
M
s
の
構
築
を
担
当
し
た
主
任
実
務
者
が
中
心
と

な
っ
て
各
部
署
の
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
手

順
教
育
を
徹
底
し
た
こ
と
も
あ
り
、
ス
ム
ー
ズ
に
運
用
を

開
始
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

運
用
の
状
況
は
、
毎
月
各
部
署
の
環
境
管
理
責
任
者
か

ら
総
括
環
境
管
理
責
任
者
に
報
告
す
る
よ
う
定
め
て
お

り
、
環
境
目
標
達
成
の
た
め
の
た
め
に
進
捗
状
況
を
常
に

確
認
で
き
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
。

3

C
h
e
C
k
‘
内
部
環
境
監
査
の
実
施
i

運
用
開
始
か
ら
一
ヵ
月
を
経
過
し
た
一
月
末
か
ら
、
各

部
署
の
運
用
状
況
を
監
査
す
る
内
部
環
境
監
査
を
全
部
署

対
象
と
し
て
実
施
し
た
。
内
部
環
境
監
査
は
監
査
室
長
が

監
査
責
任
者
と
な
り
、
所
属
部
署
･
役
職
を
超
え
た
五
四

名
の
監
査
員
が
グ
ル
ー
プ
を
編
成
し
て
実
施
し
た
。
I
S

O
1
4
0
0
1
本
審
査
の
予
行
演
習
も
兼
ね
た
こ
と
か

ら
、
各
部
署
と
も
万
全
の
事
前
準
備
を
行
い
、
結
果
と
し

て
組
織
全
体
の
意
識
の
高
揚
、
シ
ス
テ
ム
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

4

A
c
t
i
o
n
~
経
営
層
に
よ
る
見
直
し
;

I
S
O
1
4
0
0
1
規
格
で
は
、
内
部
環
境
監
査
の
結

果
を
受
け
て
最
高
責
任
者

(当
機
構
に
お
い
て
は
、
理
事

長
)
が
E
M
S
の
内
容
の
再
検
討
を
行
う
こ
と
を
定
め
て

い
る
。
今
回
の
内
部
監
査
で
は
、
運
用
開
始
後
間
も
な
い

こ
と
も
あ
り
J
lS
a
p

a
1E
M
S
自
体
の
見
直
し
は
行

わ
れ
な
か
っ
た
が
、
実
際
の
運
用
面
に
お
い
て
不
備
が
認

め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
各
部
署
に
お
い
て
再
徹
底
を
図
る

こ
と
と
し
た
。

5

審
査

I
S
O
1
4
0
0
1
の
審
査
は
、
任
意
で
受
審
す
る

｢予
行
審
査
｣
と
必
ず
受
審
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

｢書

類
審
査
｣
｢初
動
審
査
｣
｢本
審
査
｣
が
あ
り
、
｢本
審
査
｣

に
お
い
て

｢適
合
｣
と
判
断
さ
れ
る
と
、
学
識
経
験
者
や

産
業
界
の
代
表
等
で
構
成
さ
れ
る

｢判
定
委
員
会
｣
に
審

査
員
が
認
証
の
提
案
を
行
い
、
認
証
の
是
非
を
判
断
さ
れ

る
。当

機
構
は
平
成
一
三
年
一
一
月
か
ら
平
成
一
四
年
四
月

に
全
て
の
審
査
を
受
審
し
、
五
月
一
五
日
の
判
定
委
員
会

に
お
い
て

｢合
格
｣
の
判
定
を
受
け
た
。

四

J
-S
a
p
a
IE
M
S
運
用
実
績

平
成
一
三
年
度
は
三
ヵ
月
間
の
短
期
運
用
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
こ
の
期
間
に
著
し
い
効
果
の
あ
っ
た
項
目
に
つ

い
て
紹
介
す
る
。

1

電
気
使
用
量
の
削
減

電
気
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
事
務
所
に
お
け
る
昼
休
み

の
消
灯
、
事
務
所
及
び
道
路
サ
ー
ビ
ス
施
設
に
お
け
る
適

切
な
温
度
管
理
等
に
取
り
組
ん
だ
。
こ
の
結
果
、
運
用
を

開
始
し
た
一
月
か
ら
三
月
の
実
績
を
見
る
と
、
当
機
構
全
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体
で
一
九
二
、
九
四
一
蝿

(前
年
比
九
･
一
%
)
の
削
減

と
な
り
、
こ
れ
は
標
準
世
帯
六
二
三
世
帯
の
一
カ
月
分
の

電
気
使
用
量
に
相
当
す
る
。
当
初
の
計
画
で
は
○
･
三
%

の
削
減
を
目
標
と
し
て
い
た
が
、
全
役
職
員
の
取
組
み
の

成
果
が
顕
著
に
現
れ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

2

コ
ピ
ー
紙
使
用
量
の
削
減

コ
ピ
ー
紙
に
つ
い
て
は
、
コ
ピ
ー
用
紙
の
両
面
使
用
の

徹
底
･
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
情
報
シ
ス
テ
ム
の
活
用
等
に
よ
り

削
減
を
図
っ
た
。
こ
の
結
果
、
一
月
か
ら
三
月
の
実
績
で

ニ
エ
ハ
、
九
二
〇
枚

(前
年
比
八
･
四
%
)
の
削
減
と
な

【電気使用量】

l 窕中副審戦ロ中融解脂‐中副2年服鰡拌,.平成、3細緻 l

り
、
こ
れ
は
紙
の
原
料
と
な
る
原
木

(直
径
-
四
皿
、
高

さ
八
m
)
に
換
算
す
る
と
一
一
本
分
に
相
当
す
る
。

3

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

東
北
自
動
車
道
羽
生
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

(下
り
線
)

レ
ス
ト
ラ
ン
に
お
い
て
、
J
-S

a
p

a
-E
M
S
に
基
づ

き
環
境
へ
の
影
響
を
評
価
し
た
と
こ
ろ
、
廃
油
置
き
場
と

排
水
溝
と
の
位
置
が
近
く
、
緊
急
時
に
排
水
溝
か
ら
河
川

へ
の
油
の
流
出
の
危
険
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
こ

で
、
廃
油
置
き
場
の
配
置
を
変
更
す
る
こ
と
に
よ
り
、
緊

急
時
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

}権掛弱さ司議題事体とした

′＼ /; 〉
原料,
と『翳霧算腐る均
　　 　　 　　　

【 問轍-2年陷 n平成旧年囲一平或旧年服鰡計…中破旧年盤絮計 I
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ぞ
う
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年

ず

き
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五

今
後
の
展
開
と
ま
と
め

現
在
、
当
機
構
で
は
I
s
o
1
4
0
0
1
認
証
取
得
範

囲
の
拡
大
の
作
業
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
、
平
成
一
七
年

度
ま
で
に
す
べ
て
の
直
営
店

(レ
ス
ト
ラ
ン
･
ハ
イ
ウ
ェ
イ

シ
ョ
ッ
プ

･
ガ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
レ
ス
ト
イ
ン
)
、
に

認
証
取
得
範
囲
を
拡
大
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
道
路

サ
ー
ビ
ス
施
設
を
利
用
す
る
お
客
様
へ
の
環
境
配
慮
に
関

す
る
啓
発
や
当
機
構
が
構
築
し
た
J
Is
a
p
a
IE
M
S

を
道
路
サ
ー
ビ
ス
施
設
で
営
業
を
行
っ
て
い
る
営
業
者
等

に
公
開
し
I
S
O
1
4
0
0
1
の
認
証
取
得
を
促
す
こ
と

で
、
道
路
サ
ー
ビ
ス
施
設
か
ら
発
生
す
る
環
境
負
荷
を
ト

ー
タ
ル
に
削
減
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

平
成
一
三
年
度
は
三
ヵ
月
の
運
用
期
間
で
あ
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
前
述
の
よ
う
に
環
境
負
荷
低
減
や
リ
ス
ク

管
理
、
そ
し
て
コ
ス
ト
の
削
減
に
お
い
て
も
大
き
な
成
果

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
職
員
が
I
S
O
1
4

0
0
1
認
証
取
得
と
い
う
ひ
と
つ
の
目
標
に
向
け
て
、
所

属
を
超
え
て
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
こ
と
に
よ
り
得

ら
れ
た

｢
一
体
感
｣
は
、
何
よ
り
の
収
穫
で
あ
る
と
言
え

る
で
あ
ろ
う
。

I
S
O
1
4
0
0
1
は
、
｢継
続
的
改
善
｣
を
求
め
て

い
る
。
当
機
構
は
、
今
後
も
J
-S
a
p
a
IE
M
S
を
継

続
的
に
改
善
し
運
用
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
一
層

｢人
と
自
然
に
や
さ
し
い
エ
リ
ア
創
り
｣
を
推
進
し
て
い

く
所
存
で
あ
る
。
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職
場
で
の
昼
休
み
。
机
を
並
べ
る
先
輩
ダ
イ
ス
ケ
と

/

後
輩
や
す
お
の
会
話
。

＼

や
す
お

あ
れ
?

先
輩
、
今
日
は
い
つ
も
の
愛
妻
弁
当

じ
ゃ
な
い
で
す
ね
。
も
し
か
し
て
奥
さ
ん
と
ケ
ン
カ
し

た
と
か
~
?

ダ
イ
ス
ケ

(ギ
ク
!
)
･･ま
つ
る
さ
い
。
た
ま
に
は
市
販

の
弁
当
も
食
べ
て
み
た
い
ん
だ
よ
。

や
す
お

ふ
~
ん
、
そ
う
で
す
か
。

ダ
イ
ス
ケ

(こ
い
つ
、
意
外
と
鋭
い
な
･･･。)

や
す
お

と
こ
ろ
で
先
輩
、
先
輩
の
机
に
積
ん
で
あ
る
書

類
の
山
、今
に
も
こ
っ
ち
側
に
崩
れ
て
き
そ
う
で
す
よ
。

何
と
か
し
て
く
だ
さ
い
よ
~
。

ダ
イ
ス
ケ

ん
?

あ
あ
、
こ
れ
か
。
確
か
に
そ
ろ
そ
ろ

整
理
し
な
い
と
な
。
じ
ゃ
あ
さ
、
も
し
お
ま
え
の
机
が

道
路
で
、
お
ま
え
が
道
路
管
理
者
だ
と
し
た
ら
、
こ
う

い
う
場
合
ど
う
や
っ
て
対
処
す
る
?

ち
ゃ
ん
と
答
え

ら
れ
た
ら
片
付
け
て
や
ろ
う
。

や
す
お

ん
~
と
、
そ
う
で
す
ね
~
。
書
類
の
山
は
先
輩

の
机
す
な
わ
ち
道
路
区
域
外
に
積
ま
れ
て
い
る
わ
け
で

す
ね
。
で
、
こ
の
ま
ま
だ
と
い
つ
崩
れ
て
き
て
、
道
路

の
構
造
や
交
通
に
支
障
を
及
ぼ
す
か
わ
か
ら
な
い
、と
。

え
え
っ
と
･＼
道
路
法
で
は
、
第
四
十
三
条
で
｢何
人

も
道
路
に
関
し
、
左
に
掲
げ
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な

い
。｣
と
道
路
に
関
す
る
一
般
的
な
禁
止
事
項
を
定
め

て
い
ま
す
よ
ね
。
今
回
の
書
類
の
ケ
ー
ス
は
、
そ
の
う
ち

の
第
二
号

｢み
だ
り
に
道
路
に
土
石
、
竹
木
等
の
物
件

を
た
い
積
し
、
そ
の
他
道
路
の
構
造
又
は
交
通
に
支
障

を
及
ぼ
す
虞
の
あ
る
行
為
を
す
る
こ
と
｣
に
該
当
す
る

ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
?

確
か
に
ま
だ
書
類
は
崩

れ
落
ち
て
は
い
な
い
け
ど
、
道
路
の
構
造
や
交
通
に
支

障
を
及
ぼ
す
虞
は
十
分
に
あ
る
と
思
い
ま
す
か
ら
ね
~
。

で
す
か
ら
道
路
管
理
者
と
し
て
は
、
法
第
七
十
一
条

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
先
輩
に
対
し
て
措
置
命
令

を
行
い
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
行
政
代
執
行
の
手

続
に
沿
っ
て
書
類
の
山
を
別
の
場
所
に
動
か
し
ま
す
ね
。

ダ
イ
ス
ケ

お
、
な
か
な
か
良
い
答
え
だ
な
。
確
か
に
法

第
四
十
三
条
第
二
号
は

｢道
路
の
構
造
又
は
交
通
に
支

障
を
及
ぼ
す
虞
の
あ
る
行
為
｣
を
道
路
に
関
す
る
禁
止

事
項
と
し
て
掲
げ
て
お
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
道
路
区

域
外
の
も
の
を
禁
止
事
項
の
対
象
と
す
る
と
い
う
判
断

が
合
理
的
な
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
例
え
ば
、

道
路
区
域
外
の
樹
木
が
道
路
側
に
は
み
出
す
よ
う
に
生

え
て
い
る
よ
う
な
場
合
な
ど
だ
な
。
し
か
し
、
原
則
と

し
て
道
路
法
が
適
用
さ
れ
る
の
は
道
路
の
区
域
内
に
限

ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
む
や
み
に
道
路
法
の
適
用
範
囲

を
拡
大
す
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
。
今
回
の
よ
う
な
微
妙
な
ケ
ー
ス
で
は
、
相

当
慎
重
な
判
断
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う

た
ち

や
す
お

う
~
ん
、
じ
や
あ
一
体
ど
う
対
処
す
れ
ば
い
い

ん
で
す
か
。
何
か
あ
っ
た
ら
書
類
の
山
が
崩
れ
て
く
る

と
い
う
こ
と
は
容
易
に
想
定
で
き
る
の
に
、
実
際
に
道

路
に
支
障
が
生
じ
な
い
限
り
何
も
対
処
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
か
?

ダ
イ
ス
ケ

実
は
こ
う
い
っ
た
ケ
ー
ス
は
実
際
の
道
路
管

理
上
問
題
と
な
っ
て
い
る
例
が
少
な
く
な
い
。
例
え
ば

①

沿
道
の
崖
上
に
採
石
場
が
あ
り
当
該
採
石
場
か
ら

の
落
石
の
危
険
が
あ
る
場
合

②

沿
道
の
土
地
が
土
捨
場
と
し
て
利
用
さ
れ
大
雨
の

際
に
土
砂
が
道
路
に
流
出
す
る
と
い
う
場
合

な
ど
が
代
表
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
い
ず
れ
の
場
合

も
、
道
路
の
構
造
や
交
通
に
対
し
て
支
障
が
及
び
う
る

と
い
う
こ
と
が
容
易
に
想
定
で
き
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

そ
の
危
険
が
道
路
区
域
外
、
す
な
わ
ち
道
路
法
が
適
用

さ
れ
る
範
囲
外
に
あ
る
た
め
に
、
有
効
な
対
抗
措
置
を

と
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
な
ん
だ
。

や
す
お

う
ー
ん
、確
か
に
我
々
の
場
合
と
似
て
ま
す
ね
。

そ
れ
で
、
一
体
ど
う
対
処
す
る
ん
で
す
か
?
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ダ
イ
ス
ケ

現
行
行
政
法
体
系
の
枠
内
に
お
い
て
は
原
則

と
し
て
代
執
行
手
続
に
よ
ら
な
い
自
力
執
行
は
認
め
ら

れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
あ
る
場
合
に
は
自
力

執
行
を
行
う
こ
と
が
行
政
目
的
に
も
か
な
っ
て
お
り
、

総
体
的
に
み
て
合
理
的
な
場
合
が
あ
る
。
実
際
に
道
路

に
お
け
る
占
有
関
係
に
関
し
て
は
、
既
に
道
路
管
理
者

に
よ
る
一
定
の
自
力
救
済
を
認
め
る
議
論
が
な
さ
れ
て

き
た
ん
だ
。
そ
の
考
え
を
も
と
に
す
れ
ば
、
必
ず
し
も

法
第
四
十
三
条
に
係
る
全
て
の
場
合
に
お
い
て
自
力
救

済
の
考
え
方
が
排
除
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
も
考
え

ら
れ
る
。

や
す
お

な
る
ほ
ど
。
じ
ゃ
あ
先
ほ
ど
の
①

･
②
の
ケ
ー

ス
で
も
、
道
路
管
理
者
が
危
険
を
回
避
す
る
目
的
と
そ

の
範
囲
内
に
お
い
て
、
臨
機
応
変
の
対
応
を
す
れ
ば
良

い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

ダ
イ
ス
ケ

い
や
、
そ
う
で
も
な
い
ん
だ
。
自
力
救
済
が

認
め
ら
れ
る
の
は
極
め
て
厳
格
な
要
件
に
当
て
は
ま
る

場
合
に
限
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
し
、
法
が
特
別
に
第

四
十
四
条
と
い
う
規
定
を
採
用
し
て
い
る
以
上
、
沿
道

区
域
の
行
為
に
つ
い
て
は
、
専
ら
第
四
十
四
条
で
処
理

す
べ
き
だ
ろ
う
な
。

や
す
お

四
十
四
条
?

ダ
イ
ス
ケ

法
第
四
十
四
条
は
、
道
路
管
理
者
が
沿
道
区

域
を
指
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
指
定
さ
れ
た
区
域

内
に
お
い
て
一
定
の
権
利
行
使
が
制
限
さ
れ
る
と
い
う

主
旨
の
規
定
だ
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
沿
道
区
域
に
指
定

さ
れ
た
地
域
に
対
し
て
一
定
の
道
路
管
理
権
を
行
使
す

現
行
行
政
法
体
系
の
枠
内
に
お
い
て
は
原
則

る
こ
と
が
で
き
る
。
①

･
②
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
も
、

法
第
四
十
四
条
の
規
定
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
道

路
構
造
や
交
通
に
支
障
を
及
ぼ
す
よ
う
な
危
険
を
事
前

に
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
な
ん
だ
。

や
す
お

な
る
ほ
ど
~
o

と
い
う
こ
と
は
、
先
輩
の
机
を
沿
道
指
定
す
れ
ば
、

先
輩
は
書
類
の
山
が
崩
れ
な
い
よ
う
な
措
置
を
行
う
義

務
が
発
生
し
、
僕
も
そ
れ
に
対
し
て
措
置
命
令
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
、と
い
う
こ
と
で
す
ね
~
。

ダ
イ
ス
ケ

そ
う
い
う
こ
と
だ
。

が
、
し
か
し
!

今
回
は
一
応
不
正
解
と
い
う
こ
と

で
も
あ
る
し
、
特
別
に
道
路
管
理
者
の
自
力
救
済
を
認

め
て
や
ろ
う
。
さ
、
片
付
け
ろ
。

や
す
お

え
~
“

ダ
イ
ス
ケ

お
ま
え
が
勉
強
し
て
な
い
の
が
悪
い
。
そ
れ

じ
ゃ
あ
、
法
第
四
十
三
条
の

"み
だ
り
に
"
の
意
味
は

知
っ
て
る
だ
ろ
う
な
?

や
す
お

｢正
当
な
権
限
や
正
当
な
事
由
な
く
｣
と
い
う

こ
と
で
す
よ
ね
。

ダ
イ
ス
ケ

そ
う
だ
。

ー
正
当
な
権
限
や
正
当
な
事
由
な
く
、
他
人
の
妻
を

助
手
席
に
乗
せ
た
り
、
デ
ー
ト
し
た
り
し
ち
ゃ
!
ダ
メ

だ
と
思
う
ん
だ
け
ど
な
!
。

や
す
お

?

先
輩
、
そ
れ
は

"み
だ
り
に
"
じ
ゃ
な
く

て
、
む
し
ろ

“み
だ
ら
に
“
じ
ゃ
な
い
で
す
か
~
?

ダ
イ
ス
ケ

お
い
!

誰
が
み
だ
ら
だ
=
…
･･折
口子
は
な

あ
、
哲
子
は
!
。
う
う
っ
、
哲
子
ー
っ
=
…

(道
路
に
関
す
る
禁
止
行
為
)

第
四
十
三
条

何
人
も
道
路
に
関
し
、
左
に
掲
げ
る
行
為
を
し
て
は
な
ら

な
い
。

一

み
だ
り
に
道
路
を
損
傷
し
、
又
は
汚
損
す
る
こ
と
。

二

み
だ
り
に
道
路
に
土
石
、
竹
木
等
の
物
件
を
た
い
積
し
、
そ
の
他
道

路
の
構
造
又
は
交
通
に
支
障
を
及
ぼ
す
虞
の
あ
る
行
為
を
す
る
こ
と
。

(沿
道
区
域
に
お
け
る
土
地
等
の
管
理
者
の
損
害
予
防
義
務
)

第
四
十
四
条

道
路
管
理
者
は
、
道
路
の
構
造
に
及
ぼ
す
べ
き
損
害
を
予

防
し
、
又
は
道
路
の
交
通
に
及
ぼ
す
べ
き
危
険
を
防
止
す
る
た
め
、
道

路
に
接
続
す
る
区
域
を
、
条
例

(指
定
区
間
内
の
国
道
に
あ
っ
て
は
、

政
令
)
で
定
め
る
基
準
に
従
い
、
沿
道
区
域
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
但
し
、
道
路
の
各
一
側
に
つ
い
て
幅
三
十
メ
ー
ト
ル
を
こ
え

る
区
域
を
沿
道
区
域
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

2

前
項
の
規
定
に
よ
り
沿
道
区
域
を
指
定
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
道

路
管
理
者
は
、
遅
滞
な
く
そ
の
区
域
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3

沿
道
区
域
内
に
あ
る
土
地
、
竹
木
又
は
工
作
物
の
管
理
者
は
、
そ
の

土
地
、
竹
木
又
は
工
作
物
が
道
路
の
構
造
に
損
害
を
及
ぼ
し
、
又
は
交

通
に
危
険
を
及
ぼ
す
虜
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ

の
損
害
又
は
危
険
を
防
止
す
る
た
め
の
施
設
を
設
け
、
そ
の
他
そ
の
損

害
又
は
危
険
を
防
止
す
る
た
め
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

道イテセ 2002.10 49

い
。

4

道
路
管
理
者
は
、
前
項
に
規
定
す
る
損
害
又
は
危
険
を
防
止
す
る
た

め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
土
地
、
竹
木

又
は
工
作
物
の
管
理
者
に
対
し
て
、
同
項
に
規
定
す
る
施
設
を
設
け
、

そ
の
他
そ
の
損
害
又
は
危
険
を
防
止
す
る
た
め
必
要
な
措
置
を
講
ず
べ

き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

(道
路
管
理
者
等
の
監
督
処
分
)

第
七
十
一
条

道
路
管
理
者
は
、
左
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
に
対
し

て
、
こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
〈
命
令
の
規
定
に
よ
っ
て
与
え
た

許
可
若
し
く
は
承
認
を
取
り
消
し
、
そ
の
効
力
を
停
止
し
、
若
し
く
は

そ
の
条
件
を
変
更
し
、
又
は
行
為
若
し
く
は
工
事
の
中
止
、
道
路
に
存

す
る
工
作
物
そ
の
他
の
物
件
の
改
築
、
移
転
、
除
却
若
し
く
は
当
該
工

作
物
そ
の
他
の
物
件
に
因
り
生
ず
べ
き
損
害
を
予
防
す
る
た
め
に
必
要

な
施
設
を
す
る
こ
と
若
し
く
は
道
路
を
原
状
に
回
復
す
る
こ
と
を
命
ず

る
こ
と
が
で
き
る
。

一

こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
の
法
律
に
基
〈
命
令
の
規
定
又
は
こ
れ
ら
の

規
定
に
基
〈
処
分
に
違
反
し
て
い
る
者

二

こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
〈
命
令
の
規
定
に
よ
る
許
可
又
は
承

認
に
附
し
た
条
件
に
違
反
し
て
い
る
者

三

詐
偽
そ
の
他
不
正
な
手
段
に
よ
り
こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
〈

命
令
の
規
定
に
よ
る
許
可
又
は
承
認
を
受
け
た
者

2
~
7

略



義
務
占
用
物
件
と
轢

(そ
の
↓

道
路
局
路
政
課
道
路
利
用
調
整
室

ん
じ
ゃ
な
い
の
?

大
野
係
員
.
･
･
･
o

坂
上
係
員
冗
談
よ
っ
。
と
こ
ろ
で
、
内
容
は
ち
ゃ
ん
と
確
認
し

た
?

大
野
係
員
も
う
、
ば
っ
ち
り
で
す
よ
。
あ
そ
こ
は
、
ま
わ
り
に

公
衆
電
話
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
で
き
る
よ
う
な
ス
ペ
ー
ス

が
な
い
し
。
そ
も
そ
も
第
一
種
電
気
通
信
事
業
者
が
設

置
す
る
公
衆
電
話
ボ
ッ
ク
ス
の
よ
う
な
義
務
占
用
物
件

に
つ
い
て
は
、
他
に
余
地
が
な
い
場
合
は
、
道
路
管
理

者
は
許
可
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
っ
て
、
僕
が
来

て
す
ぐ
に
坂
上
さ
ん
か
ら
教
わ
っ
た
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

坂
上
係
員
(工
事
計
画
書
を
確
認
し
な
が
ら
、
急
に
ニ
ヤ
ニ
ヤ

し
始
め
る
。)

そ
れ
は
そ
う
だ
け
ど
、
｢基
準
に
適
合
す
る
と
き
は
｣

っ
て
教
え
な
か
っ
た
か
し
ら
。

大
野
係
員
じ
ゃ
あ
、
こ
れ
で
大
丈
夫
だ
と
思
い
ま
す
。
何
か
あ

り
ま
し
た
ら
御
連
絡
し
ま
す
の
で
。

ど
う
も
、
御
苦
労
様
で
し
た
。

0
0
電
話
職
員

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

(打
ち
合
わ
せ
室
か
ら
出
て
く
る
。)

坂
上
係
員
ね
え
、
今
回
は
何
の
申
請
だ
っ
た
の
。

大
野
係
員
今
度
、
△
△
町
に
バ
イ
パ
ス
が
で
き
る
じ
ゃ
な
い
で

す
か
。
そ
こ
に
、
地
下
電
線
と
公
衆
電
話
ボ
ッ
ク
ス
を

設
置
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
工
事
計
画
書
を
持
っ
て

来
た
ん
で
す
よ
。
工
事
の
一
月
前
ま
で
に
提
出
す
れ
ば

い
い
の
に
ま
だ
工
事
ま
で
二
ヵ
月
近
く
あ
る
ん
で
す

よ
。最
近
は
電
話
会
社
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
み
た
い
だ
し
、

競
争
が
大
変
な
ん
で
す
か
ね
~
。

坂
上
係
員
誰
か
さ
ん
の
処
理
期
間
を
考
え
て
早
く
出
し
て
き
た

大
野
係
員
道
路
法
施
行
令
で
定
め
て
い
る
基
準
と
か
で
す
よ

ね
。
占
用
の
場
所
と
か
、
地
上
電
線
の
高
さ
と

力

!
。
あ
れ
っ
、
そ
う
い
え
ば
。

(急
に
工
事
計
画
書
の
図
面
を
確
認
し
始
め
る
。)

あ
っ
、
し
ま
っ
た
。
こ
の
電
話
ボ
ッ
ク
ス
、
歩
道
の

真
ん
中
に
設
置
す
る
よ
う
に
な
っ
て
る
。
こ
れ
じ
ゃ
施

行
令

(※
)
の
占
用
の
場
所
に
抵
触
し
ち
ゃ
う
や
。
す

ぐ
連
絡
し
て
直
し
て
も
ら
わ
な
き
や
。

(あ
わ
て
て
電
話
を
か
け
始
め
る
。)

坂
上
係
員
ど
う
だ
っ
た
。

大
野
係
員
電
話
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
場
所
を
歩
道
の
車
道
寄
り
に

変
更
し
て
、
工
事
計
画
書
を
作
り
直
す
そ
う
で
す
。
二
、

三
日
中
に
は
も
う
一
度
事
務
所
に
来
ら
れ
る
っ
て
言
っ

て
ま
し
た
。
い
や
あ
、
す
ぐ
に
気
が
付
い
て
よ
か
っ
た

で
す
。
義
務
占
用
物
件
だ
っ
た
ん
で
、
ち
ょ
っ
と
油
断

し
ち
ゃ
い
ま
し
た
。

坂
上
係
員
ほ
ん
と
に
、
油
断
し
て
た
だ
け
。
覚
え
て
な
か
っ
た
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※
道
路
法
施
行
令
第
十
一
条
第
一
項
第
二
号

電
柱
又
は
公
衆
電
話
所
は
、
法
敷

(法
敷
の
な
い
場
所
に
あ
っ

て
は
路
端
寄
り
)
に
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
歩
道
を
有
す
る
道

路
に
あ
っ
て
は
、歩
道
内
の
車
道
寄
り
に
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。



ん
じ
ゃ
な
い
の
?

大
野
係
員
そ
、
そ
ん
な
5
0

渡
邊
課
長
ま
あ
ま
あ
、
そ
ん
な
に
責
め
な
い
で
。
と
こ
ろ
で
、

せ
っ
か
く
だ
し
、
大
野
君
の
た
め
に
も
義
務
占
用
物
件

に
つ
い
て
ち
ょ
っ
と
お
さ
ら
い
し
て
み
よ
う
か
。ま
ず
、

義
務
占
用
物
件
は
ど
ん
な
も
の
が
該
当
す
る
の
か
な
。

大
野
係
員
水
管
や
下
水
道
管
、
ガ
ス
管
、
電
線
や
電
柱
等
で
す
。

道
路
法
の
三
十
六
条
第
一
項
に
該
当
す
る
事
業
や
物
件

が
規
定
さ
れ
て
ま
す
よ
ね
。

渡
邊
課
長
そ
の
と
お
り
。
じ
や
あ
、
義
務
占
用
物
件
は
そ
の
他

の
占
用
物
件
と
は
、
な
ぜ
違
う
ん
だ
い
。

大
野
係
員
え
っ
。
そ
ん
な
こ
と
考
え
た
こ
と
な
か
っ
た
で
す
。

道
路
法
で
そ
う
な
っ
て
る
か
ら
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
か
。

渡
邊
課
長
お
い
お
い
、
根
拠
も
な
い
の
に
法
律
で
規
定
す
る
わ

け
が
な
い
だ
ろ
う
。
ま
あ
、
簡
単
に
い
う
と
こ
れ
ら
の

物
件
は
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
、
国
民
の
生
活
と
密
接

な
関
連
が
あ
り
、
公
益
性
が
高
い
か
ら
と
い
う
こ
と
に

な
る
か
な
。

大
野
係
員
な
る
ほ
ど
、
確
か
に
そ
う
で
す
ね
。
じ
や
あ
、
僕
た

ち
の
生
活
に
密
接
な
関
連
が
あ
れ
ば
義
務
占
用
物
件
に

な
る
ん
で
す
か
。

渡
邊
課
長
と
い
う
と
、
例
え
ば
ど
う
い
う
も
の
だ
い
。

大
野
係
員
こ
な
い
だ
、
先
輩
と
飲
み
に
行
っ
た
ん
で
す
が
、
店

の
場
所
を
先
輩
が
忘
れ
て
い
て
、
ち
ょ
っ
と
迷
っ
て
し

ま
っ
た
ん
で
す
。
だ
け
ど
、
そ
の
店
の
看
板
が
道
路
上

に
あ
っ
た
ん
で
、
な
ん
と
か
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
た

ん
で
す
。
そ
の
と
き
に
、
先
輩
が

｢こ
う
し
た
看
板
も

な
い
と
困
る
。｣
と
い
っ
て
い
た
ん
で
、
看
板
も
生
活

に
密
接
し
て
い
る
ん
だ
な
と
思
っ
た
ん
で
す
け
ど
。

坂
上
係
員
確
か
に
あ
る
意
味
そ
う
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
そ
れ

っ
て
大
野
君
の
先
輩
の
生
活
に
密
接
な
関
連
が
あ
る
だ

け
じ
ゃ
な
い
の
。

渡
邊
課
長
我
々
の
生
活
と
密
接
な
関
連
が
あ
る
か
ど
う
か
の
判

断
に
つ
い
て
は
簡
単
に
は
い
え
な
い
け
ど
、
お
店
の
看

板
が
一
般
大
衆
の
生
活
に
密
接
な
関
連
が
あ
る
と
は
、

さ
す
が
に
い
え
な
い
だ
ろ
う
な
。

(終
業
の
チ
ャ
イ
ム
D
)

お
っ
と
、
今
日
は
新
し
い
課
長
補
佐
の
歓
迎
会
だ
っ

た
な
。
じ
や
あ
、
こ
の
続
き
は
明
日
と
い
う
こ
と
で
。

ま
あ
、
そ
う
し
た
看
板
は
義
務
占
用
物
件
で
は
な
い

に
し
て
も
、
一
般
の
占
用
物
件
と
し
て
は
認
め
ら
れ
て

い
る
わ
け
だ
か
ら
、
大
野
君
も
そ
ん
な
に
が
っ
か
り
し

な
い
で
。

大
野
係
員
そ
う
か
~
0

(続
く
)
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○
根
拠
法

水
道
法
、
工
業
用
水
道
事
業
法
、
鉄
道
事
業
法
、
全
国
新
幹
線

鉄
道
整
備
法
、
ガ
ス
事
業
法
、
電
気
事
業
法
、
電
気
通
信
事
業
法

の
規
定
に
基
づ
く
も
の

○
物
件
①

水
管

(水
道
事
業
、
水
道
用
水
供
給
事
業
、
工
業
用
水
道

事
業
の
用
に
供
す
る
も
の
に
限
る
。)

②

下
水
道
管

③

公
衆
の
用
に
供
す
る
鉄
道

④

ガ
ス
管

(ガ
ス
事
業
法
に
規
定
す
る
大
口
ガ
ス
事
業
の
用

に
供
す
る
も
の
を
除
く
。)

⑥

電
柱
、
電
線
、
公
衆
電
話
所

･
電
気
事
業
法
に
基
づ
く
も
の

(電
気
事
業
法
に
規
定
す
る
電
気
事
業
者

(特
定
電
気
事

業
者
を
除
く
。)
が
そ
の
事
業
の
用
に
供
す
る
も
の
に
限

る
。
)

.電
気
通
信
事
業
法
に
基
づ
く
も
の

(電
気
通
信
事
業
法
に
規
定
す
る
第
一
種
電
気
通
信
事
業

者
が
そ
の
事
業
の
用
に
供
す
る
も
の
に
限
る
。)



あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
し
、
被
害
者
に
も
、

飲
酒
に
よ
り
前
方
不
注
視
と
な
っ
て
い
た
過
失
が
あ
り
、

そ
の
割
合
は
六
割
と
認
め
ら
れ
る
。

③

最
高
裁
判
決

本
件
は
、
民
事
訴
訟
法
第
三
一
八
条
第
一
項
の
事
件
に

は
あ
た
ら
な
い
。

判
決
の
ポ
イ
ン
ト

(二
審
判
決
)

事
実
の
認
定

a

本
件
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
は
、
被
控
訴
人
会
社
に
よ
り

本
件
河
川
の
東
岸
に
高
さ
三
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

長
さ
三
･
六
五
メ
ー
ト
ル
の
形
状
で
設
置
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
東
側
に
東
西
方
向
の
本
件
歩
道
が
存
し
て

い
る
。
本
件
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
と
本
件
歩
道
の
間
は
、

も
と
も
と
河
川
敷

(国
有
地
)
で
あ
っ
た
が
、
被
控

訴
人
会
社
が
こ
れ
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
し
、
本
件

歩
道
か
ら
の
進
入
路
及
び
駐
車
場
と
し
て
使
用
し
て

い
た
た
め
、
歩
行
者
は
、
本
件
歩
道
の
西
端
を
通
り

す
ぎ
て
も
ま
だ
歩
道
が
続
い
て
い
る
も
の
と
錯
覚
し

て
、
西
進
を
続
け
、
本
件
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
で
突
然
行

手
を
遮
断
さ
れ
る
。

b

本
件
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
は
、
も
と
も
と
被
控
訴
人
大

阪
府
が
、
本
件
歩
道
の
歩
行
者
が
本
件
河
川
に
転
落

す
る
の
を
防
止
す
る
た
め
に
、
八
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
の
高
さ
で
設
置
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
被
控
訴
人
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　①

府
道
歩
行
者
転
落
事
故
損
害
賠
償
請
求
事
件

〔
一
審
判
決
〕
平
成
一
二
年
三
月
二
人
日

大
阪
地
方
裁
判
所

請
求
棄
却

〔二
審
判
決
〕
平
成
一
三
年
一
月
二
三
日

大
阪
高
等
裁
判
所

請
求
一
部
認
容

官
最
高
裁
判
決
〕
平
成
一
四
年
三
月
三
一日

最
高
裁
判
所

上
告
受
理
申
立
却
下

1

事
件
の
概
要

原
告
ら
の
被
相
続
人
が
府
道
の
歩
道
を
歩
行
中
、
歩
道

と
交
差
す
る
河
川
に
転
落
し
て
、
死
亡
し
た
。
本
件
歩
道

は
、
転
落
箇
所
で
行
止
り
と
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
高

さ
三
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
設
置
さ
れ

て
い
た
と
こ
ろ
、
原
告
ら
は
、
本
件
事
故
の
原
因
は
、
当

該
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設
置
及
び
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
こ

と
に
よ
る
と
し
て
、
道
路
管
理
者
及
び
河
川
管
理
者
並
び

に
本
件
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設
置
者
で
あ
る
被
告
会
社
に
損

害
賠
償
請
求
を
し
た
。
(請
求
額

"
八
、
一
三
八
万
七
、

五
三
五
円
)

な
お
、
本
件
河
川
は
河
川
法
及
び
下
水
道
法
の
適
用
を

受
け
な
い
単
な
る
国
有
財
産
で
あ
り
、
法
律
上
は
国
の
機

関
で
あ
る
大
阪
府
知
事
が
、
実
質
上
は
松
原
市
が
管
理
し

て
い
た
。

2

判
決
の
要
旨

①

-
審
判
決

本
件
事
故
現
場
付
近
に
は
、
本
件
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
視

認
す
る
の
に
十
分
な
照
度
が
あ
っ
た
こ
と
、
被
害
者
が
本

件
事
故
現
場
付
近
の
状
況
に
は
詳
し
か
っ
た
こ
と
、
本
件

事
故
当
時
、
被
害
者
が
飲
酒
し
て
い
た
こ
と
等
を
考
慮
す

れ
ば
、
本
件
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設
置
の
瑕
疵
や
被
告
大
阪

府
及
び
同
松
原
市
の
営
造
物
管
理
責
任
を
い
う
原
告
ら
の

主
張
は
理
由
が
な
い
。

②

二
審
判
決

本
件
事
故
現
場
に
は
、
瑕
疵
あ
る
本
件
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

し
か
設
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、
本
件
河
川
へ
の
転
落
を
防
止

す
る
た
め
の
相
当
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の

で
あ
る
か
ら
、
本
件
歩
道
及
び
河
川
の
管
理
に
は
瑕
疵
が

府
逍
歩
衞
者
嚇
瀰
暮
纜
損
害
購
纜
請
求
事
榊

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
訟
務
係



会
社
が
河
川
敷
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
し
た
際
、
本

②

法
的
判
断

件
旧
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
支
え
の
ポ
ー
ル
を
根
元
か
ら

a

被
控
訴

切
断
し
、高
さ
を
三
人
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ま
で
縮
め
、

本
件
河
川
の
東
岸
の
際
ま
で
移
設
し
た
の
で
、
そ
の

転
落
防
止
機
能
は
著
し
く
低
下
し
て
し
ま
っ
た
。
被

控
訴
人
大
阪
府
は
、
被
控
訴
人
会
社
に
国
有
地
の
原

状
回
復
を
勧
告
し
た
が
、
本
件
事
故
当
時
も
そ
の
ま

ま
放
置
さ
れ
て
い
た
。

な
お
、
被
控
訴
人
会
社
は
、
右
移
設
工
事
の
際
、

自
社
の
駐
車
場
利
用
者
が
本
件
河
川
に
転
落
す
る
の

を
防
止
す
る
た
め
、
本
件
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
南
端
か

ら
さ
ら
に
南
側
に
向
か
っ
て
本
件
河
川
沿
い
に
高
さ

一
メ
ー
ト
ル
の
鉄
パ
イ
プ
柵
を
設
置
し
た
。

c

本
件
事
故
現
場
の
東
方
約
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
位
置

に
存
す
る
交
差
点
に
は
水
銀
灯
が
四
基
設
置
さ
れ
て

お
り
、
本
件
事
故
現
場
の
本
件
府
道
を
挟
ん
だ
北
側

七
メ
ー
ト
ル
の
位
置
に
は
飲
食
店
の
看
板
が
設
置
さ

れ
て
お
り
、
ま
た
、
本
件
事
故
現
場
北
東
の
国
道
沿

い
に
存
す
る
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
か
ら
は
道
路
に
向

か
っ
て
多
く
の
照
明
灯
が
あ
り
、
本
件
歩
道
の
歩
行

者
は
車
道
を
通
行
す
る
車
両
が
な
い
場
合
で
も
、
前

方
を
注
視
し
て
い
れ
ば
、
本
件
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
約

一
四
メ
ー
ト
ル
手
前
か
ら
そ
の
存
在
を
確
認
で
き
、

本
件
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
直
前
ま
で
来
れ
ば
、
そ
の
先

が
河
川
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
気
づ
く
こ
と
が
で
き

る
状
態
で
あ
っ
た
。

a

被
控
訴
人
会
社
の
責
任

被
控
訴
人
会
社
は
、
被
控
訴
人
大
阪
府
が
設
置
し

て
い
た
本
件
旧
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
右
移
設
工
事
に
際

し
て
、
高
さ
を
縮
め
、
本
件
河
川
の
東
岸
の
際
ま
で

移
設
し
、
歩
行
者
の
転
落
防
止
用
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の

機
能
を
著
し
く
低
下
さ
せ
て
し
ま
っ
た
が
、
本
件
ガ

ー
ド
レ
ー
ル
の
高
さ
が
鉄
パ
イ
プ
柵
と
同
程
度
あ
れ

ば
、
本
件
事
故
の
発
生
は
防
げ
た
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
り
、
本
件
事
故
は
本
件
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設
置
の

瑕
疵
に
よ
り
生
じ
た
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

よ
っ
て
、
被
控
訴
人
会
社
は
、
本
件
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

を
設
置
し
占
有
す
る
者
と
し
て
、
民
法
第
七
一
七
条

に
基
づ
き
、
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
。

b

本
件
歩
道
及
び
本
件
河
川
の
管
理
の
瑕
疵
に
つ
い

て
歩
道
は
、
飲
酒
を
し
て
い
る
者
も
含
め
種
々
雑
多

な
歩
行
者
が
、
い
か
な
る
天
候
、
時
刻
で
あ
ろ
う
と

も
、
歩
道
を
通
行
す
る
こ
と
に
つ
い
て
通
常
有
す
べ

き
安
全
性
を
備
え
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
ら
な
い
。

本
件
事
故
現
場
は
、
歩
道
と
河
川
が
交
差
す
る
箇
所

で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
高
さ
が
三
人
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
し
か
な
い
瑕
疵
あ
る
本
件
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
設
置

さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
本
件
河
川
へ
の
転
落
防
止
の

た
め
の
相
当
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

道
路
管
理
者
は
、
本
件
歩
道
の
通
行
者
が
危
険
な
本

件
事
故
現
場
に
近
づ
か
な
い
よ
う
に
誘
導
も
し
く
は

通
行
止
め
に
す
る
等
相
当
な
措
置
を
講
じ
る
べ
き
で

あ
っ
た
の
に
、
こ
れ
を
怠
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
そ
の

管
理
に
は
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
ま

た
、
河
川
管
理
者

(国
有
財
産
管
理
者
も
含
む
)
も
、

本
件
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
自
体
を
十
分
な
高
さ
の
も
の
に

す
る
か
、
こ
れ
に
沿
っ
て
よ
り
高
い
柵
を
設
置
す
る

等
本
件
河
川
へ
の
転
落
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
る

べ
き
で
あ

っ
た
の
に
、
こ
れ
を
怠
っ
た
の
で
あ
る
か

ら
そ
の
管
理
に
は
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ

る
o

c

過
失
相
殺

本
件
事
故
当
時
、
本
件
事
故
現
場
付
近
は
、
府
道

を
走
行
中
の
車
両
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
、
交
差
点
及
び

沿
道
の
店
舗
等
の
照
明
に
よ
り
あ
ま
り
暗
く
は
な

く
、
被
害
者
が
進
路
前
方
を
注
視
し
て
い
れ
ば
、
本

件
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
祝
認
す
る
こ
と
も
比
較
的
容
易

で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
被
害
者
は
、
飲
酒
に
よ
り
注
意

力
が
散
漫
に
な
っ
て
い
た
た
め
、
こ
れ
に
気
づ
か
ず
、

本
件
河
川
に
転
落
し
た
。
よ
っ
て
、
本
件
事
故
の
発

生
に
つ
い
て
は
被
害
者
の
過
失
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大

き
く
、
そ
の
割
合
は
六
割
と
認
め
ら
れ
る
。
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些れ鬱◎廳鱗

潮
風
に
携
わ
れ
て
秋
深
ま
る
『未
来
都
市
』
へ

近
頃
は
、
霞
が
関
周
辺
の
木
々
も

色
づ
き
は
じ
め
、
め
っ
き
り
秋
も
深

ま
っ
て
き
ま
し
た
。
あ
の
セ
ミ
の
大

合
唱
や
、
太
陽
か
ら
の
刺
す
よ
う
な

日
差
し
と
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
か
ら
の
照

り
返
し
に
よ
る
灼
熱
地
獄
は
ど
こ
へ

行

っ
て
し
ま

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
、
私
た
ち
の

｢と
ん
び
会
活

動
｣
の
ほ
う
は
、
季
節
の
移
り
変
わ

り
と
は
別
に
、
平
成
一
五
年
度
予
算

編
成
も
後
半
に
差
し
掛
か
り
、
し
だ

い
に
熱
を
帯
び
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
回
の

｢と
ん
び
の
広
場
｣
は
東
京

都
心
部
か
ら
三
〇
皿
、
電
車
や
車
で

約
四
五
分
か
ら
一
時
間
の

｢開
港
以

来
の
歴
史
と
文
化
が
香
る
街
~
ヨ
コ

ハ
マ
｣
の
新
し
い
顔
を
紹
介
し
ま
す
。

今
年
を
振
り
返
っ
て
見
ま
す
と
、

な
ん
と
言
っ
て
も
二
一
世
紀
に
入
り

横
浜
市
東
京
事
務
所

栗
原

敏
也

初
め
て
の
2
0
0
2
F
I
F
A
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
團
が
、
日
本
と
韓
国
で

開
催
さ
れ
た
こ
と
で
は
な
か
っ
た
で

し
ょ
う
か
。
世
界
一
九
人
の
国
と
地

域
か
ら
厳
し
い
地
区
予
選
を
勝
ち
抜

い
た
三
二
ヵ
国
の
世
界
の
ス
ー
パ
ー

ス
タ
ー
が

｢
Y
O
K
O
H
A
M
A
｣

を
目
指
し
て
、
熱
い
戦
い
を
繰
り
広

げ
、
日
本
代
表
チ
ー
ム
も
ジ
ャ
パ
ン

感動の舞台となった横浜国際総合
競技場

　　
　
　
さ
ご

　
　　　
　
　　
　

　
　
　

ブ
ル
ー
一
色
に
染
ま
っ
た
横
浜
国
際

総
合
競
技
場
で
、
歴
史
的
な
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
初
勝
利
を
収
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
サ
ッ
カ
ー

一

色
だ
っ
た
一
ヵ
月
間
も
ド
イ
ツ
代
表

チ
ー
ム
の
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
、
カ
ー

ン
が
ゴ
ー
ル
ポ
ス
ト
に
も
た
れ
こ

み
、
カ
ナ
リ
ア
軍
団
ブ
ラ
ジ
ル
の

｢大
五
郎
｣
カ
ッ
ト
の
ロ
ナ
ウ
ド
は
、

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
高
々
と
掲
げ
、

ブ
ラ
ジ
ル
と
ド
イ
ツ
と
ニ
ッ
ポ
ン
コ

ー
ル
の
中
、
子
ど
も
た
ち
が
折
っ
た

｢鶴
｣
が
舞
う
と
い
う
シ
ー
ン
を
、

そ
の
熱
狂
的
な
舞
台
と
な
っ
た

｢横

浜
｣
の
名
前
と
と
も
に
世
界
中
の

人
々
に
感
動
を
与
え
、
幕
を
閉
じ
ま

し
た
。
｢
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
決
勝
戦

開
催
都
市
｣
は
横
浜
の
知
名
度
を
上

げ
る
こ
と
に
大
き
く
貢
献
し
、現
在
、

年
間
三
、
四
〇
〇
万
人
の
方
々
が
、

国
内
外
か
ら
横
浜
を
訪
れ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
が
、
今
後
、
さ
ら
に
増

え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
だ
け
大
勢
の
方
が
訪
れ
て
い

た
だ
い
て
い
る
こ
と
や

｢道
路
行
政

セ
ミ
ナ
ー
｣
を
お
読
み
で
街
づ
く
り

に
関
心
の
あ
る
方
で
し
た
ら
、
も
う

何
度
と
な
く
横
浜
に
足
を
運
ん
で
い

た
だ
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

今
日
は
、
こ
の
春
、
横
浜
の
歴
史
的

な
資
産
と
し
て
、
同
時
に
文
化

･
商

業
施
設
と
し
て
甦
り
ま
し
た

｢横
浜

赤
レ
ン
ガ
倉
庫
｣
を
ご
案
内
い
た
し

ま
す
。
J
R
桜
木
町
駅
を
降
り
て
、
い
っ

手前の汽車道方向から見たみなと
みらい地区

西から東から



約9 0年の風雪に耐えた横浜赤レ
ンガ倉庫

も
の

｢
み
な
と
み
ら
い
｣
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
で
あ
る

｢動
く
歩
道
｣
に
乗

り
た
い
誘
惑
を
ま
ず
振
り
切
る
こ
と

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
い
つ
も
は
右
手

に
見
え
た
明
治
の
石
造
り
ド
ッ
ク
の

日
本
丸
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
や
高
さ

二
九
六
m
の
横
浜
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
タ

ワ
ー
を
左
手
に
見
な
が
ら
｢汽
車
道
｣

を
ゆ
っ
く
り
と
歩
き
始
め
ま
す
。
汽

車
道
は
明
治
四
四
年
(
一
九
三

年
)

に
開
通
し
た
臨
港
線
の
一
部
を
プ
ロ

ム
ナ
ー
ド
と
し
て
整
備
し
た
も
の

で
、
か
つ
て
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
航
路
の
汽
船
の
出
航
に
合
わ
せ
て

旅
客
列
車
も
走
っ
て
い
ま
し
た
。
か

つ
て
の
紳
士
、
淑
女
は
渡
米
を
目
前

に
し
て
、
ど
ん
な
思
い
で
車
窓
か
ら

の
風
景
を
眺
め
て
い
た
の
で
し
ょ
う

か
!
。
程
な
く
し
て
、
船
員
さ
ん
た

ち
の
憩
い
の
場
で
あ
る

｢ナ
ビ
オ
ス

横
浜
｣
を
く
ぐ
る
と
約
九
〇
年
の
風

雪
に
耐
え
た
ど
っ
し
り
と
し
た
本
物

の
重
み
を
感
じ
さ
せ
る

｢横
浜
赤
レ

ン
ガ
倉
庫
｣
が
視
界
に
入
っ
て
き
ま

す
。赤
レ
ン
ガ
倉
庫
は

｢港
の
賑
わ
い

と
文
化
を
創
造
す
る
空
間
｣と
し
て
、

保
存

･
活
用
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な

り
、
海
に
向
か
っ
て
右
側
の
少
し
短

め
の
一
号
館
(関
東
大
震
災
で
半
壊
)

と
左
側
の
三
号
館
が
あ
り
ま
す
。
ま

ず
、
一
号
館
は
、
そ
の
歴
史
的
資
産

と
し
て
の
価
値
を
生
か
し
、
文
化
や

芸
術
の
創
造
を
め
ざ
す
空
間
と
し

て
、
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
に
利

用
さ
れ
る
ス
ペ
ー
ス
や
演
劇
や
コ
ン

サ
ー
ト
な
ど
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
フ
ラ
ッ
ト
な
多
目
的
空
間
を
持
っ

て
い
ま
す
。
二
号
館
は
横
浜
の
新
た

な
挑
戦
や
躍
動
感
が
感
じ
ら
れ
る
商

業
施
設
で
す
。
雑
貨
や
家
具
を
中
心

と
し
た
店
舗
と
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の

飲
食
店
三
一
店
舗
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
の

｢時
代
を

超
え
て
訪
れ
る
人
々
を
魅
了
す
る

力
｣
を
充
分
に
堪
能
し
て
も
ら
え
た

ら
幸
い
で
す
。
き
っ
と
オ
ト
ナ
の
あ

な
た
な
ら
わ
か
っ
て
い
た
だ
け
る
と

思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
二
棟
の
倉
庫

の
間
か
ら
正
面
に
広
が
る
横
浜
港
の

景
色
や
、
都
会
の
生
活
で
忘
れ
て
し

ま
っ
て
い
た
懐
か
し
い
匂
い
の
す
る

潮
風
を
胸
い
っ
ぱ
い
に
吸
い
込
ん
で

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
ら
、
も
う
少
し

足
を
の
ば
し
て
く
だ
さ
い
。
日
本
を

代
表
す
る
港
ヨ
コ
ハ
マ
の
海
の
玄
関

で
あ
る

｢横
浜
港
大
さ
ん
橋
国
際
客

船
タ
ー
ミ
ナ
ル
｣
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

さ
れ
て
皆
様
を
お
迎
え
し
ま
す
。

タ
ー
ミ
ナ
ル
は

｢船
｣
を
主
役
と

す
る
た
め
、
建
物
の
高
さ
を
で
き
る

だ
け
抑
え
、
屋
根
の
部
分
は
ゆ
る
い

局
面
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
屋
上

に
は
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
と
芝
生
か
ら
な

る
広
場
と
し
て
二
四
時
間
解
放
さ
れ

て
お
り
、
港
や
客
船
を
身
近
に
親
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
広
く
ゆ

っ
た
り
と
し
た
空
間
に
ひ
と
と
き
癒

キと芝生の広場を持つ横浜大ウ
さ

さ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。さ

あ
、
帰
り
は

｢中
華
街
｣
か
ら

帰
り
ま
す
か
、
そ
れ
と
も
、
｢み
な

と
み
ら
い
｣
に
戻
り
ま
す
か
。
ま
た
、

こ
こ
に
き
て
あ
な
た
の
知

っ
て
い
た

は
ず
の

｢
ヨ
コ
ハ
マ
｣
が
、
ま
す
ま

す
お
も
し
ろ
く
な
っ
て
い
ま
す
。
潮

風
に
誘
わ
れ
て
秋
深
ま
る

｢未
来
都

市
~
み
な
と
み
ら
い
｣
を
ゆ
っ
く
り

と
散
策
し
て
は
い
か
が
で
す
か
。
知

ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
｢
ヨ
コ
ハ
マ
｣

の
り
ピ
J
タ
ー
に
な
っ
て
い
る
自
分

を
発
見
で
き
ま
す
。



皆
さ
ん
は
愛
知
県
と
言
わ
れ
て
何

を
イ
メ
ー
ジ
し
ま
す
か
。
名
古
屋
城

の
金
鱗
か
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
本
拠
地

と
い
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
率
直

に
言
っ
て
愛
知
は
観
光
県
と
い
う
よ

り
工
業
県
な
の
で
、
い
つ
も
素
通
り

と
い
う
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
今

回
は
意
外
に
お
も
し
ろ
い
愛
知
の
見

ど
こ
ろ
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

【城
郭
M

◎
名
古
屋
城

尾
張
徳
川
家
の
居
城
で
幕
府
が
西

国
に
備
え
築
城
し
た
大
城
郭
で
す
。

第
二
次
大
戦
の
空
襲
で
遺
構
の
多
く

は
消
失
し
ま
し
た
が
、
三
つ
の
櫓

(西
北
･
西
南
･
東
南
)、
三
つ
の
門

(表
二
之
門

･
旧
三
之
丸
東
二
之

　　
　
¥
ゞ
‐
＼

総
き
ピ

　　　
　　

鱗　
　
◎

"

　れ

あ
な
た
の
知
ら
な
い
愛
知

愛
知
県
東
京
事
務
所

小
島

馨

杉
戸
絵

･
天
井
板
絵
等
、
一
、
0
四

九
面

(内
重
要
文
化
財
一
、
0
四
七

面
))
が
現
存
し
て
い
ま
す
。
御
殿

障
壁
画
と
し
て
ま
と
ま
っ
た
形
で
現

存
し
て
い
る
の
は
他
に
二
条
城
の
み

で
あ
り
、
貴
重
な
文
化
資
料
と
な
っ

て
い
ま
す
。
な
お
、
金
鱗
で
有
名
な

天
守
閣
は
昭
和
三
四
年
に
再
建
さ
れ

て
い
ま
す

(写
真
1
)。

【美
術
館
･博
物
館
】

◎
徳
川
美
術
館

侯
爵
徳
川
義
親
の
寄
贈
に
基
づ

き
、
尾
張
徳
川
家
に
伝
わ
る
多
数
の

重
宝
、
い
わ
ゆ
る
大
名
道
具
を
収
蔵

す
る
他
に
例
を
見
な
い
美
術
館
で

す
。
そ
の
内
容
は
徳
川
家
康
の
遺
品

を
中
心
に
、
初
代
尾
張
藩
主
義
直

(家
康
第
九
子
)
以
下
歴
代
藩
主
の

遺
愛
品
や
、
そ
の
家
族
が
実
際
に
使

用
し
た
物
ば
か
り
で
、
世
界
的
に
も

有
名
な
源
氏
物
語
絵
巻
を
始
め
国
宝

九
件
、
重
要
文
化
財
五
二
件
、
重
要

美
術
品
四
五
件
を
含
む
一
万
数
千
点

に
も
の
ぼ
り
ま
す
。
戦
災
等
に
よ
り

各
大
名
の
道
具
が
ほ
と
ん
ど
散
失
し

て
し
ま
っ
た
今
日
、種
類
の
豊
富
さ
、

質
の
高
さ
、
保
存
状
態
の
良
さ
等
、

門
･
三
之
丸
大
手
二
之
門
)
及
び
本

丸
御
殿
障
壁
画
の
大
部
分

(襖
絵
･

西から東から

写真 1 名古屋城



他
の
追
随
を
全
く
許
さ
な
い
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す

(写
真
2
)。

◎
博
物
館
明
治
村

明
治
期
の
日
本
の
様
々
な
建
築
物

を
敷
地
内
に
移
築

･
復
元
し
た
ユ
ニ

ー
ク
な
博
物
館
で
す
。
ア
メ
リ
カ
を

代
表
す
る
建
築
家
フ
ラ
ン
ク
ロ
イ

ド
･
ラ
イ
ト
設
計
の
旧
帝
国
ホ
テ
ル

中
央
玄
関

(大
正
三
一年
建
設
、
写

真
3
)。
明
治
中
期
の
官
庁
の
室
内

(知
事
室

･
正
庁

･
応
接
等
)
を
再

現
し
た
旧
三
重
県
庁
全
口
(重
要
文
化

財
、
明
治

三
一年
建
設
)。
京
都
河

原
町
通
り
に
あ
っ
た
ロ
マ
ネ
ス
ク
調

ゴ
シ
ッ
ク
建
築
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会
堂

(重
要
文
化
財
、明
治
四
〇
年
建
設
)。

東
京
は
千
駄
木
に
あ
っ
た
森
鴎
外

･

慈　　
写真3 博物館明治村 (旧帝国ホテル中央玄関)

す
き
の
お

天
照
大
神
を
祭
神
と
し
、
素
棗
鳴
尊

や
ま
と
た
け
る

や
日
本
武
尊
も
祚
ら
れ
、
伊
勢
神
宮

に
次
ぐ
格
式
の
高
い
神
社
で
す
。

｢尾
張
国
熱
田
大
神
宮
縁
起
｣
に
よ

れ
ば
、
熱
田
神
宮
の
創
舵
は
、
東
征

み
や
ず
ひ
め

を
成
し
遂
げ
た
日
本
武
尊
が
宮
讐
媛

命
を
妃
と
し
た
後
、
草
薙
剣
を
媛
に

預
け
て
伊
吹
山
に
出
陣
し
、
病
の
た

め
伊
勢
国
で
亡
く
な
っ
た
た
め
、
媛

が
熱
田
に
社
を
建
て
て
草
薙
剣
を
奉

安
し
た
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
第
三
鳥
居
手
前
に
は
｢信
長
塀
｣

と
呼
ば
れ
る
築
地
塀
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
は
桶
狭
間
出
陣
の
折
り
、

戦
勝
を
祈
願
し
た
織
田
信
長
が
合
戦

の
後
に
奉
納
し
た
も
の
で
す
。

夏
目
漱
石
住
宅

(明
治
二
〇
年
頃
建

設
)
等
を
始
め
多
く
の
貴
重
な
建
築

物
が
見
学
で
き
ま
す
。

【神
社
】

⑭
熱
田
神
宮

熱
田
神
宮
は
三
種
の
神
器
の
ひ
と

く
さ
な
ぎ
の
っ
る
ぎ

つ
で
あ
る
草
薙
剣
を
御
霊
代
と
す
る

こ
の
よ
う
に
愛
知
に
は
か
な
り
レ

ベ
ル
の
高
い
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
あ

り
、
た
だ
通
り
す
ぎ
て
し
ま
う
に
は

あ
ま
り
に
も
惜
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

今
回
皆
さ
ん
に
ご
紹
介
し
た
以
外
に

も
愛
知
に
は
い
い
と
こ
ろ
が
い
っ
ぱ

い
あ
り
ま
す
の
で
、
一
度
あ
な
た
の

知
ら
な
い
世
界

｢愛
知
｣
を
訪
れ
て

み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

ち

で
もて

　
　
　

　

　　
　

　　
　　

写真2 徳川美術館(源氏物語絵巻 竹河)
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九
州
地
方
整
備
局
鹿
児
島
国
道
工
事
事
務
所
調
査
課
長

山
下

尚

…

は
じ
め
に

国
分
市
は
、
鹿
児
島
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置

(図
1
)

し
た
人
口
約
五
万
三
、
0
0
0
人
の
都
市
で
あ
り
、
周
辺

地
域
で
人
口
が
減
少
す
る
な
か
、
現
在
も
人
口
が
増
加
傾

図 1 国分市位置図

　
　　
　
　
　　　　
　

　

　

福
み

熊
籍

、賀

向
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
心
市
街
地
を
中
心

と
す
る
道
路
環
境
は
、
朝
夕
の
通
勤
時
間
帯
を
中
心
に
交

通
渋
滞
が
発
生
す
る
な
ど
、
決
し
て
良
好
な
状
況
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
市
内
の
買
い
物
客
が
ア
ク
セ
ス
性
の

悪
い
中
心
市
街
地
か
ら
郊
外
の
大
型
店
舗
へ
流
出
す
る
た

め
、
商
圏
規
模
が
低
下
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、国
分
市
で
は
交
通
渋
滞
緩
和
、

中
心
市
街
地
活
性
化
及
び
日
常
的
な
移
動
手
段
の
確
保
な

ど
を
目
的
に

｢市
内
巡
回
バ
ス
｣
を
位
置
付
け
た
と
こ
ろ

で
す
が
、
急
激
な
自
動
車
の
普
及
状
況
や
都
市
の
人
口
規

模
な
ど
の
諸
条
件
か
ら
、
単
に
バ
ス
を
連
行
さ
せ
た
だ
け

で
は
路
線
の
存
続
が
困
難
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
事

業
実
施
に
取
り
組
め
な
い
状
況
で
し
た
。

そ
こ
で
、
積
極
的
に
市
民
に
対
し
バ
ス
利
用
を
促
し
、

路
線
を
存
続
し
て
い
く
た
め
の
手
法
と
し
て
、
サ
ポ
ー
タ

ー
制

(バ
ス
乗
車
会
員
)
に
よ
る

｢市
内
巡
回
バ
ス
｣
の

仕
組
み
を
企
画
･
立
案
し
、社
会
実
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

二

実
験
の
概
要

国
分
市
民
を
対
象
と
し
て
サ
ポ
ー
タ
ー

(バ
ス
乗
車
会

員
)
を
募
集
し
、
サ
ポ
ー
タ
ー
が
支
払
う
会
費
で
バ
ス
乗

車
時
の
運
賃
が
無
料
と
な
る

｢サ
ポ
ー
タ
ー
制
｣
を
導
入

し
な
が
ら
、
中
心
市
街
地
を
巡
回
す
る
バ
ス
を
連
行
さ
せ

ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
中
心
市
街
地
の
商
業
者
の
販
促
品
と

し
て
バ
ス
回
数
券
を
活
用
し
、
バ
ス
利
用
者
の
増
加
を
図

る
も
の
で
す

(写
真
1

･
2
、
図
2
)。

①
連
行
期
間

･
平
成
一
三
年
三

月
一
〇
日
~
平
成
一
四
年
二
月
二

八
日

(約
四
ヵ
月
)

②
運
行
ル
J
ト



　 　　 　
ス 0 各 行 五 中
停 分 系 時 系 心
間 統 間 統 市
隔 七 街
で ･ . 地
運 0 と
行 ○ 郊　　 　

.
中
心
市
街
地
と
郊
外
住
宅
地
を
巡
回
す
る
三
路
線
、

方向幕

　　
う
　　　
　　　

写真 2 巡回バス停 写真 1 巡回バス車両

~ '"巡回バス (会員)　 　 　　
　　　　　を含む駮存路線3ルート)

図 2 社会実験イメージ図

サポーター (バス乗車会員) が支える市内巡回バスの可能性について
国土交通省都市 ･地域整備局大都市圏整備課 村田 英樹

(前 国分市総括行政監)

平成旧年度に、交通渋滞の緩和や環境負荷軽減、市民の交通手段の確保、
中心市街地の活性化を目的として、サポーター制による市内巡回バス事業を、
国土交通省の社会実験として実施しました。
この実験の特徴としては、市民の地域を支える意識を引き出して、バス事
業を運営する仕組みを提案した点が、今までの行政主導型の巡回バス事業と
大きく異なる点であり、これからの市民社会のあり方の一つの方向を先取り
したものと考えています。
実験の結果としては、お年寄りの方々を中心に、実験に賛同してパス乗車
会員になっていただいた方も相当数いらしたものの、全体の巡回パスの利用
者や会員数は予想を大幅に下回ってしまい、必ずしも多くの市民の理解や賛
同が十分に得られているとは言えません。
この理由として、市民へのP R不足や準備不足も考えられますが、やはり
市民の巡回バスに対するニーズの把握が、潜在ニーズの掘り起こしを含めて、
十分でなかったことが一番大きな原因であると考えています。
実験後の巡回バスについては、当面民間パス事業者が引き継いで連行して
いただいていますが、バス事業は、市民の巡回バスへの潜在ニーズを把握し、
そのニーズに見合ったルート、連行本数などのパスサービスを提供すること
が基本ですので、今回の実験結果を踏まえて、今後、行政、商工会議所、民
間バス会社、市民が適切な役割分担のもと、模索しながら検討していくこと
が必要だと思います。
また、賛同していただいたサポーターの方々による市民グループの結成の
動きもあるようですので、こうしたグループと連携することができれば、よ
り市民の主体的な参加による取組みになるものと期待しています。

;首夕千ふ うnnぅ 1n に0

0
0
最
終

(約
ニ

･
大
人
二
、
0
0
0
円
/
月
、
子
供
一
、
0
0
0
円
/

月
、
家
族
割
引
七
〇
〇
円
/
月

･
購
入
は
三
ヵ
月
分
一
括
。
た
だ
し
、
途
中
で
会
員
に

⑤
サ
ポ
ー
タ
ー
の
会
費

･
既
存
バ
ス
停
以
外
に
、
巡
回
バ
ス
用
の
バ
ス
停
を
一

六
ヵ
所
設
置

⑥
申
込
方
法

･
チ
ラ
シ
の
申
請
書
を
郵
送
後
、
バ
ス
協
議
会
よ
り
会

員
券
を
郵
便
局
代
金
引
換
で
発
送

･
バ
ス
協
議
会
の
他
、
市
役
所
売
店
、
市
内
五
ヵ
所
の

な
っ
た
場
合
日
割
り
計
算

会
員
以
外
の
利
用
者
は
、
通
常
の
バ
ス
料
金



商
店
に
お
い
て
発
行

⑦
連
行
形
態

,
バ
ス
協
議
会
が
企
画
･
運
営
を
行
い
、
民
間
バ
ス
事

業
者
に
連
行
を
委
託

⑧
そ
の
他

･
回
数
券
の
販
促
品
利
用
、
事
業
所
の
協
賛
、
通
勤
ノ

ー
マ
イ
カ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施

三

社
会
実
験
の
進
め
方

1

実
験
の
実
施
体
制

｢国
分
市
内
巡
回
バ
ス
協
議
会
｣
が
実
験
計
画
を
策
定

し
、
実
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

構
成
メ
ン
バ
ー

…
国
分
商
工
会
議
所
、
所
轄
警
察
署
、

鹿
児
島
県
、
国
分
市
、
民
間
交
通
事

業
者
、
地
元
関
係
団
体

2

協
議
会
等
の
運
営
状
況

本
社
会
実
験
で
は
、
｢国
分
市
内
巡
回
バ
ス
協
議
会
設

立
準
備
会
｣
を
経
て
、
｢国
分
市
内
巡
回
バ
ス
協
議
会
｣

を
設
置
し
、
バ
ス
運
営
を
行
う
と
と
も
に
、
市
民
へ
の
P

R
活
動
や
市
民
か
ら
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
P
R

活
動
の
一
環
と
し
て
各
々
の
地
区
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
社
会
実
験
後
、
国
分
商
工
会
議
所

(T
M
O
)
の
中
に
継
続
的
な
取
組
み
を
行
う

｢バ
ス
委

員
会
｣
を
設
立
し
て
い
ま
す

(表
1
)。

3

P
R
活
動
状
況

様
々
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し

(表
2
)、
市
民

表 1 各協議会の運営状況

第1回 平成13年4月25日 ･国分市内巡回バス協議会設立準備会

第2回 平成13年5月30日 てつ窿ト
叉
ン
つ

告
黎
靴
鯰
鍼

経
公
社

第3回 平成13年8月27日
ていつ
事
に
読
客
の
内
約
験
規
実
会
会
議
社
協

第1回 平成蜷年9月18日 ･国分市内巡回バス協議会設立

第2回 平成雑年11月6日 てい
て
つ
い
に
つ
)
に
数
况
使
て

状

、
い

漿
踞
っ

寡
間
に

の
行
式

員
遜
始

会
(
開

車
行
行

乗
還
運

ス
ス
ス

回
回
回

巡
巡
巡

第3回 平成I3年11月22日

てい

て

つ

い

に
て

つ

況
い

に

状
っ
て
み

築
に
い
報

募
更
つ
取

の
変
に
の

員
の
賛
街

会
ト
協
店

車

-
ス
商

乗
ル
パ
の

ス
ス
回
後

パ
パ
巡
今

第4回 平成14年2月8日
て
て
い
い
つ
つ
に
に
績
て
て

更
美
い
い

変
行
っ
つ

刻
運
に
に

時
ス
査
後

線
バ
調
了

路
回
ト
終

ス
巡
-
験

パ
の
ケ
実

回
在
ン
会

巡
現
ア
社

第5回 平成14年3月28日 社会実験の結果報告について

外
準
備

製
中

丸

･国分市内巡回バス協議会については解撤するものの、今後のことについては国
分商工会議所 (T M O )の中に新たにパス委員会を設立 (平成聡年3月 18日)
し、継続的に取組むこととしている。
･期間限定であるが会員制パスを実施する林田バス鱒の協力により自主運営が決
定している。バス委員会はこの会員制バスの自主運営のサポートを行いつつ、期
間終了後も継続して巡行していただけるよう取組みを行っている。

今
後

　

　

な
ど
か
ら
の
意
見
も
踏
ま
え
、
社
会
実
験
方
法
の
見
直
し

(表
3
)
を
行
い
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
結
果
か
ら
、
社
会
実
験
申
請
時
に
作
成
し
た
社
会
実

験
案
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
社
会
実
験
期

間
中
に
お
い
て
は
、
巡
回
バ
ス
利
用
者
や
会
員
の
増
強
の

た
め
、
サ
ポ
ー
タ
ー
や
市
民
の
意
見
を
収
集
し
、
巡
回
ル

ー
ト
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
市
内
主
要
事

業
所
に
よ
る
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー

(週
二
回
)
を
実
施
し

ま
し
た
。

表3 P R活動による社会実験方法の見直し

嘲 変更内容

社会実験申請時
(平成 13 年春)

法方験実会社るよに入導の制ーター
定

ポ

策

サ

の

礦

剴
拗
輝
明
落
,

よ

連

に

、

プ

費
ツ

会きおげ払
背

上
対
密

ち
映
定

立

反

決

で

を

の

区
見
聞

地
意
時

各
る

行

虱

彌
親
婢
彫
翳刊

嵐
婚
期
槻
訛
靴
中
藤
鐸

ル

内
=

･

蛔
繭
硼
鮫醗劾
彫
絃
ザ

を

と

力

縦
楚
拂

鯛
桁
ゑ

表2 社会実験前のP R活動

数回 参加状況

公民館長 回ろくJ 7 5 人

敬老会 回QV 2 5 0 人

事業所 回ハノム 人ワー
地域住民 回u 人1414

合 回1 9 人QJメ4マ

“ 道イテセ 2002.lo



四

本
社
会
実
験
で
検
証
す
る
内
容

便
性
、
及
び
実
現
可
能
性
の
検
証

本
社
会
実
験
に
ょ
り
、
検
証
す
る
項
目
、
及
び
そ
の
調

五

社
会
実
験
の
結
果
.
分
析

査
手
法
は
以
下
の
と
お
り
で
す

(表
4
)。

1

｢サ
ポ
ー
タ
ー
が
支
え
る
市
内
巡
回
バ
ス
事
業
｣
導

◎

｢サ
ポ
ー
タ
ー
が
支
え
る
市
内
巡
回
バ
ス
事
業
｣
導
入

入
に
よ
る
交
通
渋
滞
緩
和
効
果
の
検
証

に
よ
る
交
通
渋
滞
緩
和
効
果
の
検
証

通
勤

･
通
学
時
に
ほ
と
ん
ど
バ
ス
に
乗
っ
て
い
な
か
っ

◎
中
心
市
街
地
へ
の
来
街
状
況
等
の
活
性
化
効
果
の
検
証

,
た
人
の
う
ち
、
六
割
以
上
の
人
が
週
二
回
以
上
バ
ス
を
利

◎
高
齢
者
等
の
交
通
弱
者
の
移
動
手
段
の
確
保
の
検
証

用
し
て
い
る
が

(図
3
)、
日
交
通
量
へ
の
影
響
は
軽
微

◎

｢サ
ポ
ー
タ
ー
が
支
え
る
市
内
巡
回
バ
ス
事
業
｣
の
利

で
あ
り
、
交
通
渋
滞
緩
和
効
果
を
明
確
に
把
握
す
る
こ
と

表4 検証項目の調査手法及び調査内容 ◎ ◎ ◎ ◎ 査
｢ 高 中 に ｢ 手 本 四

冷評項目 調査手法 調査内容 調査実施方法
｢サポータ-
が支える市内
巡回バス事業｣
導入による交
通渋滞緩和効
果の検証

自動車交通量調査
交通渋滞長調査

主要交差点の流入交通量及
び渋滞長の事前及び実験期
間中の比較

事前調査 : l 1月上旬平休日各1日
事後調査 :2月中旬1週間

旅行速度調査 巡回バス及び一般自動車の
旅行速度の事前及び実験期
間中の比較

実験開始から2月末まで、車載機を設
置しG P Sで観測

中心市街地へ
の来街状況等
の活性化効果
の検証

中心商店街歩行者交
適量調査

中心商店街の商崇施設の出
入り客数の事前及び実験期
間中の比軟

事前調査 : 1 1月上旬平休日各l日
事後調査 :2月中旬1週間

中心商店街事葉主ア事前と実験期間中における
来客状況の変化や巡回バス
事業の継続意向、協力でき
る点について把握

2月中旬実施
訪問配布回収方式

日常的な移動
手段の確保

サポ-ターアンケ-
ト

事前の交通手段の利用状況
及び実験期間中の利用状況
の把l風 実験結果による評
価 ･問題点を把握

2月中旬実施 (サポーター全員)
郵便配布回収方式

｢サポーター
が支える市内
巡回バス事案｣
の利便性、及び
実現可能性の
検証

バス利用者数調査 主要バス停で乗降者数を実
験前後で観測

事前調査 : 1 1月上旬平休日各1日
事後調査 ;2月中旬1週間

サポ-ター登録状況
調査

サポ-夕-登録状況の推移 随時

上記4つに共
通

一般市民･主要事業
所従業員アンケート

普段の行動 (移動手段)や
バス利用状況に加え、社会
実験に対する評価や維続意
向を把握する

2月中旬実施 (9 0 0名)
主要企藥:訪問配布郵送回収
一般市民:郵送配布回収方式

　　　　 　　　　　　 　　ゞ その他】 2‐4実

　　 　 　 　 　　
　

かつた N

社会実験前のバス利用 社会実験中のバス利用
バ い

※サポーターのみ る は ス な
こ 軽 を か

図 3 通勤 ･通学時に主に自動車 (送迎含む) を利用していた 街 っ

回答者のバス利用頻度

今
回
の
社
会
実
験
の
影
響
に
よ
る
サ
ポ
ー
タ
ー
の
中
心

市
街
地
へ
の
買
い
物
場
所
の
変
更
は
、
全
体
の
約
一
割
程

度
と
な
っ
て
い
ま
す

(表
5
)。

中
心
市
街
地
へ
の
来
街
者
の
増
加
は
、
中
心
商
店
街
歩

行
者
交
通
量
調
査
、
中
心
商
店
街
事
業
主
ア
ン
ケ
ー
ト
に

よ
っ
て
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、
中
心

よ 行 度 市 2 は
っ 者 中 と 街 今 証 で
て 交 心 な 地 回

表･ 実験期 踰 “ 鰔 口“ 醐 場所“変. 輻離そ分緤 藁
2

中
心
市
街
地
へ
の
来
街
状
況
等
の
活
性
化
効
果
の
検

実験前の買い物場所 実験後の買い物煽れ斉

変更無し 郊外大型商業施設
国分市中
心部商店

自宅近くの
商店 その他

郊 18 fs ‐ l 1 0
国分市中心部商店

18
77 74 ず

‐ l
f

0
2

自宅近くの商店 5f 40 0 11 0
その‘也 3 .･I- 0 2 0
買物はしない 5 5 0 ぬ 0 0

議す 155 136 1 14 2 2

い 買 雲 街 ん
ま い 実 地 で
す 物 験 へ し
( 場 の の た
表 所 影 来 o

14
0 平日の変更割合 = -一一- - × loo
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部
バ
ス
停
の
日
平
均
乗
降
客
数

(平
日
)
は
、
一
三
九
人

か
ら
二
五
四
人
と
増
加
し
て
お
り
、
バ
ス
利
用
に
よ
る
中

心
市
街
地
来
街
者
が
増
加
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た

(図
4
)。

3

高
齢
者
等
の
交
通
弱
者
の
移
動
手
段
の
確
保
の
検

　　　サ
ポ
ー
タ
ー
の
約
六
割
は
自
動
車
免
許
を
持
っ
て
い
な

い
方
々
で
あ
り
、
高
齢
者
や
主
婦
の
利
用
が
多
く
、
日
常

的
に
車
を
利
用
で
き
な
い
交
通
弱
者
の
利
便
性
の
向
上
に

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
巡
回
バ
ス
利
用
者
は
、
朝
の
ピ
ー
ク
時
だ
け
で

な
く
、
昼
間
時
も
利
用
が
多
く
、
高
齢
者
や
主
婦
に
利
用

さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す

(図
5
)。

社
会
実
験
関
係
者
や
商
店
主
か
ら
は
、
高
齢
者
利
用
も

多
い
こ
と
か
ら
、
福
祉
の
観
点
か
ら
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し

を
求
め
る
意
見
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

　1約

180.0- 184r3‐

塀 鶏2期経路
平均

　　
　　
第

図 6 巡回バスの 1日あたりの平均輸送状況

4

｢サ
ポ
ー
タ
ー
が
支
え
る
市
内
巡
回
パ
ス
事
業
｣
の

利
便
性
、
及
び
実
現
可
能
性
の
検
証

市
内
巡
回
バ
ス
の
導
入
に
よ
り
、
高
齢
者
等
の
移
動
手

段
の
確
保
、
自
動
車
か
ら
の
交
通
手
段
の
転
換
の
動
機
付

け
な
ど
の
効
果
が
確
認
さ
れ
、
サ
ポ
ー
タ
ー
制
バ
ス
事
業

の
進
め
方
に
関
し
て
も
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
よ
り
満
足
度
が

約
九
0
%
と
高
い
評
価
で
し
た
。

今
回
の
社
会
実
験
は
、
サ
ポ
ー
タ
ー
制
で
市
内
巡
回
バ

ス
を
連
行
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
た
め
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の

意
見
な
ど
に
よ
り
、
柔
軟
に
バ
ス
ル
ー
ト
を
見
直
す
こ
と

が
可
能
な
シ
ス
テ
ム
で
す
。
そ
の
た
め
、
実
験
中
に
バ
ス

ル
ー
ト
の
見
直
し
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
バ
ス
利
用
者
が
一

八
七
人
/
日
か
ら
二
〇
七
人
/
日
に
増
加
し
た
こ
と
が
確

認
さ
れ
ま
し
た

(図
6
)。

サ
ポ
ー
タ
ー
登
録
数
は
、
実
験
開
始
時
に
比
べ
て
約
五

倍
に
増
加
し
、
最
終
登
録
者
数
は
四
七
〇
人
と
な
っ
た
も

の
の
、
採
算
上
の
目
標
人
数
で
あ
る
四
、
0
0
0
人
を
大

き
く
下
回
り
ま
し
た
。

サ
ポ
ー
タ
ー
を
増
員
で
き
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
は
、

｢連
行
ダ
イ
ヤ
･
連
行
間
隔
｣
｢停
留
所
の
設
置
｣
｢巡
回

バ
ス
の
定
時
制
｣
｢会
費
の
一
カ
月
単
位
で
の
販
売
｣
な

ど
の
改
善
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
把
握
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
サ
ポ
ー
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

｢条

件
付
き
｣
を
含
め
、
引
き
続
き
会
員
と
し
て
利
用
意
向
を

示
す
サ
ポ
ー
タ
ー
が
約
九
割
と
極
め
て
多
い
こ
と
が
確
認

さ
れ
ま
し
た

(図
7
)。
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バスルートの見直し

刃
300

郷
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幼
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六

実
施
後
の
展
開

1

施
策
の
成
立
可
能
性

サ
ポ
ー
タ
ー
制
市
内
巡
回
バ
ス
の
本
格
実
施
に
つ
い

て
、
社
会
実
験
に
参
加
し
た
サ
ポ
ー
タ
ー
や
一
般
市
民
の

利
用
意
向
は
高
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、

利
用
者
の
望
む
条
件
が
整
い
、
採
算
性
と
バ
ラ
ン
ス
の
と

綵

　
　
　

　
　

　
　
　

　　

　
　

　

　
　

　
　　
　
　

　　
会
な

、
は
糺

条件によっては
会員になってもいい
23,3%

図7 サポーターの3月以降事業継続での利用意向

会員 (サポーター) 制市内巡回バス
国分商工会議所町づくり運営委員会委員 石野 浩二

国分商工会議所が中心となり取り組んでいる“中心市街地活性化
事業" のなかに、巡回バス事業があります。ここで約2年間市内巡
回バスについて勉強をさせて頂き、 ｢会員は特定地域内乗り放題、
非会員は乗車の都度、現金を支払う。｣ という ｢会員 (サポーター)
制市内巡回パス｣ という考え方にたどり着きました。
多くの市民の方が、 ｢将来、バスは必要だが, 現在は利用してい
ない。｣ と答えます。実際に利用している方も当然のことながら必
要なときだけ利用し、 ｢パスが無くなると困る｣ と言い続け、バス
業者は、赤字連行の補助を行政に訴えます。
バスの運行はあまりにも公共性が強いせいが、市民の頭の中では
｢行政が取組む問題｣ とほとんどが決めつけているように思います。
そこでまずは、市民の意識改革から進めようと、バスを必要と考
える人達が自ら費用を負担し、会員となりバス利用を促進する。結
果、慢性的な交通渋滞の緩和、環境問題などに貢献でき、高齢者交
通弱者の住みやすい街にと考えました。
国土交通省の社会実験を終え、行政、商工会議所、パス事業者、
そして市民の明確な役割分担が必要だと考え、｢会員 (サポーター)
制市内巡回バスのN P O 法人｣ の申請も検討しております。バスだ
けに限らず、今後必要なものは必要とする者が中心となり考え活動
することが重要だと考えます。

れ
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
可
能
と
な
れ
ば
、
本
格
実
施
の

成
立
可
能
性
は
高
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

2

本
格
実
施
に
向
け
た
継
続
的
な
取
組
み

サ
ポ
ー
タ
ー
や
一
般
市
民
か
ら
の
本
格
実
施
の
利
用
意

向
が
極
め
て
高
い
こ
と
、
ま
た
実
験
に
協
力
し
た
多
く
の

関
係
者
か
ら
も
実
験
の
効
果
を
確
か
め
る
た
め
に
は
実
験

期
間
の
延
長
を
求
め
る
意
見
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
国

分
商
工
会
議
所

(T
M
O
)
内
に
バ
ス
委
員
会
を
設
置
し
、

社
会
実
験
終
了
後
も
、
民
間
バ
ス
会
社
に
よ
る
巡
回
バ
ス

自
主
運
行
の
協
力
･
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【継
続
的
な
取
組
み
の
変
更
点
】

①
料
金
及
び
発
行
方
法
の
見
直
し

○
会
費
を
三
ヵ
月
分
一
括
販
売
で
あ
っ
た
も
の
を
一
ヵ

月
単
位
で
販
売

○
料
金
の
見
直
し
ー
一
カ
月
"
二
、
九
〇
〇
円
、
二
ヵ

月
"
五
、
O
O
〇
円
、
三
ヵ
月

…
七
、
O
O
〇
円

(子
供
は
半
額
、
家
族
割
引
の
廃
止
)

○
コ
ス
ト
の
関
係
か
ら
郵
送
発
行
を
取
り
や
め
、
対
面

販
売
へ

②
バ
ス
委
員
会
の
発
足

○
国
分
T
M
0

(国
分
商
工
会
議
所
)
に
バ
ス
委
員
会

を
設
置

○
国
分
市
か
ら
国
分
T
M
O
に
バ
ス
事
業
の
支
援
に
対

し
て
補
助
金
を
支
出

○
支
援
方
策
の
取
組
み
検
討

3

本
格
実
施
へ
の
展
開

今
後
は
、
サ
ポ
ー
タ
ー
登
録
数
の
拡
大
支
援
や
、
サ
ポ

ー
タ
ー
以
外
の
一
般
市
民
に
対
す
る
サ
ポ
ー
タ
ー
制
の
周

知
徹
底
、
さ
ら
に
サ
ポ
ー
タ
ー
制

(採
算
検
討
含
む
)
自

体
の
課
題
解
決
の
た
め
の
詳
細
な
検
討
が
必
要
で
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
実
験
を
継
続
し
、
地
元
住

民
、
商
店
街
関
係
者
、
バ
ス
事
業
者
、
関
係
機
関
に
よ
る

本
格
実
施
に
向
け
た
調
整
を
進
め
る
予
定
で
す
。
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1

背
景
政
府
に
お
い
て
は
、
国
民
等
と
行
政
と
の
間
の
実
質

的
に
す
べ
て
の
申
請
･
届
出
等
手
続
を
平
成
一
五
年
度

ま
で
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
行
え
る
よ
う
に
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
国
土
交
通
省
に
お
い
て
も

｢国
土
交

通
省
申
請

･
届
出
等
手
続
の
電
子
化
推
進
ア
ク
シ
ョ

ン
･
プ
ラ
ン
｣
(平
成
一
三
年
六
月
国
土
交
通
省
I
T

政
策
委
員
会
決
定
)
等
を
策
定
し
、
他
省
庁
に
先
駆
け

て
国
土
交
通
省
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
シ
ス
テ
ム
及
び
国
土

交
通
省
認
証
局
の
運
用
を
開
始
す
る
な
ど
、
電
子
政
府

の
実
現
に
向
け
た
取
組
み
を
推
進
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
。し

か
し
、
こ
れ
ま
で
の
動
き
を

一
層
加
速
す
べ
く

｢
e
-J

a
p
a

n
重
点
計
画
-
2
0
0
2
｣
(平
成
一

四
年
六
月
I
T
戦
略
本
部
)
が
策
定
さ
れ
、
更
な
る
行

政
の
効
率
化
、
国
民
･
事
業
者
の
負
担
軽
減
の
実
現
が

求
め
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
申
請
･
届
出
等
に
限
ら
ず

法
令
に
基
づ
く
行
政
手
続
等
に
つ
い
て
、
原
則
と
し
て

す
べ
て
書
面
に
よ
る
手
続
等
に
加
え
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

る
手
続
も
可
能
と
す
る
た
め
の
法
整
備
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
こ
れ
ら
の
手
続
等
に
つ
い
て
も
計
画
的
か
つ
着

実
に
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
推
進
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
国
土
交
通
省
に
お
い
て
は
、
今

般
、
以
下
に
よ
り
ア
ク
シ
ョ
ン

･
プ
ラ
ン
の
拡
充

･
見

直
し
を
行
い
、
国
土
交
通
省
所
管
法
令
に
基
づ
く
行
政

機
関
等
の
手
続
等

(行
政
機
関
等
が
主
体
又
は
名
あ
て

と
な
る
手
続
等
を
い
う
。
以
下

｢行
政
手
続
等
｣
と
い

う
。)
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
推
進
し
、
国
民
の
利
便
性

の
向
上
、
行
政
運
営
の
簡
素
化

･
効
率
化
等
を
図
る
こ

と
と
い
た
し
ま
し
た
。

2

ア
ク
シ
ョ
ン
･
プ
ラ
ン
の
概
要

㈲

名
称

･
｢国
土
交
通
省
行
政
手
続
等
の
電
子
化
推
進
に
関

す
る
ア
ク
シ
ョ
ン

･
プ
ラ
ン
｣
(平
成

一
四
年
七

月
三
〇
日
国
土
交
通
省
I
T
政
策
委
員
会
決
定
)

･
｢国
土
交
通
省
の
所
管
事
項
に
関
す
る
自
治
事
務

等
に
係
る
行
政
手
続
等
の
電
子
化
推
進
ア
ク
シ
ョ

ン
.
プ
ラ
ン
｣
(平
成
一
四
年
七
月
三
〇
日
国
土

交
通
省
I
T
政
策
委
員
会
決
定
)

②

内
容

の
従
前
の
ア
ク
シ
ョ
ン
･
プ
ラ
ン
は
、
国
民
と
行
政

機
関
等
と
の
間
に
お
け
る
申
請
･
届
出
等
を
対
象
手

続
と
し
て
い
た
が
、
対
象
手
続
を
行
政
機
関
等
間
の

手
続
等
を
含
む
行
政
手
続
全
般
に
拡
充
し
、
原
則
と

し
て
平
成
一
五
年
度
ま
で
に
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
図
る
。

※
拡
充
さ
れ
た
手
続

へ
①
不
服
申
立
て

"②
準
司
法
的
手
続
“

③
処
分

(申
請
に
対
す
る
処
分
を
除
く
)
"④
行
政
指
導
"

⑤
公
示
、
閲
覧
、
縦
覧
等
"⑥
行
政
機
関
等
間
の
手
続
"⑦

そ
の
他

(意
見
聴
取
等
)
〉

な
お
、
拡
充
さ
れ
た
手
続
に
つ
い
て
は
、
原
則
と

し
て
、
①
~
④
及
び
⑦

(官

･
民
の
手
続
)
は
国
土

総合政策局情報管理部



○国民と行政機関等との間々叢れ盪蟹琴浸出灘 雙葵歳手勢≧“ ““ 素 期 請
(イも 交 ぺ 交

通
省
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
シ
ス
テ
ム
、
⑤
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
⑥
(官
･官
の
手
続
)
は
省
庁
間
電
子
文
書

交
換
シ
ス
テ
ム
の
拡
充
、
の
活
用
等
に
よ
り
オ
ン
ラ
イ

ン
化
を
図
る
(自
治
事
務
等
は
実
施
方
策
を
提
示
)。

○

従
前
の
ア
ク
シ
ョ
ン
･
プ
ラ
ン
の
対
象
手
続

(申

請

･
届
出
等
)
に
つ
い
て
は
オ
ン
ラ
イ
ン
化
実
施
時

期
等
の
前
倒
し
を
図
る
と
と
も
に
、
手
続
自
体
の
簡

素
化
等
を
推
進
。

12年度 13 年度 14年度 16年度 小計 総計
申請 ･届出等 7 L99 8 14 1316 2336 2449
拡充による追加手続 0 180 222 28 16 32 17 4216

以下同じ

0 地方公共団体が扱う手続
･ ~ 13年度 14年度 15年度 小計 総計
申請 ･届出等 28 303 699 1030 1106
拡充による追加手続 4 6 1894 1904 270 1

○独立行政法人等が扱う手続
へ13年度 14 年度 16年度 小計 総計

申請 ･届出等 3 6 279 288 312
拡充による追加手続 48 2 39 1 44 1 823

0 主な手続自体の簡素合理化を行う内容 (国が扱う手続)
･住民票の写しの添付省略 (40 件)
･商業登記謄抄本の添付省略 (24件)
･提出部数の削減 (80 件)
･関連する手続の様式の標準化 (L1件)

◎
主
な
道
路
関
係
の
申
請
･
届
出
等
手
続
の
例

(国

が
扱
う
手
続
)

.
道
路
の
占
用
許
可

(企
業
占
用

…
三
一年
度
、
一

国土交通省の行政手続等電子化推進施策 道が堂

eーJ ap an重点計画‐2002(14.6.l8)
世界最先端のIT国家となる

申請･届出等
→全ての行政手続に拡大

オンライン化手続敷 く国に係るもの :各年度までの累計)

H 1 2 H 1 3 H 1 4 H 1 5

官 ･民手続

I申請.届出等
Iその他 (準司法的手続等

7 206 1-023 2,630

7 206 1,020 2,335

0 0 3 295

公示 ･閲覧 ･縦覧等 0 174 248 719

官 ･官手続 0 6 151 2,203

してH 1 5 でに ンー ン

終轍手続オンライン化のため窃去覊

国 土 交 通 省
国土交通省行政情報化椎進
取組方針

倍報セキ" 翳等のための対策 O鰍謎燃せ謡緋 特 共 般o行政情報の電子的提僕
殊 同 占理=公硯轉癬矧ぎ熟議 車秀用0セキュリティの確保等の実施

般
占
用
"
-
四
年
度
)

共
同
溝
の
占
用
許
可

(
一
五
年
度
)

特
殊
車
両
通
行
許
可
申
請

(
一
五
年
度
)

公示･閲覧･縦覧等
ホームページの活用

■民の手続
顎濃耕情報と同等に行う 逼嘉西国土交通省

国展 、イン鮴勉ト U ォンラィン申請システム

国土交通省認証局

･各省庁認証局
･公的個人認証
･商業登記認証局

ォンラィン化推進のための裏〉念 提示 官.官の手続 ･民間認証局 等
　　　　　

地方公共団体、 他祷省



, 月
･日

世
界
の
動
き

○
ブ
ッ
シ
ュ
米
大
統
領
が
国
連
総
会
の
一
般
演
説
で
、
フ
セ
イ
ン

政
権
の
独
裁
下
に
あ
る
イ
ラ
ク
を

｢無
法
国
家
｣
と
断
罪
し
、
同

国
が
大
量
破
壊
兵
器
の
破
棄
に
応
じ
な
け
れ
ば
、
｢行
動
は
不
可

避
だ
｣と
米
国
単
独
で
も
武
力
行
使
を
辞
さ
な
い
姿
勢
を
示
し
た
。

○
イ
ラ
ク
政
府
は
ア
ナ
ン
国
連
事
務
総
長
に
書
簡
を
送
り
、
国
連

の
大
量
破
壊
兵
器
査
察
団
の
復
帰
を
無
条
件
で
受
け
入
れ
る
と
伝

え
た
。

0
韓
国
と
北
朝
鮮
の
双
方
が
朝
鮮
半
島
を
縦
断
す
る
鉄
道
･
道
路

の
連
結
に
向
け
た
工
事
の
着
工
式
を
そ
れ
ぞ
れ
開
い
た
。
朝
鮮
戦

争
で
破
壊
さ
れ
た
鉄
道
が
南
北
を
結
ぶ
日
を
目
指
し
て
今
後
、
工

事
が
本
格
化
す
る
。

○
ブ
ッ
シ
ュ
米
政
権
が
｢米
国
の
国
家
安
全
保
障
戦
略
｣
を
発
表
。

同
戦
略
は
大
量
破
壊
兵
器
を
持
つ
敵
へ
の
先
制
攻
撃
を
正
当
化

し
、
他
国
の
追
随
を
許
さ
な
い
軍
事
力
の
圧
倒
的
な
優
位
を
堅
持

す
る
こ
と
を
打
ち
出
し
、
テ
ロ
組
織
の
撲
滅
、
テ
ロ
リ
ス
ト
や
独

裁
者
か
ら
平
和
を
守
る
こ
と
を
骨
子
と
し
て
い
る
。

事

項

月
･日

国

内

の
動

き

○
総
務
省
の
労
働
力
調
査
に
よ
る
と
、
七
月
の
完
全
失
業
率

(季

節
調
整
値
)
は
五
-
四
%
で
、
五
月
以
来
二
カ
月
連
続
で
横
ば
い
。

○
総
務
省
に
よ
る
と
、
今
年
三
月
末
の
住
民
基
本
台
帳
人
口
は
一

億
二
、
六
四
七
万
八
、
六
七
二
八
で
、
前
年
に
比
べ
一
九
万
三
、

八
六
七
人
の
増
。
前
年
比
増
加
率
は
○
･
一
五
%
で
、
調
査
開
始

以
来
の
最
低
。

○
長
野
県
知
事
選
は
即
日
開
票
の
結
果
、
前
知
事
の
田
中
康
夫
氏

(四
六
)
が
再
選
。

○
東
京
電
力
が
原
発
の
自
主
点
検
デ
ー
タ
改
ざ
ん
な
ど
の

｢ト
ラ

ブ
ル
隠
し
｣
の
責
任
を
取
り
、
荒
木
浩
会
長
、
南
直
哉
社
長
ら
歴

代
ト
ッ
プ
四
人
を
含
む
五
人
が
引
責
辞
任
す
る
と
発
表
。

○
厚
生
労
働
省
の
全
国
高
齢
者
名
簿
に
よ
る
と
、
一
〇
〇
歳
以
上

の
高
齢
者
は
過
去
最
多
の
一
万
七
、
九
三
四
人
で
、
昨
年
を
二
、

四
五
九
人
上
回
っ
た
。

○
小
泉
純

一
郎
首
相
と
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国

(北
朝
鮮
)

の
金
正
日
総
書
記
が
、
国
交
正
常
化
交
渉
の
再
開
を
柱
と
す
る

｢日
朝
平
壌
宣
言
｣
に
署
名
。
こ
の
中
で
金
総
書
記
は
日
本
人
泣

致
の
事
実
を
認
め
、
八
人
死
亡
、
五
人
生
存
の
事
実
を
明
ら
か
に

し
た
。

○
日
本
銀
行
は
金
融
機
関
が
抱
え
る
過
剰
な
持
ち
合
い
株
を
減
ら

す
た
め
、
銀
行
か
ら
直
接
、
株
を
買
い
取
る
こ
と
を
決
め
た
。
日

銀
が
株
式
を
購
入
す
る
の
は
史
上
初
め
て
。

○
国
土
交
通
省
の
都
道
府
県
地
価

(基
準
地
価
)
に
よ
る
と
、
全

国
平
均
で
今
年
も
昨
年
に
比
べ
住
宅
地
が
四
･
三
%
、
商
業
地
が

七
.
二
%
下
が
り
、
三

年
連
続
の
下
落
。

事

項

鯰“
月
･日

道
路
行
政
の
動
き

○
四
国
地
方
整
備
局
は

｢道
の
駅
｣
五
ヵ
所
を
追
加
登
録
し
た
。

全
国
登
録
合
計
は
七
〇
一
カ
所
。

○
一
般
国
道
五
六
号
中
村
宿
毛
道
路
の
高
知
県
中
村
市
森
沢
~
同

県
宿
毛
市
平
田
町
戸
内
聞
一
〇
･
五
舸
が
開
通
。

○
高
知
自
動
車
道
の
伊
野
I
C
~
須
崎
東
I
C
間
二
三
･
九
畑
が

開
通
。

0
東
北
中
央
自
動
車
道
山
形
上
山
I
C
~
東
根
I
C
間
二
七
･
一

如
が
開
通
。

○
関
東
地
方
整
備
局
、
東
京
都
な
ど
で
構
成
す
る

｢P
I
外
環
沿

線
協
議
会
｣
が
第
七
回
会
合
を
開
く
。

事

項
指標名 平成14年現況値 離日]婢成平
(1) 駒疎各期膨(6) 2

.
9 % ↓61 %

(7) l7 % ↓2,
9 %

(8) 8 % ↓17 %

(9) 61 % ↓8 %

表 1 主要なアウトカム指標の現況値とH 19年目標値

の特集、 ｢国土交通省重点施策｣ について
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あ
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)

秋

わ
が
国
の
紙
幣
が
二
千
円
札
を
除
い
て
二
十
年
ぶ
り

に
一
新
さ
れ
、
新
デ
ザ
イ
ン
の
も
の
が
平
成
十
六
年
度

に
は
お
目
見
え
す
る
と
い
う
。
こ
の
中
で
五
千
円
札
と

千
円
札
は

｢お
札
の
顔
｣
と
も
い
え
る
肖
像
画
が
変
わ

り
、
五
千
円
札
に
は
明
治
の
女
流
作
家
、
樋
口
一
葉
が

登
場
す
る
。
一
般
の
お
札
の
肖
像
画
に
女
性
が
登
場
す

る
の
は
、
む
ろ
ん
初
め
て
で
、
新
聞
報
道
に
よ
る
と
、

男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
と
い
う
視
点
か
ら
選
ば
れ

た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

一
葉
は
明
治
二
十
九
年
十
一
月
に
肺
結
核
で
わ
ず
か

二
十
五
歳
の
若
さ
で
こ
の
世
を
去
っ
た
。
そ
の
代
表
作

に
は

｢た
け
く
ら
べ
｣
｢に
ご
り
え
｣
｢大
つ
ご
も
り
｣

｢十
三
夜
｣
な
ど
が
あ
り
、
流
麗
な
文
体
で
明
治
の
女

性
を
描
い
た
作
品
が
多
い
。
読
ま
れ
た
方
も
多
い
と
恩

、ハうノ0そ
の
作
品
の
中
に
｢塵
中
日
記
｣
と
い
う
の
が
あ
り
、

そ
の
中
に
次
の
よ
う
な
一
章
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は

そ
れ
を
紹
介
し
て
み
た
い
。

二
日

(明
治
二
十
六
年
十
二
月
)
晴
れ
、
紛
々
擾
々
。

私
行
の
あ
ば
き
合
い
、
隠
事
の
摘
発
、
さ
も
大
人
げ
な

き
こ
と
よ
。
半
夜
眼
を
と
じ
て
静
か
に
当
世
の
有
さ
ま

を
お
も
へ
ば
、
あ
は
れ
い
か
さ
ま
に
成
り
て
い
か
さ
ま

に
成
ら
ん
。
(中
略
)
安
き
に
な

(慣
)
れ
て
は
お
ご

り
く
る
人
心
の
あ
は
れ
外
っ
国
の
花
や
か
な
る
を
し
た

(幕
)
ひ
、
我
が
国
振
の
ふ
る

(古
)
き
を
厭
ひ
て
、

う
か
れ
う
か
る
る
仇
ご
こ
ろ
、
な
り
ふ
り
、
住
居
の
末

な
る
よ
り
、
詩
歌
、
政
体
の
ま
こ
と
し
き
に
ま
で
移
り

て
、
流
れ
ゆ
く
水
の
塵
芥
を
の
(乗
)
せ
て
は
し

(走
)

る
が
如
く
、
何
処
を
ば
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
し

(知
)

ら
ず
。
外
は
対
韓
事
件
の
処
理
む
づ
か
し
く
、
千
島
艦

の
沈
没
も
、
我
れ
に
理
あ
り
て
勝
ち
が
た
き
な
ど
、
あ

な
ど
ら
る
る
処
あ
れ
ば
ぞ
か
し
。
(中
略
)
か
く
外
は

さ
ま
ざ
ま
に
憂
ひ
多
か
る
を
、
内
は
兄
弟
か
き
に
せ
め

ぎ
て
党
派
の
あ
ら
そ
ひ
に
議
場
の
神
聖
を
そ
こ

(損
)

な
ひ
、自
利
を
は
か
り
て
公
益
を
忘
る
る
の
と
も
が
ら
、

か
ぞ

(数
)
ふ
れ
ば
猶
指
も
た

(足
)
る
ま
じ
く
な
ん
。

に
ご
れ
る
水
は
、
一
朝
に
し
て
清
め
難
し
。
か
く
て
流

れ
ゆ
く
我
が
国
の
末
い
か
な
る
べ
き
ぞ
。

ひ
ら
が
な
が
多
く
読
み
に
く
い
点
も
あ
る
。
そ
こ
で

漢
字
を
補
足
し
て
み
た
が
、
こ
の
日
記
は
一
葉
が
二
十

二
歳
の
と
き
に
書
い
た
も
の
で
、
そ
れ
か
ら
わ
ず
か
三

年
後
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。
今
か
ら
百
年
、
一
世
紀
以

上
も
前
の
こ
と
で
あ
る
。

千
円
札
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
、
五
千
円
札
で
は
な
か
な

か
お
会
い
す
る
機
会
も
な
い
が
、
新
札
と
な
っ
て
登
場

し
た
ら
、
百
年
後
の
昨
今
の
世
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

ぜ
ひ
感
想
を
聞
い
て
み
た
い
も
の
だ
。
で
も
、
｢さ
も

大
人
げ
な
き
こ
と
よ
｣
と
一
蹴
さ
れ
そ
う
な
気
が
し
て

な
ら
な
い
。

(K
)

1 1月号の特集テーマは ｢観光地の道路行政｣ の予定です。

本誌は、 執筆者が個人の責任において自由に書く建前をとっております。 したがって意
見にわたる部分は個人の見解です。また肩書は原稿執筆及び座談会実施時のものです。

R O A D A D JM Z NZS T貿A r710 N SEJ叱復N A R

挙ン　
局

道
　　
　
鮫
田
国

宇

｢道路行政セミナー｣｢

修

人

刊

行

月

監

発

東京都千代田区一番町10番 6 一番町野田ビル 5 階 TEL 03 (3234) 4310 ･4349 振込銀行 :み調ま銀行虎ノ門中央支店
べ体価格733円) FPQ【03 (3234)447l 口座番号 :普通預金フフ13 0 3

　　

　　
　
2
(

共

仰韻　　 口 座 名 道路広報センター




